




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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口絵・本文イラスト／みずかねりょう







　女め神がみさまが王の請せい願がんを聞き届けられ、勇者が召しよう喚かんされた。その知らせは電でん撃げきのように城内を走り抜ぬけた。

　王国中の人族が喜びに沸わき立ったが、熱ねつ狂きようは長くは続かない。なぜなら女神の絶大な力を託たくされ異界から呼び寄せられた勇者さまは、とんでもない暴君だったのだ！




　　　　＋　＋　＋




　乱暴に扉とびらが開く音に、キャビネットの上で微睡まどろんでいたクロムは金色のつぶらな瞳ひとみを薄うすく開いた。雑多なものが無む秩ちつ序じよに並ぶ居い心地ごこちのいい部屋に、銀の髪かみを腰こしまで垂らした壮そう年ねんの男が入ってくる。

　男は後ろ手にドアを閉めるなり頭を抱かかえた。

「なぜだ！　なぜ何もかもが悪い方へところがってゆくのだ。私は呪のろわれているのか？」

　またか。

　クロムはちっちゃな口を目いっぱい開け、くああと欠伸あくびをする。

「ディルバ王は阿呆か。いくら見目麗うるわしいとはいえ、使役すべき勇者に惑まどわされてどうする。あの男は王にも教会にも敬意を払はらおうとしないのだぞ。勇者の力は絶大だ。望めば破は壊かいの限りを尽つくせる。従順でも困るがこれでは制せい御ぎよ不能の爆ばく薬やくを抱えているも同然だ」

　ぱたぱたと耳を動かし前まえ肢あしで顔を洗い、音もなく寝ね床どこから飛び下りるとクロムは部屋を出た。

「さいわい、勇者の力はまだ発現していないが、今日も──クロム？　どこにいるのだ？」

　話を聞いて欲しいのであろうディディが呼ぶ声が背後から聞こえてくる。ずっとごく普通の、いやむしろ超然としたところのある男だと思っていたのに、本当はこんなにも愚ぐ痴ちっぽい性格をしていたとは。勇者が召喚されるまで知らなかった。

　勇者、か。

　ディディを悩ませてやまない異界からの来訪者が一体どんな顔をしているか、ちょっと見に行ってみようか。

　片方の後あと脚あしを軽く引きずりつつ窓辺へ寄ると、ぐっと身を沈しずめ飛び上がる。ずきりと軀からだの節々が痛んだものの、これくらいなら平気だ。

　ほんの少し開いていた隙すき間まを通り抜け、城の外がい壁へきを飾かざる彫ちよう刻こくを足がかりに窓を一つ一つ覗のぞいて回る。数えられないほど多くの部屋を検あらためた後、見つけた勇者らしき人物は豪ごう奢しやに飾り立てられた食堂にいた。

　クロムは窓辺に腰を据すえ、じっくりと眺ながめる。

　何十本もの蠟ろう燭そくの炎ほのおで隈くまなく照らし出され何人もの使用人が控ひかえる広大な空間の中、長いテーブルを挟はさみ食事をとっていたのはたった二人だった。勇者と思われる男の向かいに座っているのは人族の王だ。

「食が進んでおらぬようだな。今日の料理も勇者殿どのの口には合わなかったか」

「とんでもない。どれもとてもおいしい」

　何て空々しいことを言う男だろうとクロムは思う。

　テーブルの上には隙間なく料理の皿が並んでいた。どれも手が込んでおり、高級食材がふんだんに使われている。だが、どの皿もほんの少し手をつけただけで放置されていた。一口食べればもう充じゆう分ぶん、まずくて二口目を食べる気にはなれなかったかのように。蜂はち蜜みつ酒でさえ舐なめているだけだ。

　今夜の料理を用意した料理人は叱しつ責せきされるに違ちがいない。王に恥はじをかかせたとそれは厳しく。

「ところで勇者殿、今日、血の試練を拒きよ否ひされたとか」

「血の試練？──ああ、僕は凡ぼん百ぴやくの武官どもとは違うからね。そんなもの必要ない」

　クロムのしっぽがぴんと立つ。

　異界から呼ばれたばかりの勇者が与あたえられた異能を使いこなすことはできないという事実は既すでに広く知られていた。彼らは命を奪うばうことに強きよう烈れつな抵てい抗こう感を抱いだくのだ。それがたとえ敵でも。

　地道な訓練なしに桁けた外はずれな能力の解放はない。だが、この勇者は責務から逃にげようとしている。

「しかし、勇者と言えど鍛たん錬れんなしでは十全に力を発揮できるものではないと、古くから──」

　勇者が音を立ててカトラリーを置き、使用人が椅い子すを引くのも待たず立ち上がった。

　部屋を出てゆくつもりなのだ。癇かん癪しやくを起こした子供のように。我わが儘ままをやんわりと咎とがめられただけで。

　いつも偉そうにふんぞり返っている王が哀あわれなほど狼狽うろたえ、勇者の顔色を窺うかがう。

「待たれよ。まだろくに食べておられないではないか。それでは軀に障さわる。せめてデザートだけでも口にせぬか？」

　使用人の一人が急いで果物の砂さ糖とう煮にがたっぷり載のったパイを運んでくる。ちらりとそれを見た勇者は眉まゆを顰ひそめると、手を伸のばした。

　皿が割れる、身の竦すくむような音が高い天てん井じように反はん響きようする。パイが床ゆかの上を転がり、とろりとした赤い液体が散った。

「申し訳ない。眩暈めまいがして」

　噓うそだ。明らかに故意だった。でも王にいつもの勘かん気きを起こす様子はない。

　──そういえばディディが言っていたな。王は見目麗しい勇者に惑わされてると。

　立ったせいでちょうど正面から蠟燭の光に照らし出されるようになった勇者の顔は確かに整っていた。

　蜂はち蜜みつ色の膚はだにはシミ一つないし、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた表情があざとくも魅み力りよく的だ。何より生き生きと輝かがやく黒い瞳がいい。満天の星を思わせる。だが、どんな美び姫きも思いのままの王が骨抜きになるほどだろうか。

「今夜はもう下がっても？」

「う……うむ……」

　上目遣いに伺うかがいを立てられ、王が思わずといった体ていで頷うなずく。

　にこりと微笑ほほえむと勇者はさっさと部屋を出て行ってしまった。クロムも後を追い、開いている窓を擦すり抜けて全速力で廊ろう下かへと抜ける。幸い廊下には人ひと気けがなく、クロムは誰だれにも見つかることなく勇者を尾び行こうすることができた。

「おかえりなさいませ、勇者殿」

　二人の武官が両りよう脇わきに立ち守る扉の中に勇者が消えると、たーっと走って窓を探し、頭でぐいぐい押し開けて外に出る。大回りをする羽目になったものの何とか辿たどり着いたテラスから部屋の中を覗いてみて、クロムはぎょっとした。

　勇者が蠟燭も灯ともっていない暗い部屋の中、ソファに俯うつぶせていたからだ。

　ぴんっと立った耳が小さな呟つぶやきを捉とらえる。

「もーやだ。あのパイ、絶対何か入ってた」

　うん？　食べ物を粗そ末まつにするなんて無作法な男だと思っていたが、あのパイには何かが仕込まれていたのだろうか。それを察知したからこの男はああもわざとらしく皿を叩たたき落とした？

「ああもう何で僕が勇者なんだ？　そして何であの王は毎回食事に何か盛るんだ？──もし当たりを引いたら、僕は一体何をされるんだ……？」

　心底恐おそろしそうに身み震ぶるいすると、勇者は震える指で釦ボタンを外し、豪奢な上着を床に投げ捨てた。くたびれ果てた様子でソファに寝そべり、綺き麗れいに整えられていた髪をくしゃりと搔かき回す。

「腹減ったなあ……。家に帰りたい……。楓かえでの作ったご飯を食べたい……」

　──楓とは、誰だろう。

　ろくに満たされなかった腹をくるると鳴らす勇者は、迷子のように見えた。

　王の前では随分としたたかに振ふる舞まっていたが、あれは演技だったらしい。よくよく眺めてみれば勇者はまだ若く、軀つきも少年のようだった。不安げな様子といい、細い手首といい、絶大な力を有しているようには見えない。

　鼻の頭をガラスに押しつけまじまじと眺めていると、勇者が頭をもたげ、目が合った。

　────んん？

　外は夜。クロムの毛色は黒。金色の瞳だって、蠟燭の炎の反射に紛まぎれるはず。気づかれるはずがない。

　ない、が。

　クロムははっとした。勇者は室内の照明を点つけてさえいない！

「子こ猫ねこ……？」

　勇者の目が輝く。

　青白い光が視界を灼やいたと思った次の瞬しゆん間かんには勇者が目の前にいた。

　速い。

　これが女神に与えられた異能か。──ちゃんと使えるんじゃないか。

　窓が開けられ伸びてきた白い指先を危あやういところでかわし、子猫はテラスの手て摺すりへと身を躍おどらせる。落ちそうになりつつも爪つめを立て、屋根へ逃のがれたところで振り返ると、勇者が手摺りを摑つかみ、残念そうに子猫を見上げていた。

「ああー……、くろにゃんこ……撫なでたかったのに──…」

　追ってこようとする様子はない。ふるっと身震いし、クロムは身を翻ひるがえす。追ってくる眼まな差ざしを振り切り、夜の中へと。
















　楓は、可愛かわいい。

　こう言うと、大抵の奴やつはナルシストかよと笑う。

　確かに楓は双ふた子ごの弟で見た目こそ瓜うり二ふたつだけれど、中身はまるで違う。

　要領が良くて何ごとにもそつがなく完かん璧ぺきな響ひびきと違って、楓は病弱でぽやんとしたところがあって知らない人と話すのが苦手だ。おとなしくて俯うつむきがちなせいで、いるのかいないのかわからないとよく言われる。でも、話しかけてみれば楓の印象は劇的に変わる。

　笑うのだ、楓は。花が開くように鮮あざやかに。恐ろしいくらい無防備に。

　内気な仕草もぴょこんと立った寝ね癖ぐせも愛らしく、見ているとこんな生き物が地上に存在していていいのだろうか、天界に生まれるべきだったんじゃないかなんて思ってしまう。

　弟の魅力に気づいてしまった日から響は楓を守ることを己おのれの使命と心得、良からぬ輩やからの排はい除じよに努めてきた。楓はピュアで人の言葉を何でも額面通りに受け止めてしまう節がある。目を離はなしたらどんな甘言を真に受け、傷つくことになるか知れない。

　楓が行きたいと言うので通い始めた弓きゆう道どう場は、響にとって別の意味で修練の場だった。まず、胴どう着ぎと袴はかまという装しよう束ぞくがいけない。純和風のきりりとした装よそおいは清せい廉れんなのに、いや清廉だからこそ、襟えり元もとや裾すそから覗のぞくうなじや足首が普ふ段だんよりいっそう艶つやめく。

　姿は美しいのに弓を構えると不器用なのが一いち目もく瞭りよう然ぜんになってしまうのも実に可愛らしくてよくない。親しみやすい印象を受けるのだろう、先生はもとより女子や汚きたない下心満まん載さいの野や郎ろうどもがやたらめったらちょっかいを出してきて、さばききれない時もあるほどだ。

　その日も響は、楓を更こう衣い室に残し、不ふ埒らちな先せん輩ぱい二人を廊下に正座させていた。

　この二人は、あろうことか私服に着き替がえる楓の袴の下から現れた柔やわ膚はだを凝ぎよう視ししていたのだ。わざとじゃない無実だなんて白々しいことを言っているが、だったら壁かべの方を見て着替えればよかっただけのこと、響から見れば二人とも間違いなく有罪ギルテイだ。実に許しがたい。

　きっちり釘くぎを刺さしたいところだったが、風邪かぜを引いてしまったらしい楓を待たせるわけにはいかない。巻きで済ませ、座ざ敷しきの襖ふすまを開ける。

「待たせたね、楓。楓……？」

　座敷には誰もいなかった。

　いつもなら支し度たくを済ませ、少しばかり恥はずかしそうな顔をしつつも待っていてくれるのに。

「楓？　どこにいるんだ？」

　荷物もない。帰ってしまったのだろうか。

　──変だ。楓が自分に何も言わずに先に行くなんて。

　そもそも二つある襖の片方は押し入れだし、もう一つは先生の私室に繫つながっている。襖だから鍵かぎこそかかっていないが、マナーとして開けないことになっている。楓はどこから出て行ったのだろう。

　窓には内側から鍵がかかっていた。携けい帯たいで電話をかけつつ、下げ駄た箱ばこを確認しに行く。靴くつは残っているのに電話は繫がらない。

　むくむくと不安が膨ふくらむ。だが、楓だって成人男子だ。ましてやここは弓道場。大勢の顔見知りが出入りしている場所であり、滅めつ多たなことがあるわけない。単に携帯の充じゆう電でんが切れてしまっただけかもしれない。

　他ほかの部屋を覗いて回り、会った人すべてに弟を見なかったかと聞いてみる。だが、弟は見つからず、見たと言う者もいなかった。




　　　　＋　＋　＋




「────楓！」

　響は勢いよくベッドから起き上がった。

　一瞬自分がどこにいるのかわからず混乱する。だが、無む駄だに豪ごう華かな天てん蓋がいつきベッドや寝しん具ぐがすぐに思い出させてくれた。ここは異世界の王城の中、王に与あたえられた響自身の寝室の中だと。

「勇者さま？　朝のお茶をお持ちしましょうか？」

　紗しやの隙すき間まからひょいと顔を出したのは、響つきの侍じ女じよだ。

「ああ、頼たのむ」

「かしこまりました」

　侍女の気配が遠ざかると、響はもう一度上半身を倒たおした。

　今の響は勇者だ。ゆえあって異界から召しよう喚かんされた。

　どうやら魔ま族ぞくの侵しん攻こうからこの人族の国、ディルバ王国を守るのが使命らしい。

「そんなの、知るか……」

　響は荒あらい呼吸を整えつつ、汗あせで湿しめった前まえ髪がみを搔かき上げる。

　当然のことながら室内に弟はいない。響の可愛い可愛い弟は、更衣室で見たのを最後に姿を消してしまった。

「僕は楓を捜さがさなければならないのに」

　失しつ踪そうから一ひと月つきが経たつ現在も、響の最大の関心事は楓が今どこでどうしているのかだ。だからいきなり異世界に召喚されて人族を救って欲しいと言われた時に覚えたのは、同情ではなく憤ふん怒ぬだった。

　──何てことをしてくれたんだ。こんなところに連れて来られたら、楓を捜せないじゃないか……！

「お待たせしました、勇者さま」

　ティーカップを載のせた盆ぼんを侍女が運んでくる。響は起き上がり、一口飲むと、カップを盆に戻もどした。

「ユリアナ。筋肉達磨だるまが来たら、部屋へは通さず追い返してくれないか」

　既すでに鍛たん錬れん開始の時間は過ぎている。王に断固拒否の意は伝えたものの、それであの男が引き下がるとは思えない。そのうち頭から湯気を立ててやってくるに違ちがいない。

「筋肉達磨って……ガンダル卿きようのことですか？　ふふ、わかりやすいですけれど、そんな不敬な言い方をしているのを聞かれたら、大変なことになりますよ。ガンダル卿って厳しいので有名なんですから」

「ユリアナの前でしかこんなことは言わないさ」

　ベッドから下りながら甘い声を作ると、ユリアナはほんのりと頰ほおを染めた。

「それに、私ごときにガンダル卿を止めることはできません」

「勇者さまの命令だと言えばいい。勇者さまは女め神がみさまの代行者、王より尊い身の上なんだろう？」

「それはそうですけど……」

　ユリアナの眉まゆ尻じりが下がる。どうやら、何だかんだと持ち上げたところで、女神さまの聖なる代行者である勇者さまの威い光こうは、俗ぞく世せの高位武官である筋肉達磨に敵かなわないということらしい。

「阻そ止しできなかったら、それはそれでいい。でも、努力だけはしてくれないか？　その間に逃にげるから」

「まあ、勇者さまったら」

　ころころと笑うユリアナは可愛らしい。

　足首まであるアリスブルーのドレスにエプロン。ハーフアップにした長い髪はストロベリーブロンドで、緩ゆるいウェーブを描えがいている。侍女たちは美人揃ぞろいだが、控ひかえめで楚そ々そとしているタイプが多い中、明るく物もの怖おじしないユリアナの存在感は鮮やかだ。

　すぐ仲良くなったものの、どこまで信しん頼らいできるかは未知数だった。感じよく振ふる舞まうのは、王に勇者を籠ろう絡らくしろと命令されているからかもしれないからだ。

「そういえば、昨日、黒い子こ猫ねこを見かけたけど、あれは誰だれかが飼っているのか？　それともたまたま迷い込んだだけ？」

　寝間着を頭から抜ぬきながら窓辺に歩み寄ると、別の侍女がさっと近づいてきて受け取った。もう一人が広げたシャツに袖そでを通しつつ、響は雲一つない空を眺ながめる。

　今日も晴れ、か。

「黒猫？　ディディさまの猫でしょうか」

「ディディ？　確か召喚の儀ぎの時にそんな名前を聞いたような」

「ディディさまは儀式を取り仕切った魔術師です。人族随ずい一いちの使い手と言われているんですよ」

「ふうん」

　魔術師に黒猫。いかにもな組み合わせである。

　──あの猫を撫なでたい。

　響は頭の中で、黒猫のちっちゃく愛らしい姿を反はん芻すうする。

　あの艶つややかな毛並みに顔を埋うずめることができたらどれだけ癒いやされるだろう。

　響は勇者だ。命じて連れて来させるのは簡単だろうが、子猫に勇者の威光は通用しない。懐なついてもらうにはそれなりの段階を踏ふまなければならない。

　──ふふ、どう初手を打とうか。この世界に来てから忘れていたな、こういうわくわくする感じ。

　ユリアナが眉を顰ひそめた。

「勇者さま？　それを外しては駄目ですよ？」

「ん？　あ、ああ……」

　無意識に弄いじっていた耳から手を離はなす。響の耳には銀のイヤーカフがついていた。複雑な文様が浮うき彫ぼりになっているだけのシンプルな品だが、元の世界ではこんなものをつけたことのなかった響にとっては微び妙みように鬱うつ陶とうしい。

　身なりを整え終わり、窓辺に立ったままお茶の残りを味わっていると、入り口が騒さわがしくなってきた。ガンダルが来たらしい。響はユリアナが持つ盆にティーカップを戻すと、侍女たちを部屋から追い出す。

「さて」

　本当なら侍女たちの領分である衣い裳しよう部屋に勝手に入り、フードつきのローブを拝借してテラスに出る。手て摺すりをひょいと乗り越こえれば、羽織っただけのローブが風を孕はらんで膨らんだ。

「──とと」

　響の部屋は城でも高い位置にある。足を滑すべらせれば真っ逆さま、大おお怪け我がは免まぬがれないが、響は壁かべの装そう飾しよくに摑つかまって隣となりの部屋の窓まで移動した。そっと中を覗のぞき込むと、家具がいくつか置いてあるだけでがらんとしている。

「ビンゴ！　やっぱりここは空き部屋だったんだ」

　ローブの前を締しめフードをかぶりながら、部屋を通り抜ける。廊ろう下かに出ると、押し入ろうとするガンダルをユリアナが必死に止めようとしていた。部屋の前に常に二人いる護衛もそちらに気を取られており、響は悠ゆう々ゆうとその場を後にする。

「さて、黒猫ちゃんのおうちはどこかな」

　響はこの城についてまだよく知らない。とにかく人ひと気けのない方へ、ない方へとルートを取りつつ、頭の中でマッピングする。長い廊下は気味が悪いほど静まりかえっており人っ子一人いない。

「右に二百歩で突つき当たり、右折──と……ん？」

　何本目かの角を曲がった時だった。響は眉を上げ、立ち止まった。床ゆかに黒ずんだ汚よごれがある。これは血けつ痕こんではないだろうか？

　ぽたりぽたりと血が垂れたような痕あとは壁と平行に四つ並んだ後、向きを変えていた。まるで壁の中へと入っていったかのように直角に曲がっていたのだ。等とう間かん隔かくに並ぶ染しみを見下ろし首を捻ひねると、響は血の痕が消えている壁に触ふれてみた。

「────え」

　手が何の抵てい抗こうもなく壁の中に沈しずみ込み、響は仰ぎよう天てんする。この壁は目くらましで、本当には存在していないらしい。

　きょとりと左右を見回して誰もいないことを確かく認にんしてから踏み込む。すると薄うす暗ぐらい廊下が響の前に現れた。

「もしかして、使用人用の隠かくし通路か……？」

　壁かべ際ぎわのくぼみに掃そう除じ道具がきちんと収められている。血痕は昏くらい通路の奥へと続いていた。

「ふむ」

　血の痕を追って歩き出す。

　どうやら隠し通路は表の廊下と並行して延びているようだった。ところどころにある枝道の向こうに貴族や衛兵が行き交かう廊下が見える。扉とびらがないのは目くらましの幻げん術じゆつがかけられているから必要ないということなのだろう。

　血の痕は、城の中央に位置する広い石造りの部屋まで続いていた。

「ここは──」

　そう広くない部屋の床に銀で複雑な文様が描かれている。剝むき出しの石壁が寒々しい。

　ここを響は知っていた。ここは響が召しよう喚かんされた部屋だ。

　──よくぞ来られた。勇者よ。

　召喚された時のことを思い出し、響は奥歯を嚙かみ締める。

　文様の中心に出現した響は、信じられない気分で周囲を見回した。

　石床が火ほ照てった掌てのひらにひんやりと冷たかった。今思えば、いかにもな豪ごう傑けつではなく、とても戦えなそうな細っこい青年が現れたことに驚おどろいていたのだろう、ひそひそと囁ささやき交わす声が石壁に反はん響きようし、不ふ穏おんな空気を醸かもしだす。

　銀の髪を長く垂らし、冴さえない色のローブに身を包んだ男──確かこの男がディディだ──が歩み寄り、戸と惑まどう響にイヤーカフをつけた瞬しゆん間かん、雑音が人語へと変わった。

　──ここはディルバ王国の王城、ディルバ王の御ご前ぜんである！

　萎しなびた老人が高らかに告げると同時に、周囲の者たちが一いつ斉せいに膝ひざを突き、一点に向かって頭こうべを垂れる。

　ただ一人、傲ごう然ぜんと立ったままでいる男は王おう冠かんを戴いただいていた。四十代くらいだろうか。重そうなマントを羽織った肩かたは厚みがあり、いかにも強健そうだ。顔立ちも整っており、年ねん齢れい相応の渋しぶさの中に王らしい威い厳げんがある。

　実に絵になる立ち姿だ。だがこの男は信用ならない。──そう響は感じた。理由なんかない。直感だ。

　いずれにせよ、響にとっては見ず知らずの異世界人の救済より弟の行方ゆくえの方が大事だ。いの一番に元の世界には帰れるのかと聞いたら、必要な力を持つ宝玉を魔ま族ぞくが秘ひ匿とくしていると言われた。

　つまり、帰りたいなら彼らの言う通り魔族と戦わなければならないというわけだ。

　何て彼らにとって都合のいい話だろう！

　もちろん響は信じなかったが、召喚された部屋は剣けんを持った武官たち──それも見上げるような長身のムキムキマッチョ揃ぞろい──に囲まれていた。ディディを始め、いかにも魔術師らしい杖つえを持った男数名もいた。逆らえば何がどうなるかわからない。

　色々とぶちかますのは状じよう況きようがわかってからにした方がいいと判断した響は、とりあえずにっこりと微笑ほほえんでみせた。いかにも言われたことを信じたかのように友好的に、腹の底では独善的なやり口に憤ふん怒ぬを燃え滾たぎらせながら。

「でも、どうして僕だったんだろう。ランダムで選ばれたのか？　それとも何らかの選定基準がある？」

　他の者が召喚されてくれたらよかったのにと考えかけ、響は慌あわてて打ち消した。

　駄目だ。響と楓は同じ遺伝子を持つ。姿かたちも同じ。もし何らかの選定基準があるならば、楓も適合していた可能性は高い。響の代わりに楓が召喚されてしまったかもしれない。

「うわ、最悪だな」

　この世界に来てから、響は四六時中見張られている。

　聞けば色々教えてくれるが、それが本当である保証はない。

　楓は素す直なおだし、響ほど図太くない。もし、一人きりでここにきてしまったなら、きっといいように言いくるめられ、苦しむことになっていた。楓をそんな目に遭あわせるくらいなら、召喚されたのが自分でよかったのだと思うけれど。

「帰りたいなあ、家に」

　ふっと淋さびしい笑みを浮かべた時だった。にゃーという猫ねこの鳴き声が聞こえた。きょとりと目を巡めぐらせると、いつからいたのか響が通って来たのとは別の隠し廊下への入り口らしき場所に小さな黒猫の姿があった。蜂はち蜜みつのような色の瞳ひとみがじっと響を見つめている。

「子猫……」

　響が引き寄せられるように歩き出すと、黒猫は踵きびすを返した。だが、走って姿をくらませるようなことはなく、まるで響を案内しようとしているかのように時々振ふり返りつつ進んでゆく。その足取りは酔っているかのように頼りない。

　暗い廊下はどこまでも続いているようだったが、黒猫は途と中ちゆうで枝道に折れ、明るい表廊下へと抜けた。そのまま反対側の窓から外へと飛び出した黒猫の後を追い、響は目を眇すがめる。

　視界が、光で溢あふれていた。

　まるで空の上に出たようだ。目が慣れるにつれて勾こう配ばいの緩ゆるやかな屋根の向こうに、武官たちが行き交う城じよう壁へきが、城の周囲に広がる街が、その向こうに続く緑深い森が見えてきて響は息を吞のむ。

　──楓が好きだったファンタジー小説の世界みたいだ──。

　本当に楓は今、どこでどうしているのだろう。

　屋根は縁ふちに鎮ちん座ざする翼つばさを広げたフクロウ像に向かって緩く跳はね上がっており、滑り落ちる心配はなさそうだった。黒猫が日当たりのいい場所に落ち着き、毛け繕づくろいを始める。気持ちよさそうにしっぽの先を、したん、したんと動かしているのを見たら、邪じや魔まするのも悪い気がして、響は窓を乗り越えるとその場に腰こしを下ろし壁に背を預けた。

「おまえの瞳、蜂蜜みたいな金色なんだな……」

　少しばかり目つきが悪いところがまた可愛かわいい。見える範はん囲いにいるのは自分と黒猫だけ。この世界に来てからずっと、寝しん室しつですら感じていた監かん視しの目はない。

　思った以上に気が張っていたのだろう。肩から力が抜ぬけるのを覚え、響はその場に仰あお向むけに寝ね転ころがった。自分の腕うでを枕まくらに、空を見上げる。
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　とことこ、とことこ。

　右の後あと脚あしを引きずりながら部屋に入るなり首の後ろを摑つかまれ、クロムはだらんと四し肢しを垂らした。

「どこへ行っていたのだ？　クロム」

　腰まである銀の髪かみをこめかみのあたりだけ細く編み込み後ろで纏まとめた魔術師が子猫を見下ろしている。ディディという名のこの魔術師は、骨のように白い膚はだをしている上にひどく瘦やせているせいで人外めいており、年齢がわかりにくい。　>>>♥

　高い頰ほお骨ぼねの上、灰色の瞳がぎょろりと動いて子猫を映す。その眼まな差ざしは子猫に向けるものとは思えないほど冷たい。

「に？」

「ついこの間まで寝ね床どこから起き上がることすら億おつ劫くうがっていたのに、最近よく出かけるな。響が召喚されてからだ。──響に何かする気ではなかろうな？」

　どさくさにまぎれ撫でようとした手を、子猫は前まえ肢あしで叩たたき落とした。魔術師はちいさなひっかき傷のついた指をしげしげと眺ながめる。

「最初に言ったはずだ。城内では何もするなと。──ところで先刻、響が姿を消したのだが、君の仕し業わざかね？　正直に答えたまえ」

「にゃーにゃにゃ、にゃー」

　魔術師の眉み間けんに皺しわが寄る。

「猫ぶって誤ご魔ま化かすでない」

「にゃー」

　子猫はぶらさげられたまま、愛らしく首を傾かしげた。何と言われようと、猫は猫。猫語しか喋しやべれない。

　ディディは子猫を床ゆかに下ろした。

「仕方がない、少しの間術を解く。おとなしくしているのだぞ」

　指先が空に円を描えがく。薄うすく開いた唇くちびるが紡つむいだ呪じゆ文もんが指先を追うように揺蕩たゆたい、複雑な文様を浮うかび上がらせた。

「……うにゃ？」

　下ろされたまま床に座り込んでいた子猫の耳がぴんと立つ。その身が陽炎かげろうのように揺ゆらめいたかと思うと膨ふくれ上がり始めた。

「ぐ、う……」

　伸びやかな四肢を持つ青年へと変へん化げする。敷しき物ものの上にぽとりと子猫の牙きばが落ちると、クロムは目を開き、己の軀からだを見下ろした。

　クロムは酷ひどく汚よごれていた。

　端たん整せいな面おもては血や泥どろに塗まみれ、頰には戦いくさ化げ粧しようの赤い顔料が残っている。艶つややかな黒髪の隙すき間まから覗のぞくはっとするほど美しい蜂蜜色の瞳には苦痛の色があった。

「さあ、これで話せるはずだ。響がどこにいるのか教えたまえ」

　床に力なく片膝を突つき、クロムは魔術師を見上げる。ボロボロの黒衣で包まれた軀は傷だらけだ。

　囁ささやくような声が二人だけの室内に響ひびく。

「響に手出しなどしていない。だが、居場所なら知らないでもない」

「どこかね」

「翼を広げたフクロウの近く」

　魔術師は慎しん重ちような動作で安楽椅い子すに腰を下ろした。

「屋根の上か？　なぜそんなところに」

「知らん。だが、血の試練が厭いやでたまらないからではないか？　あれは元の世界では武人でもなんでもなかったようだ。いきなり異世界に引っ張り込まれた上、殺さつ戮りくの限りを尽つくせなどという使命を与あたえられては、戸と惑まどうのも無理はない。……勇者とは哀あわれなものだ」

　ぱたり、と血の雫しずくが古びた木の床を汚す。魔術師は身を乗り出すと、指で血を拭ふき取り軽く払はらった。粘ねばついた液体が煙けむりと化し、跡あと形かたもなくなる。

「勇者を誰だれよりも嫌きらっている君がよく言う」

　クロムは僅わずかに唇の端はしを引き上げ笑った。

「違ちがいない」

　その脳のう裏りには強大な力を裡うちに秘ひめているとはとても信じられない、ほっそりとした異界人の姿があった。まだ少年のようにすら見える姿とは裏腹に豪ごう胆たんなところがあるものの、彼がクロムに向ける眼差しは淋しげだった。

　クロムは床に転がっている小さな牙を拾い上げ、丁てい寧ねいに埃ほこりを払う。

「勇者は無事なのだな？」

「ああ。だが、しばらく放ほうっておいてやれ。随ずい分ぶんと鬱うつ屈くつが溜たまっているようだ」

「この世界に来てから我わが儘まま放題、王まで振り回しているというのにか？」

　クロムは無言でディディを見つめる。

「──違うのか？」

「俺は知らん」

　ディディが綺き麗れいになった牙をクロムの手から奪うばう。牙が額へ押しつけられ、詠えい唱しようが始まった。

「──────」

　クロムの姿が縮み始める。

　戦化粧が施ほどこされたままの頰が黒い毛並みに覆おおわれ、伸のびやかだった手足もいたいけな子猫のものへと戻もどってゆく。

　元通り少しばかり目つきの悪い黒い猫となったクロムはぎこちなく伸びをした。

　小さな黒猫を見下ろすディディの眼差しにふっと甘く切ないものが混ざる。魔術師が撫なでたがっているのを察知したクロムもまた骨張ったその指に全身を撫で回されたいという欲求を覚えたものの、プライドにかけて抑おさえ込むと高いキャビネットの上へと駆かけ上がった。

　勝手に魔術師から奪い取り寝床代わりにしている膝ひざかけの中に頭から潜もぐり込む。隙間から金色の目を覗かせると、魔術師は妙みように切なげな顔をして子猫を撫で損そこねた掌てのひらを握にぎり込んでいた。
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　血の試練をという武官たちの暑苦しい懇こん願がんも王の弱腰な要よう請せいも撥はねのけ、鍛たん錬れんすらボイコットし続けていた響を陥かん落らくさせたのは、ある文官の一言だった。

　街へ行ってみたくありませんか？

　血の試練まではしなくていい。とにかく鍛錬場に赴おもむき、武技を身につけて欲しい。そうしたら翌日には街を案内します。

　外へ出てみたいとはずっと思っていた。自力で抜け出せれば一番だが、監視が厳しくマッピングも進んでいない現状では文官たちのチュートリアルツアーを利用するのも悪くない。

　久々に鍛錬場へと足を向け、訓練用の剣けんを選ぶ。ストレッチをしていると、視界に存在するだけで暑苦しい気分にさせられる筋肉達磨だるまが目の前で仁に王おう立ちになった。

　この男は響の指南役を任じられた武官で名をガンダルと言う。他国まで名の知られた達人で、鍛錬場にいる武官たちは皆みな、ガンダルに心しん酔すいしているらしい。だが、響はこの男が苦手だった。この男は、響が女め神がみさまに与えられた使命とやらを果たすため身を粉にして務めるのが当然と思っているのだ。

　予想通り鍛錬場に大だい音おん声じようが響き渡わたる。

「一体貴き殿でんは何を考えておられるのか！　貴殿は魔族の侵しん攻こうから人族を守護するために女神さまから選ばれし勇者であろうが。それなのに鍛錬の時間に遅おくれてくるわ、血の試練は不要だなどと王に奏上するわ……女神さまに与えられた使命を何と心得るッ！」

　この世界の者たちは決して響を名前で呼ばない。教えても『勇者』と呼ぶ。彼らにとって響は魔族を倒す者でしかなく、何を感じ何を思っているかなんてどうでもいいからだ。

「おまえたちに勝手に押しつけられた重荷かな」

　ガンダルのこめかみに青筋が浮かぶ。

「この罰ばち当たりが」

　鋼はがねが擦こすれ合う鳥とり膚はだが立つような音と共に大剣が引き抜ぬかれ、響はぎょっとした。

　控ひかえている武官の誰もガンダルを止めようとしないどころか薄笑いを浮かべている。女神さまの代行者だ何だと持ち上げる割に、彼らには勇者に対する敬意というものがない。

　ガンダルがにやりと笑い大剣をふりかぶる。とっさに抜いた剣で斬ざん撃げきを受け止めたものの、響は顔を顰しかめた。

「重っ！」

　──当たったら、大おお怪け我がをしていた。

　手はびりびりと痺しびれているし、手首には鈍にぶい痛みまである。

「今のは小手調べだ。次は本気で行くぞ」

　再び剣を振ふり上げられ、響は反射的に後ろへ下がった。

　大だい丈じよう夫ぶだ。僕は勇者さま。怪我をさせるわけない。

　──でも、本当に？　武官たちのあの態度を見てもそう確信できるか？

　響の表情から先刻までの余よ裕ゆうが消えたのを見て取ったガンダルの笑えみが深くなる。

　立て続けに重い斬撃が放たれる。今度も何とか捌さばいてのけたものの、力量においても膂りよ力りよくにおいてもガンダルの方が勝っているのは明らかだった。

　負けたくない。いや、負けてはならない。この一戦はこれまで重ねてきた地稽古とは違う。

　もし負けたら、この男はきっと響を嗤わらう。武官たちも響を侮あなどる。響の城内での立場も変わってしまうかもしれない。それは、まずい。

　年季が違ったとしても体格が違いすぎるためだとしても関係ない。勝たないと。

　必死に剣を振るう。だが、意気だけでは勝負をひっくり返すことはできない。剣を合わせるたびに後ろへ後ろへと押し込まれる。挙句の果てには剣を手から弾はじき飛ばされ、響は空手となってしまった。

「うっ」

　ガンダルの持つ剣の切っ先が上じよう腕わんをかする。

　響は信じられない思いで、肉が覗く傷を凝ぎよう視しした。ガンダルの使う剣は打撃に重点が置かれたタイプで刃が鈍い。そのせいで傷口は酷ひどいものだった。素人しろうと目めにも痕あとが残るだろうことがわかる。

　見上げると、ガンダルは笑っていた。

「たったそれだけの出血で顔色を悪くしているというのに、血の試練は不要だなどとよく言ったものだ」

　全身がかっと熱くなった。

　既すでに響は無手、最後の一撃は必要なかった。

　わざとだ。

　鍛錬にかこつけ、この男は響を嬲なぶりにかかっている。

　ガンダルを睨にらみ据すえたまま、響は控えていた武官の一人が拾ってきた剣を受け取った。

「ではもう一合、思い知っていただくとしよう。鍛きたえなければ貴殿など女のようにか弱いということを」

　ガンダルが切っ先を引く。

　来る。

　真っ向から打ち合ったところで元々の腕力が違う。手が痺れるだけだと理性ではわかっていたが、響は慎重さをかなぐり捨て、踏ふみ込んだ。

　──こんな奴やつに、負けてたまるか……！

　前回、この鍛錬場に来ると、見たことのない獣けものが鎖くさりに繫つながれていた。

　ガンダルは響を獣に嗾けしかけて戦えと言った。斬きりつけて弱らせ、息の根を止めろと。

　獣はぶるぶる震ふるえていた。

　この獣はまだ生きていて、死を恐おそれている。殺したりできるわけがない。

　呆ぼう然ぜんとしている響の気持ちを慮おもんぱかることなくガンダルは続ける。これは血の試練の始まりを告げる儀ぎ式しき。獣の首が落ちたなら、森へと参りましょう。勇者殿どのの世界では禁じられていたという狩かりの愉ゆ悦えつを教えて差し上げます──と。

　響は獣を殺す代わりに剣を地面に突つき刺さし、鍛錬場を後にした。

　愉悦などというものを味わうため生き物の命を奪うような人間と同じ空気を吸うのも厭いやだった。

　憤ふん怒ぬが神経を研とぎ澄すます。

　あの時感じた強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんが蘇よみがえり、響は力任せに剣を振るった。

　二本の剣が交差した刹せつ那な、青い閃せん光こうが視界を灼やく。

「何っ」

　いずこからともなく驚きよう愕がくの声が上がった。次の瞬しゆん間かんにはガンダルの手から弾き飛ばされた大剣が鍛錬場を囲む壁かべに突き刺さっており、響の切っ先がガンダルの喉のど元もとにつきつけられていた。

「誰だれが女のようにか弱いって？」

　負けたのにガンダルは恍こう惚こつとした笑みを浮うかべた。見物していた武官たちが囁ささやき交かわす声が聞こえる。

　──見ろ。女神さまの加護の光だ！

　──あの細ほそ腕うででガンダルさまの剣に押し勝ってのけたぞ。さすが勇者だ。

　──女神さまの恩おん寵ちようとは、かくも素す晴ばらしいのか……！

　響は剣先を下ろした。剣が打ち合わされた時、異様な力を感じた。あれが女神さまが与あたえてくれたという力なのだろうか。

　勝ったのに、罠わなに嵌はめられたような不安が胸を塞ふさぐ。

　武官に案内され、淡あわい紫むらさきの装しよう束ぞくで足首まで覆おおった女が小走りに近づいてきた。

「失礼いたします、勇者さま」

「何だ」

　武官が恭うやうやしく女を紹しよう介かいする。

「この者は教会から派は遣けんされた癒いやしの術の使い手です。怪我をされたところをお見せください」

「癒しの術？」

　ゲームで言う、ヒーラーみたいなものだろうかと思いつつ頷うなずくと、女は掌を腕の傷に向けた。長い睫まつ毛げを伏ふせ、何やら口の中で唱え始める。すると、痛みが消えた。ぱっくりと開いていた傷が勝手に口を閉じ、斬られたことなどなかったかのように膚が滑なめらかになる。

　なるほど、この女がいたからガンダルは平気で響を傷つけたのだろう。傷ついても治せるから、響が女神の力を発現せざるをえなくなるよういたぶり、追い詰めた。そして響はガンダルたちの思おも惑わく通り踊おどり、勇者の力とやらを発現させた。

「勇者殿？」

　何もかもが腹立たしくて、響は剣を近くにいた武官に押しつけると、足早に鍛たん錬れん場を出た。武官が二人、足音を忍しのばせついてきたのがわかったので、角を曲がるなりダッシュして、先日存在を知ったばかりの隠かくし通路に飛び込む。結構な距きよ離りがあったので間に合わないかと思ったが、続いて廊ろう下かを折れてきた武官たちは色を失い駆かけだした。

　二人の足音が聞こえなくなると、響は壁に寄りかかり、溜ため息いきをついた。隠し通路を進み翼つばさを広げたフクロウの見える廊下へと抜けると、よっこらしょと窓を乗り越こえる。この間と同じ場所でひなたぼっこしていた子こ猫ねこがびくっとして頭をもたげた。

「ごめん、邪じや魔まして」

　ひらりと片手を振ると、響は壁に背を預け座り込んだ。こうすればわざわざ窓から頭を出して見ない限り、屋根の上に響がいることはわからない。

　響は己おのれの掌てのひらを持ち上げ見つめる。

「勇者の、力か」

　青い閃光が生じた瞬間、響が覚えたのは快感だった。

　全身に力が漲みなぎり、感覚がいつもとは比べものにならないほど広がる。万ばん能のう感に酔よいしれつつ、響は悟さとった。この力さえあれば何でもできる。目の前の男を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめすことも、この城を破は壊かいすることも。

「この力を磨みがけば、無敵、か」

　緊きん張ちようを解きかけていた子猫の耳がぴん！　と立ち上がった。

「いいだろう。縦横に力を振るえるようになったらまず、僕の意思を無視してこんなところまで連れて来てくれたこの国に報むくいを受けてもらうとしよう。それからこの世界をかしずかせる。どうせここは僕の世界じゃない」

　強大な力を振るうのは愉悦が伴ともなう。一線を越えてしまったら、きっともう歯止めは利きかない。響はきっと徹てつ底てい的に復ふく讐しゆうする。この世界に。

「逆らうものはどうしようか。見せしめにうんと酷い目に遭あわせるのがセオリーだけど……」

　腰こしに何か軽いものがあたる。見下ろすと子猫に頭突きされていた。

　遊んでいるつもりなのだろうか。ダメージを与えるどころか、衝しよう撃げきにふらつき尻しりもちをついている子猫に、響は目を細める。片手でもっしゃもっしゃと全身を撫なでてやれば、ふしゃーと毛が逆立てられた。

「ん？　どうした？　世界征せい服ふくは駄だ目めなのか？　面おも白しろい展開になると思ったんだけど……って、痛いった。こら指を齧かじったら痛いってば。別にしないから。世界征服なんて冗じよう談だんだから」

　──僕が勇者だっていうのも、冗談で終わってくれればいいのに。

　怒おこった子猫を適当にあしらいつつ、響は力ない笑みを浮かべる。その表情がふっと曇くもった。子猫の後あと脚あしに力が入っていないことに気がついたのだ。
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　やわらかな草色のパンツを穿はき、揃そろいのシャツに袖そでを通す。シャツの上から締しめた幅はば広びろのベルトには武官の手によって剣が下げられた。

「護身用です。鍛錬用のとは違ちがってよく斬れますのでご注意ください」

　室内を覗のぞき込む子猫を発見した響は、デートに誘ってみる。

「くろにゃん、おまえも来るか？　これから街に行くんだ。鍛錬に応じたご褒ほう美びにな」

　くろにゃんと呼ばれた猫は凄すごい顔をした。まるで響のつけた呼び名が気に入らないかのように。

　てっきり尻込みすると思ったのに、子猫はびくびくしつつも響が差し出した掌に乗ってきた。腕を伝って肩かたへと上ろうとしたもののやはり後脚の片方の踏ん張りがきかないらしい。落ちそうになったので響が片手で摑つかんで肩に乗せる。

「その猫を連れてゆくんですか？　逃にげてしまいやしませんか？」

　同行予定の文官も猫好きらしい。難色を示しつつも目元をだらしなく緩ゆるめている。

「問題ない」

　もし逃げようとしたところで、捕つかまえられる。それだけの力が『勇者』にはある。

　城の下層まで下り、用意された馬車に乗る。ディルバ王城は広大だった。窓からの眺ながめで知ったつもりでいたが、下から見上げると空まで聳そびえる城じよう壁へきや装そう飾しよくで飾かざられた城が実に壮そう観かんだ。

　城門を潜くぐり城から離れるにつれ生活感のある景色が開ける。それまで見たこともない様々な服装の男女が通りを行き来し、あるいは商店を覗くさまに、響は海外旅行にでもきたような気分の高こう揚ようを覚えた。人だけでなく、馬や牛といった動物も普ふ通つうに往来している。

「あれはなんだ？」

　窓に鼻先をぶつけんばかりの勢いで外を覗く響の横で、黒猫も前まえ肢あしをガラスに押し当て金色の瞳ひとみをまんまるにしている。

「ワキーナの串くし焼やきですな。庶しよ民みんの食べ物です」

「ワキーナ？　どんな生き物なんだ？」

「白くてふわふわした……ああ、あそこの鳥とり籠かごの中にいる、あれですな。て、ちょっ、勇者殿どの!?」

　窓越しではよくわからない。走っている馬車の扉とびらを押し開きひょいと飛び下りると、響は深く息を吸い込んだ。生きたまま売られている家か畜ちくのにおいに、香こう辛しん料りようのにおい。馴な染じみのないにおいに響は知る。異世界は空気のにおいからして違うのだと。

　落ちないよう片手を肩の上の子猫に添そえ、文官が示した鳥籠の前にしゃがみ込む。

「本当に白くて、ふわふわだ……」

　雪のように白い羽う毛もうに覆われた鳥はつぶらな瞳をぱちくりさせていた。

「滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいな。楓、おまえ、こういうの好きだろ」

　ハイな気分で振ふり向むき、響は瞬またたく。背後には誰もいなかった。

　空くう虚きよな気分が胸を塞ぐ。

　──何を言っているんだろう、僕は。楓は行方ゆくえ不明なままだし、ここは異世界。楓がいるわけがないのに。

「勇者殿！　勝手に馬車から下りないでいただきたいっ」

「ああ、遅おそかったな。待っていたんだ。さっきの串焼きを食べてみたい」

「こんなところで売っているものが勇者殿の口に合うとは思えませんが」

「合うか合わないかは僕が決める。ああ、あれも食べてみたい。あれは果物なんだろう？」

「はあ……」

　大きな葉をねじって藁わらで留めたものを器うつわに、たっぷり盛られたオレンジ色の果肉は瑞みず々みずしかった。だが、続いて買った串焼きはじゅうじゅうと滴したたる脂あぶらが実においしそうに見えたのにイマイチだった。王城で出てくる料理と一いつ緒しよだ。くせのある香辛料がくどい。

　他ほかにもあれこれと買わせながら路地を歩いていた響は、ひときわ高く聳え立つ壮そう麗れいな建物に目を留めた。

「あれはどういう施し設せつだ？　中に入れるのか？」

「入れますよ。あれは女め神がみさまを祀まつる教会です」

　晴れた空の下では眩まぶしく感じるほど白い建物に近づいてゆくと、入り口の周りで数すう軒けんの花屋が色とりどりの花を広げている。一いつ生しよう懸けん命めい客の対応をしているのは、響の世界なら義務教育を受ける年代の幼い女の子だ。ブーケに纏まとめられているものもあるが、大たい抵ていの客は花を一輪だけ買ってゆくようだ。

　ぞろぞろと流れる人の流れに交じり、大きな建物に入る。建物の内部は、響の知る教会と似ていた。ベンチが四列ぎっしりと並んでおり、奥にはごてごてとした彫ちよう刻こくで飾られた祭さい壇だんがある。中央に大きなものが一つ、左右に小さなものが一つずつ。その頭上に吊つるされた大きな篝かがり火びが女神さまの威い光こうを象しよう徴ちようしているらしい。

　ほとんどの者が祭壇前に花を捧ささげて祈いのっている。幾いくつもある高窓には玉虫色の薄うす板いたを連ねた飾りが下げられており、風が吹ふくたびしゃらしゃらと心地ここちよい音を立て、七色の光を散らした。

　左手の小さな祭壇の前に固まった十人ほどの集団に響は注目する。

「彼らは何をしているんだ？」

「結けつ婚こん式ですよ。夫ふう婦ふとなることを女神さまに報告しているのです。彼らの前に立って祝福を授さずけているのが祈り手、女神さまとの仲立ちを務める神職ですな」

　言われてみれば、集団を成す人々は誰だれもが随ずい分ぶんと着飾っていた。とりわけ一番前で膝ひざを突ついている二人は輝かがやいているようにすら見える。着ているもののせいだけではなく、女神や近しい人たちの前で夫婦の契ちぎりを交かわせるという喜びゆえなのだろう。峻しゆん厳げんな雰ふん囲い気きは、響が元の世界で参列したことのある従兄弟いとこの結婚式とまるで同じだった。

　祈り手の祝福の言葉が終わり顔を上げたカップルを、父親とその胸に抱だかれた幼い少女、目に涙なみだを浮うかべた人のよさそうな老ろう婆ば、友人らしき厳いかつい男たちが囲み、祝いの言葉を次々に投げかける。

　──この世界にも従兄弟みたいな人が、僕みたいな人が、弟みたいな人が、いるんだ──。

　どうにも好きになれない王や武官たちだけではない。一日一日を実直に生きている無む辜この人々がこの世界にもちゃんといる。色んな人と心を繫つなぎ合わせて様々な関係を織りなして。

　誰とも繫がっていないのは響だけだ。

　ふっと淋さびしくなってしまい、響は肩の上でやはりしあわせそうな一団を凝ぎよう視ししていた子こ猫ねこの小さな頭を指先で撫でた。

「指輪はないんだな」

　に？　と子猫が響の顔を見上げる。

「僕の世界の結婚式では、夫婦になる二人は指輪を交こう換かんし、愛の証あかしとして夫婦である限りつけ続ける。指さえ見ればすでに相方がいて求愛しても無駄だってわかるんだ。便利なシステムだろう？」

　響は続いて他人ひとごとであるにもかかわらず目を潤うるませていた文官を振り返る。

「女神に詣もうでるには、花が必要？」

「は。買ってまいりましょうか？」

「ん、頼たのむ。少し、疲つかれた……」

　響はすぐ横にあったベンチに腰を下ろした。たくさん並ぶベンチの前の方では膝を突いて祈っている人もいれば、同行者と談だん笑しようしている人もいる。

「勇者が召しよう喚かんされたってことは」

　唐とう突とつに話し始めた響に、子猫はぴくんと耳を立てた。

「この世界の女神は、魔ま族ぞくとやらの侵しん攻こうを食い止めるためにこの力が必要だと判断したってことか」

「に!?」

　黒猫の反応など気にせず、響は独りごとのように呟つぶやく。

「誘ゆう拐かい犯になんか協力するものかと思っていたけど、この世界にだって無辜の人々がたくさんいる。もし彼らが魔族によって苦しめられてるなら──」

　それは看過するわけにはいかないのかもしれない。

　すぐ横の通路を、老夫婦が互たがいを支え合いながらゆっくりと歩いてゆく。手に赤い花を持って。

　こういう人々のささやかな幸せは守られるべきだ。

「明日あしたからちゃんと鍛たん錬れんしようかな。勇者の力を使いこなせるように」

「うにゃっ」

　てしっと頰ほおを打たれ、響は反射的にいたっという声を上げた。肩に乗っていた小さな軀からだを摑み遠ざける。子猫はそれでも身を乗り出し前肢を伸のばして響を叩たたこうとした。

「何でいきなり猫パンチ!?」

「勇者殿、お花です」

　ふーふーと怒おこっている子猫から目を離はなし立ち上がると、文官が花を差し出してきた。他のものたちと同じ一輪ではない。売れている様子のなかった大きな花束だ。受け取るとどこかできゃあっと黄色い悲鳴が聞こえてきた。

「？」

　きょとりと教会内を見回したもののまあいいかと気を取り直し子猫を文官に託たくす。花は祭壇の足あし下もとに供えた。他の信徒たちはそれだけでお仕し舞まいにしていたが何となく物足りず、響は音を立てて両手を合わせる。

　目を閉じて祈る。

「早く元の世界に戻もどれますように。それから楓が無事でありますように……！」

　もし楓がここにいて魔族にその身が脅おびやかされていたなら、響は迷わなかっただろう。楓の身を守るのは響のもっとも重要な責務だ。強きよう迫はく観念と言ってもいい。

　外に出ると、小さな女の子が水を一いつ杯ぱいに張った重そうな甕かめをふらふらしながら運ぶのが見えた。先刻見た花屋の子だ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　手伝おう。そこの花屋に持っていけばいいんだろう？」

　つかつかと近づき、少し強ごう引いんに女の子の手から甕を奪うばう。突然現れた見知らぬ男性に女の子は尻しり込ごみした。

「あの……これは、あたしの仕事、です……」

「うーん、でも、君みたいに可愛い子がこんな重そうなものを運んでいるのを黙だまって見てはいられないよ。そうだ、こう考えたらいい。僕は女神さまの使い、これは一回限りのボーナス。女神さまに捧げる花を売っている君へのサプライズプレゼントだって」

　適当なことを言いつつ、響は勇者の力を発現しようとした。自力でも運べないことはないが、甕は本当に重かったからだ。

「あれ？」

　だが、青い光はどれだけ願っても灯ともることはなかった。

　響は自前の筋力だけで甕を運ぶと、掌てのひらを見つめた。そういえばあの時どうやって勇者の力とやらを発現したのだろう。
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「はい、くろにゃん、あーん。遠えん慮りよしなくていいよ。どうせ食べきれないんだ」

　テーブルの上にはこれでもかとばかりに豪ごう勢せいな料理が並んでいる。何かの肉のテリーヌのような前菜、魚のグリル、肉料理、パン、デザート。

　ミルクに浸ひたしたパンをスプーンに載のせて差し出すと、小さな子猫はテーブルの隅すみへと後あと退ずさり、毛を逆立てた。だが、前まえ肢あしで叩き落とそうとはしない。それどころかふんふんにおいを嗅かぎ始める。

　撫なでようとするとするりと身をかわされてしまうものの、街に出た日から子猫は響の部屋に日参するようになっていた。気がつくと部屋の中に入り込んでいて、キャビネットの上やベッドの下といった安全地帯で丸くなり、じっと響の様子を窺うかがっている。

「今日も鍛錬に行かれないんですか？　このところ鍛錬場は、満員御おん礼れいの大おお賑にぎわいだって聞きました。勇者さまのお力を見ようと、武官文官関係なく見学に詰つめかけているとか」

　ユリアナに声をかけられ、響は曖あい昧まいに唸うなった。

「ん──……」

　無む垢くな蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみに映る響の顔色は冴さえない。だらしなく頰ほお杖づえを突いたまま、響は目だけで傍かたわらの侍じ女じよを見上げる。

「そんなことより今日は髪かみ型がたが違ちがうんだな、ユリアナ。いつもよりずっとおとなっぽくて綺き麗れいだ」

　ユリアナは今日、髪を結ゆい上げていた。いつもはハーフアップにしているからだろうか、うなじにかかる後おくれ毛がやけに色っぽい。

　あからさまな誤ご魔ま化かしに気づかなかったかのように、ユリアナは声を弾はずませた。

「本当!?　嬉うれしいです」

　笑え顔がおが眩まぶしい。化け粧しようもいつもとは違うのかもしれない。妙みような寒気を覚え、響はユリアナから目を逸そらした。適当にテーブルの周囲に並ぶ椅い子すを示す。

「ユリアナも食べないか？　本当は独りで食事をするのが苦手なんだ。食が進まなかったのもそのせいかも」

　断るだろうと思ったのに、ユリアナは響の隣となりの席に腰こしかけたばかりか椅子を寄せてきた。前かがみになったせいで豊満な胸の谷間が覗のぞく。

　いつもとは違う艶えん然ぜんとした微笑ほほえみに困こん惑わくしていると、子猫がとととっと皿の間を縫ぬってきて響の手へと軀を擦すり寄せた。

　初めての子猫からの接せつ触しよくである。響はたちまちユリアナのことなど忘れ有う頂ちよう天てんになった。

「くろにゃん……!?」

　なーうと鳴いた子猫は響の手の中でころんと転がり、勝ち誇ほこったような眼まな差ざしをユリアナへと向ける。

　ユリアナの目つきが変わり、唇くちびるの端はしが挑ちよう発はつ的に引き上げられた。

「勇者さま、どれを召めし上がられます？　おっしゃって？　取ってさしあげますから」

　甘えた声こわ音ねに、若くやわらかそうな肉体。他ほかの男なら瞬しゆん殺さつだったろうが、響にとってはようやく甘えてくれた子猫のふわふわな手て触ざわりの方が百倍魅み惑わく的だ。

　──とはいえこのくろにゃんの態度、まるでユリアナへのあてつけみたいだけど……まあ、いいか。

　ふと思いつき、響はフォークを取ると、料理の一つに突つき刺さした。

「ユリアナこそ、どうぞ？」

　差し出されたユリアナの表情が凍こおりつく。

「あの、勇者さまのために用意されたものをいただくわけにはいかないです」

「じゃあどうしてそこに腰かけたんだい？　ほら、一口。この料理は好きじゃない？　それなら、こっちはどう？」

　別の料理に突き刺されたフォークが持ち上げられるより早く、ユリアナが席を立った。

「ごめんなさい。冗じよう談だんが過ぎました。あの、本当に怒られてしまいますから」

「残念だ。まあ、断るだろうと思ってたけどね」

　響はフォークを置いた。料理はたくさん残っていたが、食欲はなかった。

　見た目は綺麗だが、この世界の料理がおいしかったためしがない。とにかく味がくどいのだ。基本的にしょっぱいし、デザートは甘すぎる。パンなら食べられるかと思いきや、外は硬かたく中はぱさぱさだった。魚は生なま臭ぐささが残っているし、肉は硬い上、くせのある香こう辛しん料りようがたっぷりまぶされている。生のままの果物だけはかなりおいしいのだが、なぜか滅めつ多たに出てこない。おまけに必ず酷ひどく厭いやなものを感じる料理が交じっている。

　──気のせいではないだろうと思っていたけど、ユリアナが食べるのを拒きよ否ひするとはね。

　安心して食べられた弟や母の手料理が恋こいしい。

　母は料理が得意だった。母が家を空ける時は、楓が食事を作ってくれた。響は手料理よりハイカロリーなジャンクフードが好きだったから文句たらたらだったが、今はピザの方がうまいのになどとのたまったあの時の自分に鉄てつ拳けん制裁を食くらわせてやりたいと思う。記き憶おくに残る楓の、ハーブを添そえてローストした肉は最高だったし、肉じゃがもほっこりと落ち着く味がした。

　片手で子こ猫ねこをじゃらしながら、体力をキープするためと自分に言い聞かせ料理を突つついていると、一度席を外したユリアナが戻ってきた。

「お食事中、失礼いたします」

「んん？」

「ディディさまがいらしています。猫がここに来ていませんかって」

　響は口の中のものを強引に飲み下した。

　ディディ。響がここにくる元となった召しよう喚かんの儀ぎを行った魔術師。黒猫の飼い主。

「通せ。話をしてみたい」

　ユリアナが一礼して出てゆくとすぐ魔術師が入ってきた。

「失礼。食事中でしたか。ほう、これは何とも豪勢だ」

　長い銀ぎん髪ぱつが印象的な魔術師はテーブルを埋うめる皿を一いち瞥べつし、眉まゆを顰ひそめる。なんて贅ぜい沢たくをする勇者だとでも思っているのだろう。

「よかったら、食べていくといい。どうせほとんど捨てることになるんだ」

　響が両手を広げてみせると、ディディはふむと小さく唸った。ひょいと手を伸のばし、手近にあった料理を摘つまむ。

「あっ、それは……！」

　響が腰を浮うかせたのと同時にユリアナも踏ふみ出したが、ディディはもう、先刻ユリアナが食べようとしなかった赤い根菜を甘く煮にた料理を口に放ほうり込んでしまっていた。そしてばたんと倒たおれた。

「ディディさま！」

「どうなさったのですか!?」

　たちまち大おお騒さわぎになる。廊ろう下かで護衛を務めていた武官が侍女に呼ばれてやってきて、ディディをソファに寝ねかせた。癒いやしの術の使い手を呼べと教会へ使いまで出されたが、到とう着ちやくを待つまでもなくディディの目は開いた。

「まさかクロムの言っていた通りだとは」

「大だい丈じよう夫ぶか、魔術師。ごめん、まさかこんなことになるとは思わなくて」

　骨張った指がこめかみに当てられ、溜ため息いきが漏もらされる。

「かまわん。君が盛ったわけではあるまい」

「ディディさま！」

　侍女が声を尖とがらせ、魔術師の視線が泳ぐ。うんと年上でいかにも気難しい魔術師然とした見た目をしているのに、この男は隠かくしごとが苦手であるらしい。

　可哀かわい想そうだがこの機を逃のがす手はない。徹てつ底てい的に追つい及きゆうしてやろうと目を細めたところで、肩かたに乗っていた子猫がディディの枕まくら元もとに飛び下りた。ディディを背に庇かばい、にゃあと鳴く。

　響はどす黒い嫉しつ妬とを覚えた。

　なぜこの魔術師を庇う。

　──飼い主だからだ。僕より懐なついていて当然だ。

　だが、ディディが異相を緩ゆるめ、愛いとおしげに撫でようとすると、子猫はふしゃーっと威い嚇かくした。

「……っ、それはさておき勇者殿どの、楓とは何者だ？」

　一瞬思考が停止する。

「えっ、何でその名を……っ、おまえは楓がどこにいるのか知っているのか!?」

　胸むな倉ぐらを摑つかまんばかりの勢いで問い質ただすと、ディディはゆっくりと起き上がりクッションを背中に挟はさんだ。

「いいや。ただ、クロムが気にしていたから聞いたまで」

「クロム……？　この黒猫の名前か……？　おまえ、クロムっていうのか……。いやでもどうして……あ、もしかして、猫の言うことがわかる魔法があったりするのか……？」

　ディディはしれっと目を逸らす。

「まあ、そうだな」

「そうか……それは、いいな……」

　響は一人がけのソファに腰を下ろすと、侍女たちに席を外すよう手で合図した。誰だれもいなくなると、ディディが指で宙に何かを描えがき、ぶつぶつと呪じゆ文もんを呟つぶやく。立ち聞きされる心配がなくなったのが響には何となくわかった。これも勇者の力なのだろうか。

「ええと何だっけ、そうだ、楓。楓のことだった」

　ふっと脳のう裏りに弟の姿が浮かぶ。

「楓は、僕と同じ顔をした双ふた子ごの弟だ。でも僕と違って……あいつはすごく可愛かわいい……」

　夢を見ているようなほやんとした表情は響にとって癒しだった。ぴょこんと立った寝ね癖ぐせだって可愛い。何より、家族以外に見せる花が綻ほころぶような微笑みときたら──。

　──可愛い可愛い楓。僕は楓を守らなければならない。だって、あいつがあんな風になったのは僕のせいだ。

　急に目の奥が熱くなり、響は奥歯を嚙かみ締しめた。

　目を潤うるませた響に、子猫が蜂はち蜜みつ色の目をまんまるに見開く。ディディも気まずそうに身じろいだ。

「つまり……君の家族か」

「ああ。僕が城に召喚される一カ月ほど前に行方ゆくえ不明になって、まだ見つかっていない」

　楓がいなくなってから、響は軀からだの一部が欠けてしまったかのような欠落感に苛さいなまれている。生まれてからずっと一いつ緒しよにいたのに、もう一カ月以上も顔を見ていないのだ。普通でいられるわけがない。

「む」

「一刻も早く帰って、楓を捜さがしたい。ディディが僕を召喚したんだろう？　王は魔ま族ぞくが元の世界に戻もどるのに必要な宝玉を持っていると言った。それは、本当なのか？　魔族さえ倒せば僕は帰れるのか？」

　帰りたい。帰って楓を捜したい。手て遅おくれになってからでは遅おそいのだ。

　異世界人たちに舐められないよう偉えらそうに振ふる舞まってはいるが切せつ迫ぱく感は強まる一方で、最近では己おのれを抑おさえるのが難しいほどだった。

　響はディディに詰つめ寄る。

　この男からなら本当のことを聞き出せる気がした。優ゆう秀しゆうな魔術師かもしれないが、ディディは見るからに隙すきだらけだった。それに他の者のように響の歓かん心しんを得ようとしないし、召喚の場でも熱ねつ狂きようする王や武官と違ちがって醒さめた目をしている。ディディは勇者サマの召喚を誇ほこるべき偉い業ぎようとは思っていないのだ。

　この男ならきっと噓うそは言わない。──そう、思ったのに。

「──ああ、もちろん。王の言われることはすべて正しい」

　返ってきたのは、突つき放すような冷たい声だった。

　さっきまでおろおろしていたのが噓のような硬い表情に、全身の力が抜ぬけるような感覚を覚える。だが、子猫がふーっと威い嚇かくし始めたのを見て、響ははっとした。子猫もディディも響を見ていない。もっと後ろを見ている。

　気がつけば、先刻ディディがかけた魔術は消しよう滅めつしていた。何者かが無む理り矢や理りディディの魔術をこじ開け聞き耳を立てているのだ。

　響はこの場での追及を諦あきらめた。

「なるほど……ありがとう。ところでおまえの猫、怪け我がしてないか？　歩き方がおかしい」

「そうだな。軀のあちこちを痛めているから酷く痛むはずだ。部屋でおとなしくしていた方が楽であろうに、なぜこんなところにまでわざわざ来るのか」

　ディディが荒あらぶる子猫を抱だき上げようとする。子猫は厭そうに後ずさりすると、骨張った手に容よう赦しやのない猫パンチを食らわせた。

「手当てしてやらないのか？」

　黒猫には包帯も巻かれていなければ薬を塗ぬっているようすもない。

「どんな薬草もクロムの傷を癒せはせん。例外は癒しの術のみ」

「癒しの術……」

　先日一度だけ経験した奇き跡せきのような威力が脳裏に蘇よみがえり、響は無意識に腕うでを擦さすった。その様子を見たディディが独り言のように呟く。

「癒しの術は女め神がみが与あたえてくださる恩おん寵ちよう。勇者ならば適性があるであろうな」

「どうだろう……」

　響は苦く笑しようした。自分に何ができるか、響にはよくわからなかった。

　ノックの音がして扉とびらが開かれる。

「ディディさま、ひとまず薬湯をお持ちしました。癒し手もほどなく到着すると思われますが、お加減はいかがですか？」

「ああもう癒し手は必要ない。そろそろ私はお暇いとまする」

「……何だか心配だ。そこまで送ろう」

　ディディともう少し話をしたかった。だが、ユリアナがすかさず間に割って入る。

「私もお供します」

　来るななんて言えない。それでは密談をするのだと公言するようなものだ。

　すべてを吞のみ込み、響は黒くろ猫ねこを抱いたディディのために扉を開けてやる。この辺りの区画は勇者に割り当てられており、廊下には人ひと気けがない。要所要所には武官が立っており、尊い勇者サマに近づこうとする不ふ遜そんな輩やから──恐おそらくは余計な情報を与えかねない者たち──が立ち入らないよう見張っている。

　少し先の四つ辻つじにも武装した武官の後ろ姿が見えた。響が近づきつつあることに気がついていない。二人の雑談が聞こえてくる。

「──聞いたか？　先日、鍛たん錬れん場で勇者さまときたら──」

「ガンダル卿きようにボコボコにされたんだろう？　女神さまの御み業わざを発揮できたのは一度だけだって話じゃないか。贅ぜい沢たく三ざん昧まいさせてやるだけの価値が、本当にあんなちっこくて細い男にあるのか？」

　響は指の節が白くなるほど強く拳こぶしを握にぎり締しめた。

　彼らの言う通り、響が勇者の力を発揮できたのは一度だけだった。以後、どう頑がん張ばってもあの青い光が生じることはなく、あの素す晴ばらしい力の感覚を得ることもできずにいる。この状じよう況きようはまずい。

「真の勇者さまがまだ回収できないのだ、当面はあれで我が慢まんするしかない」

「てっきり失敗したかと思っていた召しよう喚かんが成功していたとはな。本当の勇者さまさえ取り戻せればきっと──」

　真の勇者？　召喚が行われたのは一度だけではなかったのか？

「あなたたち！　職務中の私語は慎つつしみなさい！」

　響には与えたくない知識だったのだろう。ユリアナが大声を出した。

「勇者さまにユリアナさま!?　いらしたんですか!?」

　武官たちが慌あわてるが、もう遅い。響は隣となりに立つ背の高い魔術師の横顔を見上げる。

「ディディ。僕以外にも召喚された勇者がいるのか……？」

　血色の悪い唇くちびるが引き結ばれる。魔術師はふいと響から顔を背そむけた。

　コメントは拒きよ否ひか。

　だがもう返事をしたも同然だった。この国に召喚された勇者は響だけではなかったのだ。




　　　　＋　＋　＋




「王に癒いやしの術を習いたいって頼たのんでみたんだ。攻こう撃げき系魔術と違って脅きよう威いになりそうにないからかな、簡単に許可が下りた。教会の癒し手とかいう人が教えに来てくれているんだけど、これまたなかなか成功しない。成功したら、真っ先におまえの傷を治そうと思ってるのに」

　テラスの隅すみ、芝しば生ふが植えられたスペースで、響は腹ばいになって頰ほお杖づえを突いていた。視線の先には黒猫がいて、しっぽの先だけしたんしたんと動かしている。

　ディディに回収された後も、黒猫は変わらず現れた。響にとっては唯ゆい一いつの癒しだ。勇者の権限を濫らん用ようして自分のものにしてしまいたいところだが、この子猫はきっと響よりディディの傍そばにあることを望んでいる。

　それでも無む理り矢や理り引き離はなしたならば、この子も楓のいない響と同じ欠落感を覚えるのだろうか。

「僕は勇者としては不出来なのかもな。……真の勇者なら、すぐ術を使えたんだろうか……」

　真の勇者が他ほかにいるという情報は、響に大きな衝しよう撃げきを与えた。唯一の存在だと思っていたから尊大に振る舞ってきたが、方針を転てん換かんしなければならない。あの王に媚こびるのなど、死んでも厭いやだが。響は真の勇者の代用品で勇者としてはできそこないらしい。強固だと思っていた足あし下もとが、実は薄うすく張った氷に過ぎなかったと知ったような気分だ。

「……ここにいるのは、僕でなくとも構わなかった。僕は全然特別ではない。いくらでも替かえの利きく存在だ……」

　別に勇者になどなりたくなかったからいいけれど。使えないと見切りをつけられ始末されるのはまずい。

　どうしたらいい？　聞きたくても、相談できる相手などいない。

　急にひどく弟に会いたくなり、響は唇を嚙んだ。

「いずれにせよ、情報が必要だ。この世界について、それから魔ま術じゆつについて。特に魔術は脅威だ」

　響は魔術について何も知らない。何ができて何ができないのかも。調べてゆけば、元の世界に戻もどる術すべが見つかるかもしれないという希望もある。だが、魔術を習得したいという響の要望は聞き届けられなかった。書しよ籍せきを求めても届かない。王たちは魔術について、響に知って欲しくないのだ。

　自分で図書室を探したいところだが、常に護衛がついてきて目を光らせている。もし資料に目を通そうとしたら、彼らに邪じや魔まされるに決まっていた。

　八方塞ふさがりだ。

「勇者さま？　教会の方がいらっしゃいました」

　ユリアナに声をかけられ、起き上がる。

「わかった。じゃあ、行ってくるな、くろにゃん」

　子猫をひょいと持ち上げて頭にキスすると、黒い毛並みが一気に逆立った。

　床ゆかに下ろしてやると、たっと走って逃にげて行く。小さく脚あしを引きずる様子に胸を痛めつつ客の待つ部屋へと移動すると、癒しの術の使い手──癒し手と呼ばれる女性が床に膝ひざを突ついていた。

「そういうのしなくていいって、言わなかったっけ？」

「おっしゃられましたけれど、無理ですわ。あなたさまは女神さまが選ばれた勇者さまですもの。女神さまのしもべとしての心が勇者さまの前で頭を上げるなんて畏おそれ多い、跪ひざまずけと命じるのです」

　豊かな金きん髪ぱつにブルーアイズ。胸も大きく、元の世界のどんな女優より美人なのに、この女の陶とう酔すいしたような目が響は苦手だった。じっと見つめられると背筋が寒くなる。

「では、勇者の命令だ。立って」

「御ぎよ意い」

　ようやく立ち上がった癒し手は、その瞳ひとみに響の姿を映すと表情を蕩とろけさせた。この女も響を籠ろう絡らくせんと狙ねらっているのだろうか。官能的な表情に思わず腰こしが引ける。

「……あー、今日もヨロシク」

「そのことなのですが、勇者さま、表に馬車を用意させましたの。三み度たび、癒しの術をお教えしましたが、うまくいかなかったでしょう？　だから、今までとは違ちがう方法を試ためしてみたいと思いまして」

「外出するということか？」

　響は思わずユリアナを見た。前回の外出は鍛錬場に顔を出したご褒ほう美びだった。でも今、響は鍛錬をサボっている。武官たちの笑いものにされたくないからだ。

　ユリアナが悪戯いたずらっぽく笑って口元に人差し指を立ててみせた。

「ガンダル卿には内ない緒しよですよ？」

　どうやら話はついているらしい。

「じゃあ、行ってみるか」

　案内役の武官に連れられ、癒し手とともに馬車のもとへと移動する。背後に護衛を務める武官がぞろぞろとついてくる。

　馬車に乗ると、城門を潜くぐり、まっすぐ延びる幅はば広びろの通りを進む。ここを通ろうとする街人はいない。すれ違うのは貴族の豪ごう勢せいな馬車ばかりだ。

　だが、一本道を折れると街の様相は一変した。城やメインストリートから離れれば離れるほど、街並みは猥わい雑ざつさを増し、行き交かう人々の服装も粗そ末まつになってゆく。

「ここです、勇者さま」

　馬車が止まったのは、結けつ婚こん式を見学したのとは違う教会の前だった。建物は古く薄うす汚よごれている。立地によって教会にまで格差があるのだ。

「こちらには癒し手見習いが多く詰つめております。練習台になる代わりに少ない寄進で癒しの術を利用できる、特別な場所なのです」

「……よく認にん可かが下りたな」

　癒しの術をかけてもらうには多額の寄進が必要であるらしい。つまり教会の大きな財源なのだ。いくら練習台とはいえ、儲もうけが減るような行こう為いを上が許すだろうか。

「女め神がみさまは金貨のために私たちに奇き跡せきの御業を与あたえてくださったわけではありませんもの。とはいえ、この教会を建てるのは、とても、とても大変でした。今も女神の御業を安売りすべきではないとおっしゃる方が大勢います。でも、もし、勇者さまがこの教会の趣しゆ旨しに賛同され、女神さまのお力を振ふるわれたとなれば……」

　癒し手がにっこりと微笑ほほえむ。無邪気に。エロティックに。

　響はずっとこの癒し手を、女神サマのことしか頭にない変人だと思っていたのだが、違ったらしい。

「そういうことなら喜んで協力する」

「ありがとうございます。やっぱり勇者さまは女神さまの代行者にふさわしい、高潔な魂たましいを持っておられるのですね」

　開け放たれていた両開きの扉とびらを通り抜ぬける。中には前見た教会と同じく、祭さい壇だんに向かってベンチが並んでいたが、そこにいるのは祈いのる人ばかりではなかった。見るからに具合の悪そうな病人や怪け我が人が家族につき添そわれて横になっている。物慣れない様子の若い癒し手が数人、彼らを順番に診みているようだ。

　──ある意味、これも血の試練だな……。

　年とし嵩かさの癒し手が恭うやうやしく響を迎むかえ入れ、咳せきをしている子供のもとへと導く。つき添いの少女が勢いよく立ち上がった。

「あのっ、お金は必ず後で払はらいます！　だから……だから、お兄ちゃんを助けてくださいっ」

　この二人は兄妹きようだいらしい。ゼイゼイと喉のどを鳴らし力なく横たわる少年の姿に幼い頃ころの弟の姿が重なる。楓も小さい頃はよくこんな風に喉を鳴らしていた。

　──こんなに小さいのに可哀かわい想そうに。ああ、でもだから僕の練習台に選ばれたのか。

　子供が苦しんでいれば誰だれだって助けてやりたいと思う。

　──駄だ目めだ。余計なことを考えるな。今は術を使えるようになればそれでいい。彼女たちの意図通り『いい勇者』たれ。

　響は少年に向かって掌てのひらを翳かざし、呪じゆ文もんを唱え始める。だが、少年の様子はちっとも変化しない。年嵩の癒し手が焦じれて声を上げた。

「集中できておられないようですね。何を考えていらっしゃるのですか？」

「ごめん。集中しようと思えば思うほど、色んなことが頭に浮うかんできてしまって」

「……勇者さま、どうかもっと真しん剣けんになってください。この子たちには父親がいません。まだ子供ですが、この子が一家の稼かせぎ頭がしらです。このまま咳が止まらず働けなければ、五人いる弟てい妹まいが飢うえることになるでしょう。生きようとするならば、ここにいるこの子が身売りすることになる……」

　思い詰めた表情の少女を響は見下ろす。

　癒いやし手の言葉はまるで胸に響ひびかなかった。

　少年の境きよう遇ぐうが響が育ってきた現実とかけ離はなれすぎていて、噓うそではないのだろうが実感がわかない。よくできた作り話を聞いているような、空々しさすら覚えてしまう。

　──参ったな。ここは勇者さまが奇跡のような力を発揮してこの子を治す、感動的なシーンであるべきなのに……。

　ひねくれたことばかり考えてしまうのは、自分が本物の勇者ではないからだろうか。

　何とか魔術を発動させようと努力していると、にわかに教会の入り口の方が騒さわがしくなった。

「どうしたのかしら」

「見て参ります」

　控ひかえていた武官の一人が走る。入り口には上半身裸はだかの男たちが群れていた。恐らく肉体労働者なのだろう、いずれも筋骨逞たくましい。一人が背負っていた男をベンチに下ろそうとしている。

　髭ひげ面づらの男が口から唾つばを飛ばして何か捲まくし立てているが、ベンチに横たわった男を見ると、癒し手は口元を押さえて首を振った。

　──何に対して首を振っているんだ？

　厭いやな感じがする。

　武官が戻ってきて、声を抑おさえて報告した。

「あの者たちが城じよう壁へきの手入れをしていたら、吊つり紐ひもが切れて大石が落ちてきたのだそうです。仲間の一人がその下した敷じきになったとか」

「なぜ癒してやらないんだ？」

「あれほど酷ひどい怪我を治すのは不可能だからです」

　髭面の男は今や床ゆかに額を擦こすりつけるようにして懇こん願がんしているが、癒し手たちは怪我人に近づこうともしない。

　今や教会中の者が男たちを見つめていた。

　響は引き寄せられるように歩き出す。

　──癒しの術すら効かない大怪我とは、どんななのだろう。

　入り口に近づくにつれ、視界が狭せばまってゆくような感覚に襲おそわれた。

　ベンチの横には血だまりが広がりつつあった。リズミカルに水面が揺ゆれているのは、心臓が拍はく動どうするたびに新たな血が溢あふれてくるからだ。ベンチの背せ凭もたれの向こうに、仲間が真っ赤に染まったシャツで傷口を押さえているのがまず見えてくる。それから陥かん没ぼつした額が。ねじれた腕うでが。潰つぶれた足が。

　──驚おどろいた。この間、結婚式を挙げていた男じゃないか。

　男は確かに死にかけていた。

　可哀想にと響は思う。まだ新婚なのに。死にたくなどなかったろうに。

　どんな未練があろうとも、こうも酷い損傷を受けてしまったならどうしようもない。恐おそらくもう数分ももたないだろう。

　だが、ここは魔ま術じゆつの存在するファンタジックな世界で、響はまがりなりにも勇者だった。もっとも不可能を可能にできる可能性を持つ特別な存在だ。

　響は手を持ち上げ、横たわる男へと向けた。急げ、もう時間がない。

　唇くちびるを薄うすく開き詠えい唱しようを紡つむぐ。そして──。

　翳した掌が、青い光を放った。
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　城へ戻もどると、響はまっすぐにフクロウの像へ向かった。

　軀からだも心も熱く燃えていた。

　──治せた。明らかに頭ず蓋がい骨こつが陥没し、死ぬしかなかった男を。

　ねじくれていた腕が踊おどり、跳はね、元の形に戻ってゆくのを響は見た。凹へこんでいた額が内側から押し出されるように治ってゆくさまも。血を拭ぬぐえば、拍動と共に大量の血を吐はき出し続けていた傷も消えていた。

　奇跡だ。

　わあっと歓かん声せいが上がり、横から何かがぶつかってくる。気がつくと響は髭面の男に抱だきつかれ、頰ほおに熱ねつ烈れつなキスを浴びていた。

　癒し手たちは目を瞠みはっている。これまでこれほど酷い怪我人を治せた記録はないらしい。

　皆みなが喜んでいた。これだけの人々を喜ばせているのが自分なのだということに、響は不思議な感かん慨がいを覚える。

　偽にせ者ものでも、勇者は勇者、か。

　感覚を忘れないうちにと咳をしている少年にも試みこれにも成功すると、無理する必要はないと止められつつも響は教会を訪おとずれていた全員を治して回った。普通なら三人も治せば脱だつ力りよく感に襲われるものらしいのに、響は最後まで疲つかれ知らずだった。

　身の丈たけに余る力に、漠ばく然ぜんとした恐れを覚える。響は善良でも高潔でもない。外面はいいが自分勝手なところのあるごくありふれた一いつ般ぱん人だ。こんなものをもらってしまって、本当にいいのだろうか。手酷いしっぺ返しがあったりするのではないだろうか。

　その時ふっと淋さびしそうな弟の横顔が脳のう裏りを過よぎった。

　──響なら、大だい丈じよう夫ぶだよ。響は何でもできるし、誰にだって好かれる。女め神がみさまはきっと響を見込んで力を与えたんだ。

　あの無口な弟がここにいたならば、きっとそう言っただろう。弟はなぜか響を特別に優すぐれた存在のように思っている節があった。双ふた子ごなのに、向かい合うと気き後おくれしたように目を伏ふせる。

　──僕はそんな綺き麗れいな存在じゃない。女神さまが見込むなら楓の方だ。楓は僕と違って汚けがれていない。綺麗で、ピュアで、どこまでも正しくて──。

「あっ、勇者さま!?」

　廊ろう下かを行くのがまどろっこしくなりひょいと窓から飛び出すと、護衛たちは慌あわてふためいた。追いかけようとするが重い武具を身に着けているため、屋根を身軽に走り、テラスからテラスへと飛び移る響についてゆけない。

　ハイになっているせいか恐ろしく軀が軽く、普段なら二の足を踏ふむような距きよ離りをも軽々と跳ちよう躍やくすると、響はフクロウの像が翼つばさを広げる屋根へと降り立った。いつものように寝ねそべっていた黒くろ猫ねこがびっくりして飛び起き、全身の毛を逆立てるのにもかまわず歩み寄り、小さな軀を抱き上げる。

「癒しの術を使えるようになった。これで僕は、どんな怪け我がも願うだけで治すことができる」

　本物の勇者でなくても、何がしかの役割を果たすことができる。

　膝ひざを突つき、子猫に頰ほお擦ずりする響は、言葉とは裏腹に救済を求める者のような顔をしていた。

　黒猫も気がついたのだろう。こてりと首を傾かしげる。

「一番に治してやるって言ったのに、後回しになってしまってごめんな。今、癒すから、少しじっとしていて」

　この子がもうつらい思いをしなくてすみますように。

　そっと下ろした子猫の上に両手を翳し、意識を集中する。

　──教会で術をかけて回った時と、何か、違う……？

　何かが軀の内側から抜ぬけ落ちてゆくような感覚があった。癒いやしても癒しても、癒せたと言う感じがしない。乾かわききった砂漠に水を注いでいるかのようだ。教会にいたすべての人を癒した時より明らかに多くの力を注ぎ込んでもなお、終わりが見えない。

　消しよう耗もうしつつあるのが自分でもわかった。

　頭の片かた隅すみでまずいと思う。三日くらい徹てつ夜やした後のように頭がぐらぐらして、少しでも気を抜けば落ちてしまいそうだ。だが、中断するのは躊躇ためらわれた。

　途と中ちゆうで術をかけるのを止やめたらどうなるのだろう。治りかけた傷口は？　中途半はん端ぱに癒された病びよう巣そうはどうなる？

　わからないのに止められない。それに、あと少しで終わるのかもしれない。

　──それに僕は、この子を癒すために癒しの術を覚えようと思ったんだ。元気になったこの子をもふって、楓がいない無ぶ聊りようを慰なぐさめてもらうために。

　ふっと気が遠くなりかけた時だった。待ち望んでいた、満ちた、という手ごたえを感じた。

　必要なだけの力を注ぎ終わったのだ。

　くらりと視界が揺らぐ。

「──は、まず……」

　ずるずると軀が崩くずれ、このままでは屋根で寝ることになりそうだなと思った時、しなやかな男の腕を感じた。

　────ん？

　屋根の上には誰だれもいなかったはずだし誰かが窓を乗り越こえてきた気配もない。だが、すぐ前に誰かがいた。前のめりになって響の軀を支えようとしてくれている。

　ばさばさと乱れた黒くろ髪かみの先が頰をくすぐった。その隙すき間まに垣かい間ま見みえた金の瞳ひとみがあんまり美しくて目を奪うばわれる。

　この男は誰なんだろう。黒猫はどこへ行ったのだろう。

　だが、答えを見つけ出す間もなく視界は暗くなってゆく。意識を失う直前、ありがとうというぶっきらぼうな男の声が聞こえたような気がした。
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「ん……」

　ふっと意識が浮ふ上じようし、目覚めると、響は知らない部屋にいた。ベッドに天蓋はなく、キャビネットやサイドテーブルもほとんど装そう飾しよくのない簡素なものばかりだ。ぴとぴとと頰に何かが当たるのがくすぐったくて、払はらいのけようとした手がもふっとしたものに触ふれた。　>>>♥

「……猫……？」

　ひんやりとした猫の鼻の先が今度は響の手に押し当てられる。ふんふんと匂においを嗅かがれた響は猫を抱き込み、艶つややかな毛並みに顔を埋うずめた。あんなに懐なつかなかった黒猫が腕の中におとなしく収まってくれている。

　これは夢かな……。

　ぼんやりと子猫のすべてを堪たん能のうしていると、扉とびらが開く音がした。

「目が覚めたか」

　水差しを手にしたディディの姿に、響は慌てて起き上がった。

「ここは……？」

「私の部屋だ。屋根の上で寝るのは止めた方がいい。落ちたら勇者と言えど多分死ぬ」

　寝起きで腑ふ抜ぬけた頭に意識を失う前の記き憶おくが戻ってくる。

「別に寝るつもりはなかったんだけど、くろにゃんに癒しの術をかけたら気が遠くなってしまって」

「くろにゃん……？」

「ああ、僕が勝手にその子につけたあだ名」

　ディディはうっかり飴あめ玉だまを吞のみ込んでしまった人のような顔をした。

「……まあ、いい。とにかく──クロムに癒しの術をかけたということだな？」

　飼かい猫の怪我が治ったのなら喜ぶものではないかと思うのに、ディディは眉まゆを顰ひそめ、いたいけな子猫を見下ろした。

「勇者殿どのが気を失ったのは、力を使い果たしたからであろうな」

「脱力感に襲おそわれるって話は聞いたけど──」

「普ふ通つうはその段階で止め、失神するまで続けたりはしないものだ。力を使い果たした魔ま術じゆつ師しなどどうしようもなく無防備なものなのだからな。痛い目を見たくなかったら、常に余力を残しておくことだ」

「僕は魔術師じゃないんだけどな」

「勇者と魔術師の力の源は同じだ。異世界人はこの世界の人族より総じて非力だという。女神さまに与あたえられた異能を発揮できなくなってしまえば、何をされても抗こうする術すべはないぞ。屋根を渡わたって武官たちから逃とう走そうすることもできない」

　響は眉を上げた。

「屋根を渡った時？　あの時、僕は勇者の力を使っていた？」

「自覚がないのか。遠目に見ていたが、見事なものだったぞ。足場を踏む瞬しゆん間かんだけ青く光って、必要な時のみ効率的に力を行使できているのがよくわかった。当代の勇者殿は力を使いこなせないのではないかという噂うわさが流れているが、鍛たん錬れん場で発揮しないのは何か意図があってのことなのか？」

「いや……。でも、そうか……、僕は力を使えていたのか……」

　響は窓の外へと目を遣やる。城は広大な中庭を幾いくつも擁ようし、幾いく棟むねもの建物から成る。ちょうど向かいには、平行に並ぶ今いるのとそっくりな棟が見えた。彫ちよう刻こくが張り出しテラスが穿うがたれているが、確かにあんな場所を普通の人間が簡単に渡れるものではない。

　思い返してみれば、武官たちのひそひそ声がはっきりと聞こえたり、やけに身が軽く感じたりするなど、変なことは他ほかにもあった。

　──あれは僕が武官たちの目を気にしていたからだった？　剣けん技ぎに勇者の力が発現しなかったのは、くだらないことに気を散らしていたせい……？

「素す晴ばらしい情報をありがとう。ところで、あなたが僕をここに運んでくれたのか？」

　ディディは背こそ高いものの瘦そう身しんだ。とても響を運べるようには見えない。だが、ディディは重々しく頷うなずいてみせた。

「そうだ」

「変だな。黒髪に金目の男がいたと思ったんだけど」

　倒たおれかかる響を支えた男の腕うでは力強かった。

　他人に抱だき留められるなどという滅めつ多たにない経験をしたせいだろうか、男のことを思い出そうとすると奇き妙みように胸が騒さわぐ。

　この世界に来てから黒髪を見るのは初めてだった。そのせいで一瞬日本人かと誤ご認にんしそうになったけれど、男の顔立ちはエキゾチックで、頰には赤いラインが無造作に引かれていた。

　装よそおいこそワイルドだったが、きりりとした目元は凜り々りしくて知的だった。彼が自分を運んでくれたのではないかと思ったのに。

　ディディの灰色の瞳がどこか物ぶつ騒そうな光を湛たたえる。

「知らんな。夢でも見たのではないか」

「夢？　でも、確かに」

「いいかね。この城内に黒髪の者は勇者殿一人のみ。他には存在しないのだ」

「なぜ断言できるんだ？」

「黒は魔族の色だからだ。人族にも希まれに生まれることがないではないが、城内に入ろうとしたら武官によって容よう赦しやなく追い立てられることになるであろうな」

　無意識に指先が髪を梳すく。

　では、勇者と祭り上げられている自分の髪は、魔族と同じ色をしているのだ。

「もう帰れ。皆みなが行方ゆくえをくらました勇者殿を捜さがしている」

「あ……ああ」

　正直気が進まないが、あまり長居しても迷めい惑わくだろうと、響は立ち上がった。

「ありがとう。礼を言う」

「礼などいらぬ。ここにいたことは誰にも言わないでくれればいい」

「何だ、王に言って、勲くん章しようでも出してもらおうかと思ってたのに」

　軽い冗じよう談だんだったのに、ディディは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「やめろ。私のことはそっとしておいてくれ。君とももうこれ以上関かかわり合いになりたくない」

　手て酷ひどい拒きよ絶ぜつだ。だが、響は傷ついたりしなかった。ディディが忌き避ひしているのが自分ではなく『勇者』なのがわかったからだ。

「わかったわかった。今のところは退散するよ。今後の関わりについては──まあ、状じよう況きよう次し第だいといったところかな」

　最後に子こ猫ねこの頭を一ひと撫なでし、響は部屋を出る。
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　勇者が部屋から消えるや否いなや、ディディはちっぽけな子猫に向き直った。

「クロム。私に報告すべきことがあるな？」

　お座りした黒猫が可愛かわいらしく首を傾かしげる。

「子猫ぶるな。もうわかっているのだぞ。魔術において、君は私などより遥はるかに秀ひいでている。勇者の癒いやしの術によって十全の状態に戻もどりさえすれば、私の魔術を破るくらいたやすいはず」

「残念ながら、おまえの魔術はまだ効いている」

　子猫の軀からだが膨ふくれ上がり、青年へと姿を変えた。痛々しい傷はもうないが黒衣がボロボロなのは変わらず、あちこちに開口した穴から膚はだが覗のぞいている。そして青年の頭上には一対ついの猫耳が、尻しりからは長いしっぽが生えていた。

　ディディがぽかんと口を開け、クロムは忌いま々いましげに目を逸そらす。

「子猫の姿から脱だつすることができるのはほんの一時、魔術も思うように発動しない。俺はいまだ、囚とらわれの身だ」

「……可愛らしい姿だな」

　ひょいと耳を摘つまもうとしたディディから仰のけ反って逃のがれると、クロムはしゃーっと威い嚇かくした。

「やめろ。誰だれが触ふれていいと言った」

　ふむ、と顎あごを撫で、ディディはしげしげとクロムの姿を眺ながめる。

「君が勇者を運んできたのには驚おどろいたよ。君は勇者を嫌きらっているのではなかったのかね？　このところ勇者のもとに通い詰つめているのも、今後のために観察しているのだとばかり」

「その通り、今後のために観察していただけだ」

「その割には随ずい分ぶんと心配そうに寝ね顔がおを眺めていたが」

　クロムのしっぽがぶわっと膨らむ。金の双そう眸ぼうがどこか超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きを湛えた魔術師を刺さし貫つらぬいた。

「気のせいだ」

「そうか。てっきり異世界から無む理り矢や理り連れて来られた哀あわれな勇者にほだされたのかと思ったが、違ちがったか」

「ああ、違う」

　苛いら立だたし気な否定に、ディディは珍めずらしく面おも白しろそうに表情を緩ゆるめた。

「あの子については私も思うところがある。もしそうならと思ったのだが──まあいい。違うなら、言ったところで仕方がない」

　黒い天鵞絨ビロードのような毛で覆おおわれた猫耳がぴくんと揺ゆれる。だが、何を言うこともなくクロムは唇くちびるを引き結んだ。
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「ユリアナ。この城に僕と同じ黒くろ髪かみの男がいないか？　金色の瞳ひとみの」

　自室のソファに座り捕つかまえた子猫を撫でてやりながら響が問う。部屋に飾かざる花を運んできたユリアナは、ディディと同じく躊躇ためらいない。

「いいえ」

「ノータイムで答えたな」

「このお城には勇者さま以外に黒髪の者などいませんから。でも、どうして急にそんな質問を？」

　子猫は最初こそ抵てい抗こうを示していたものの、一度撫でられる心地よさに陥かん落らくしたら可愛いものだった。今は腹を上に向けて、ごろごろと喉のどを鳴らしている。

「見たような気がしたんだ。僕と同じ黒い髪の男を。でも、やっぱり夢だったのかな」

　確かに黒ずくめの男には、いつの間にか消えた黒猫と入れ替かわっていたり、響を横抱きにしたりという夢特有の突とつ拍ぴよう子しのなさがあった。

　それに、この世界に来てから他にあんなフェイスペイントをしている人など見たことがなかったし、金色の瞳というのも変だ。おまけにあの男の頭の上には黒猫の耳がついていたような気がする。いくら剣と魔ま法ほうの異世界でも、そんな萌もえキャラがいるわけない。

　──……いないよな……？

「もしかしたら、黒い被かぶり物を見間違えたのかもしれませんよ。武官たちが冬になるとかぶる毛足の長い帽ぼう子しは黒髪のように見えないでもないですし。どこで見たんですか？　どんな服装をしていました？」

「服装？　どんなだったろう」

「勇者さま、このところよく窓から外を覗いてらしたでしょう？　ずっと不思議に思っていたんです。何を気にしてらっしゃるのか。でも、その方を捜してらしたんですね」

　子猫を撫でる手が止まる。

「別に、捜してなんか……」

　確かに、あの素す晴ばらしく綺き麗れいな金色の瞳はもう一度よく見てみたいと思うけれど──それだけだ。

　何となくこれ以上この話を続けたくなくて、響は話題の転てん換かんを図はかった。

「ああ、そういえば魔族も黒髪なんだって？　魔族ってどんな風なんだ？　悪魔みたいなのか？」

「悪魔？　って、何ですか？」

「ああ、僕の世界における悪の象しよう徴ちようだ。人の心の隙すき間まに入り込んで誘ゆう惑わくし、災さい厄やくを招く。以前見た絵では角があった気がするな。長いしっぽも」

　響に撫でられとろんとろんになっていたはずの子猫がぴくりと耳を立てた。

「まあ、まさにそんな感じです！　ねじくれた角を戴いただく忌まわしい姿！　彼らのせいでどれだけの者が犠ぎ牲せいになったことか！」

「……もしかして、魔族って悪魔のことなのか……？　なら本当に倒たおすべきなのかな……」

　金色の瞳がまんまるに見開かれる。

　響は沈ちん思し黙もつ考こうした。

　悪魔などいるわけないと思っていたが、女め神がみがわざわざ異世界から勇者を召しよう喚かんする力を与あたえるくらいである。魔族は人には対抗できない尋じん常じようならざる存在なのかもしれない。

　この世界と元の世界の間には繫つながりがある。食しよく卓たくに上る料理の中には、白菜のように見えるものやトマトのように見えるものがあった。それにそう、猫もいる。元の世界ではお話の中の存在でしかなかった悪魔が実在するということもありうるのかもしれない。

　たし、という小さな衝しよう撃げきに視線を落とすと、子猫が可愛らしい小さな前まえ肢あしで響の手を叩いていた。

「どした、くろにゃん」

　響は相好を崩くずし、子猫の両りよう脇わきを摑つかんで目の高さまで持ちあげる。小さな口が少しだけ開いた時だった。どやどやと二人の武官が踏ふみ込んできた。

「勇者さま！　今日こそは鍛たん錬れん場にいらしていただきます！」

「ガンダル卿きようは毎日勇者さまのおいでをお待ちしているのだ。いい加減、勇者の義務を果たしたまえ！」

　響がこのところ鍛錬場へ現れないことに業ごうを煮にやし、押しかけて来たらしい。声が一々大きくて、実にやかましい。

「戦えぬ勇者など勇者ではない。貴き殿でんは何のためにこの世界にやってきたのか！」

　拉ら致ちされて来たのに、何のためもクソもない。

「戦えなくなんかないさ。見ただろう？　僕は女神さまに力を与えられた」

「笑しよう止し！　貴殿は一度しか女神さまの力を振ふるえていないではないか」

「貴殿が召喚されたのが間違いではないことを証明していただきたい」

　響は子猫を膝の上に下ろした。

「証明したら放ほうっておいてくれるわけ？」

「もちろんである」

「下っ端ぱの安やす請うけ合いにどれだけの力があるんだ？」

「我われらはガンダル卿の代理としてここに赴おもむいておる！　言葉を違たがえたりはせん！」

「……その言葉、忘れるなよ」

　にんまりと笑えみ、響は立ち上がった。久しぶりに鍛錬場へと向かう。

　待ち構えていたガンダルは、武官の一人に約束について説明されると、呵か々か大笑した。

「面白い！　勇者殿どのの実力の程ほどを改めて見せてもらおうではないか！」

　響は鍛錬場の隅すみのホルダーに歩み寄る。ずらりと立てかけられている武器の中から選びだしたのは木ぼつ剣けんだ。軽い代わりに華きや奢しやな造りのそれを数度振ってバランスを確かめると、響は鍛錬場の中央へと歩み出た。

　ガンダルが顎をしゃくると、三人の武官が進み出てきてそれぞれの得物を構える。いずれも見上げるような大男で腕うでには瘤こぶのような筋肉が盛り上がっており、細身の響ではとても敵かないそうもない。だが、響に不安はなかった。

　要は自分が何をしたいかだ。

　ほんの少し前まで、響の意識は漫まん然ぜんとしていた。鍛錬に集中しているようでしていない。舐なめてかかっていたというのもある。勝手に召喚されたからといって真ま面じ目めに勇者などやっていられるかというわけだ。

　──でも、力はあるに越こしたことがない。真の勇者が他ほかにいるなら、なおさらだ。

　開始の合図と共に響は弾だん丸がんのように飛び出し、武官たちに肉にく薄はくした。人間離ばなれした速さにぎょっとするものの、相手もプロだ。武器を掲かかげて迎むかえ撃うつ。だが、勝負にもならない。響の剣を受け止めた者は壁かべまで吹ふっ飛ばされ昏こん倒とうした。

　まずは一人。

　剣を振りぬいた後、次の攻こう撃げきに移る前の一いつ瞬しゆんの隙を狙ねらい二人目が槍やりを繰くり出す。だが、響はこれを強く地面を蹴けって跳ちよう躍やくすることでやり過ごした。

　世界が回り、ひゅんひゅんと風が鳴る。二回宙返りした響は、着地するなり低い体勢を保ったまま男へ向かって突つっ込み、再び繰り出された槍をかわすと同時に小脇に挟はさんだ。得物を封ふうじられ狼狽うろたえる武官の顎あごに掌しよう底ていを叩たたき込む。

　これで二人目。

　三人目も瞬殺した響に、武官たちは驚おどろきの色を隠かくさなかった。

　しんと静まりかえった鍛錬場の中央に一人立つ響に、ガンダルが手を叩く。

「見事、というより他ないな。ほんの二週間ほどで驚くほど成長なされた。そろそろ血の試練に挑いどむ準備が整ったのでは？」

　響は顔を顰しかめた。不要だと斬きり捨てられないよう、勇者としての己おのれの価値を上げたいのはやまやまだが、罪もない生き物の命を奪うばう事にはまだ抵抗がある。

「そんなものは必要ないと言っただろう？　約束だ。もう僕にかまうな」

　剣を地面に突き刺さし──木剣なのに抵てい抗こうなく刺さった──響は鍛錬場を後にする。

　あっという間に帰ってきた響に、ユリアナが目を瞠みはった。

「勇者さま？　鍛錬はどうなさったんですか」

「もう行かなくていいことになった」

「ええ？」

　ユリアナの横を通り抜ぬけ、響は寝しん室しつに入る。鍛錬場で埃ほこりっぽくなった服を楽なものに替えようと思ったのだ。だが、途と中ちゆうで足が止まってしまう。

　寝台を囲む紗しやに、人ひと影かげが透すけて見えていた。

　あの黒くろ髪かみ金目の男だとすぐにわかった。

　男の頭の上には三角形の猫ねこ耳みみが、尻しりのあたりには長いしっぽが揺ゆれていたからだ。

　──僕はまた、夢を見ているのか……？

　頭の芯しんがくらりと揺らぐ。

　男は伸のびやかな四し肢しを弛し緩かんさせ、俯うつぶせに寝ねそべっていた。僅わずかに見える金色の瞳ひとみは遠くを見つめているようだ。

　──ええと……そうだ、何で勝手に人の部屋に入っているんだと、文句を言わないと……。

　妙みように喉のどが渇かわく。ごくりと唾つばを吞のみ込むと、響は決然と歩きだした。だが、勢いよくめくった紗の向こうには誰だれもいなかった。

「あれ……？」

　ベッドの上で丸くなっていた黒猫がしっぽの先をくいっと上げる。

「変だな……」

　響はベッドに腰こしかけると、黒猫を抱だき上げた。頰ほお擦ずりすると猫はにゃーと甘やかな声を上げ、ぐいぐい頭を押しつけてきてくれる。

「くろにゃん、さっきここに男がいなかったか？　おまえそっくりの耳としっぽを持つ男なんだけど……そうか、見てないか」

　こてんと首を傾かしげた子猫を抱かかえたまま、響はベッドにぽすんと仰あお向むけになった。

　何だったのだろう、今のは。白昼夢か？　でも、なぜ？……まさか幽ゆう霊れいではないだろうな。

　緩ゆるんだ手から抜け出した子猫がするりと床ゆかへ下りる。がりがりと床を引っ搔かく音が気になって俯せに姿勢を変え、ベッドの縁ふちを摑んでぐいと前へと軀からだをずらすと、子猫が四肢を突っ張って何か重そうなものをベッドの下から引きずり出そうとしているのが見えた。

「何だ……？」

　手を伸ばして、齧かじりついている子猫ごと持ち上げてみた響は瞠どう目もくする。

「これは……」

　それは、本だった。それも、興味津しん々しんなのに教えてもらえる気配すらない、魔ま術じゆつの指南書だ。

　革かわの立派な表紙がついており響がこれまで見たどの本より大きく、分厚い。膝ひざの上に載のせ、ぱらぱらとめくってみると、細かな字と図がびっしりと記されている。

「さっきの男はこれを見ていたのかな？　だとしたら、夢ではない……？」

　訳がわからないが、ありがたい。響はすぐ横でちょこんとお座りした黒猫を見下ろすと、ぐりぐり頭を撫なでてやった。

「ありがとうな、くろにゃん」

　ベッドの下など、そうそう覗のぞこうと思う場所ではない。この子が注意を引いてくれなければ折せつ角かくの本に気づかないまま、侍じ女じよたちに見つけられてしまったかもしれない。

　──誰だか知らないけれど、この本を置いてくれた人はちゃんと僕の望みを知って添そおうとしてくれている。

　この世界に来てから勇者である響は様々なものを献けん上じようされてきた。宝石や豪ごう勢せいな衣い裳しよう、金ぴかの剣。どれも別に欲しかったわけではない。勇者の歓かん心しんを得たい者たちによる押しつけだ。でもこれは違ちがう。

　──この世界にも、ちゃんと僕の気持ちを慮おもんぱかろうとする人がいるんだ……。

　それがあの男だったらいい。

　ふとそう思い、響は狼ろう狽ばいした。なぜそう思ったのか、自分でもわからなかった。
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　響の日課は以前にも増してシンプルなものになった。

　昼近くに起きると、既すでに子猫が部屋に遊びに来ている。身み支じ度たくを整えブランチを済ませた頃ころ、客が訪おとずれる。入れ代わり立ち代わり説得に訪れる文官や武官を子猫を愛めでながら適当にいなしてお帰り願うと自主練の時間だ。侍女たちを部屋から追い出し、テラスで軀を動かしながら青い光の発動の仕方を探求する。

　テラスは見通しがいい。もちろんつぶさに監かん視しされているが、ここは掌てのひらでうまく転がされているくらいに思われて、ちょうどいい。真に隠したいものは別にある。

　ある程度運動すると寝室に引っ込み、昼寝をする。侍女たちに再び室内への立ち入りを許すのは目覚めた後だ。

　その後は、様々だ。教会の癒いやし手が訪れて更さらなる術の深しん淵えんに迫せまろうと鍛たん錬れんすることもあれば、城を訪れた商人に品を見せてもらうこともある。夜は王と危険に満ちたディナーを共にし、ベッドに入った後は寝たふりをして一晩中本を読み込む。

　日中、本はベッドの裏にくくりつけて隠してあるのだが、気がつくとディルバの歴史書や博物誌といった本が増えていた。誰かが追加してくれたのだ。

　その日も響は天てん蓋がいから垂れ下がる紗に囲まれたベッドの中で眠ねむっていた。鍛錬で汗あせを搔き一度湯を使ったので、下着と腰を紐ひもで結ぶ形式の下した穿ばきに響が二人入れそうなくらいゆったりとしたシャツだけという姿だ。冬は寒く、天蓋から下げられる紗も分厚い緞どん帳ちようのような生き地じに変えられるという話だが、現在のディルバは夏の気配が漂ただよい始めた春の陽気だった。窓を開け放して寝るくらいでちょうどいい。

　いつもは子こ猫ねこが胸の上で丸くなっても誰かがベッドの下に新しい本をねじ込んでも、まったく気づかないほどぐっすりなのだが、この時の響は珍めずらしく夢を見ていた。

　ぴくっぴくっと四肢を引き攣つらせ、ひっきりなしに寝返りを打つ。瞼まぶたの下で眼球が震ふるえた。

「ヤマセン……っ、ん、や、こんなとこで、ん、あ……！」

　自身が漏もらした艶なまめいた声に起こされる。ぱちりと目を開けたら、ちょうど上半身をシーツの上に伏ふせた狩かりのポーズで顔を覗き込んでいた子猫と目が合った。

「──おはよう」

　酷ひどく重く感じられる軀を起こし、両手で髪を後ろに搔き上げる。その表情は暗く、眼まな差ざしは遠くへ向けられているようで、子猫は膝に乗るのを躊ちゆう躇ちよする。

「にゃあ……？」

　だが、響がぼーっとしていた時間は長くなかった。

「何の騒さわぎだ？」

　窓の方に顔を向けて耳を澄すませる。そうすると耳穴から青い光が漏れた。

　響は足あし下もとにだけかかっていた薄うすい上がけを撥はねのけると、片手で子猫をすくい上げる。テラスに面していない一室だけは侍女の立ち入りを禁じていない。部屋に入ると、起きたらすぐ口にできるよう、侍女たちが軽食の準備をしていた。

「勇者さま、今、お茶を淹いれますね」

「いい。これは何の声だ？」

　踵きびすを返しテラスへと向かう。ユリアナが小走りに追ってきた。侍女の半分も続く。

「……勇者さまが気にされるようなことではありません。戻もどって、お茶にしましょう？　今日は珍しい果物が手に入ったんです」

「ふうん。勇者サマに知られたくない事態が持ち上がっているのか」

　俄が然ぜん興味が湧わき、響はテラスを突つっ切ると手て摺すりに腹を押しつけるようにして身を乗り出した。

「あれか……？」

　下位の武官たちがわあわあと騒ぎながら一人の男を追っている。いや、男ではない。長身で男と見み紛まがうくらい筋肉質な軀つきをしているが、女だ。

　身に纏まとっているのは筒つつ形がたの簡易なワンピースのみで、装そう飾しよく品の類たぐいは一いつ切さい身に着けていない。靴くつも履はいていない。女の背後では長くしなやかな紐状のものが揺れている。遠くてわかりにくいがしっぽのようだ。目を凝こらせば、短く刈かり込まれた髪の間からも丸っこい獣けもの耳みみが生えている。

　ユリアナは諦あきらめ、説明してくれた。

「あれは、獣けもの人びとです。下働きをする奴ど隷れいです」

「奴隷だって……？」

　女はどこか怪け我がをしているらしく、走り方がぎこちなかった。見ている間に武官の一人が女に追いつき、殴なぐりつける。

　かあっと軀が熱くなった。

「……っ、獣人は初めて見る。近くでもっとよく見たいからここへ連れて来させろ」

　我わが儘ままな勇者らしく横おう柄へいに命じると、侍女たちが眉まゆを顰ひそめた。

「あのようなものを勇者さまの前に連れて来るわけには」

「聞こえなかったのか？　僕が連れて来いと言ったんだ。早くしろ。そうだ、おまえがもたもたしている間にあの獣人がつけられたのと同じだけの傷を、おまえにもつけてやることにしようか？」

　もちろん本当にそんなことをする気はないが、侍女たちは震え上がった。

　飛びつくように手摺りに摑つかまり身を乗り出す。

「それ以上その獣人を傷つけてはいけません！　今すぐここへ連れて来てください、勇者さまがご覧になりたいと仰おおせです！」

　獣人が、武官たちが、響のいるテラスを見上げた。ユリアナが必死に止めようとする。

「勇者さま。あれは人ではありません。ケダモノです。あんな汚けがらわしいものを入れたら、部屋が臭くさくなります。おやめください」

　響は取り合わない。

「この国にはあれ以外にも奴隷がいるのか？」

「……汚きたない仕事をする者は必要でしょう？　それに目を離はなすわけにいかない者には枷かせをつけておかねばなりません。勇者さま、獣人はとても野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうなんです。魔ま族ぞくと同じように人族を襲おそいます。人族と同じように考えてはいけません」

　はらわたが煮にえくり返るようだった。

　響から見れば彼らの行いは非道の一言だ。だが、ユリアナたちはそうは思っていない。彼女たちにはわからないのだ。彼らの痛みが。最初から汚いケダモノだと心の中で切り捨ててしまっているから。

　──人族ではない響も、同じように理解を放ほう棄きされている……。

　ノックの音がして扉とびらが開く。二人の武官に挟はさまれ入ってきた獣人を見て、響は眉を顰めた。

　獣人は、遠目に見た通り、響よりずっと背が高かった。いささか筋肉質ではあるものの胸の膨ふくらみを見れば女性であることは明らかだ。それなのに彼女の顔には殴られた痕あとがあった。

　──女性に暴力を振るうなんて。

「手を離せ」

　響の命令に、両りよう脇わきから腕うでを後ろにねじりあげていた武官たちが渋しぶ々しぶ手を離す。女が前かがみになっていた軀からだを伸のばし、血で汚よごれた口元を拭ぬぐった。

「名前は？」

　肩かたの上の黒猫を片手で撫でてやりながら、響は淡たん々たんと尋たずねる。

「ナダだ」

「どんな仕事をしている」

「ここに来てからか？　荷運びやどぶ浚さらいだな。……それから鞭むちで打たれたりとか？」

　武官が余計なことを言うなとばかりに女を睨にらみつけた。

「ここに来てからと言ったな。以前はどこにいたんだ？」

　女の目に凶暴な光が宿った。

「森に決まってる！　あたしは子らのために狩りに出かけたところを襲われ、奴隷にされたんだ」

　この女は響と同じだった。この人族に有う無むを言わさず拉ら致ちされ、働かされている。

　響は女から武官たちへと目を移した。

「おまえたちはもういい。仕事に戻れ」

　武官たちが素す早ばやく視線を交かわす。

「危険です。この女だけ残していくわけには」

　響は嗤わらった。

「僕の命令に逆らう気か？──どうやら王に、この城の武官たちには勇者を敬う気持ちが足りないようだと報告しなければならないみたいだな」

　何か言い返そうとしかけた武官の脇腹に、もう一人の武官が肘ひじを入れる。

「すぐに退出いたします。その女についてはどうぞ、ご随ずい意いに」

　男たちが出てゆくと、響は女に椅い子すを示した。

「座って。よかったらそこに並んでいる料理もどうぞ」

「勇者さま……！」

　険のある声を上げたユリアナを、響は一いち瞥べつする。

「ユリアナ、おまえは王に伝えて来い。この獣人の所有権を勇者が欲ほつしていると」

「いけません、勇者さま。こんな汚らわしい」

「ああそれから、ユリアナを僕の侍じ女じよから外してくれってつけ加えるべきかな？」

　ユリアナが目を見開く。傷ついたかのように睫まつ毛げが震えた。

「他の者も席を外せ。今、すぐだ」

　侍女たちが部屋を出て行くと、女は椅子にどっかと腰こしをかけた。高々と足を組み、無造作に摘つまみ上げたパンを犬歯で引き千切る。

「勇者など悪あく辣らつな人族の親玉みたいなものだと思っていたのだが、違ちがうようだな」

「僕は異界から拉致されて来たんだ。この世界のことなどろくに知らない。しかも、本当の勇者は他にいるらしい。僕はその代用品ってわけだ」

「ほう」

　黒くろ猫ねこをテーブルの上に下ろし女に歩み寄ると、耳としっぽが緊きん張ちようした。

「何をする気だ」

「そう警けい戒かいしなくていい。癒いやしの術をかけるだけだ」

　痛々しい傷痕を見ているだけで心を削けずられるような気がする。

　この女の苦痛が消え去りますようにと願いつつ響は術を発動した。なかなかうまくできなかったのが噓うそのように全身の細さい胞ぼうが活性化し、正しく魔力が放出される。

　軀のあちこちを検あらためた女が嬉うれしそうな声を上げた。

「何と！　痛みが消えたぞ。魔術とはすごいものだな！」

「初めて見たのか？」

「狩かられた時にいくつか攻こう撃げき魔術をぶつけられたが、癒しの術はな。獣人は魔術を使えないのだ」

　ナダは蜜みつをかけられた果物の器うつわを持ち上げると、直接口に流し込んだ。

「ナダ、僕の周りは王の手先で固められていて、教えられたことが本当なのか、王に都合のいいよう作り上げられた噓なのか、判別できない」

「ほう」

　空になった器を置き、ナダは次に何を食べようかと指先をさまよわせる。

「だが君は僕に噓を吐つく理由がない。本当のことを教えてくれ。これまでにも勇者は召しよう喚かんされたことがある？」

「ああ」

　歴史書には『勇者』という言葉が何回も登場していた。

「彼らはどうなったんだ？　元の世界に戻れたのか？」

　ケーキを一切れ口に放ほうり込み、ナダは指を舐なめる。

「使命を果たした褒ほう美びに王女を娶めとった勇者がいたという話は聞いたことがあるぞ。領地を拝領し、死ぬまで幸せに暮らしましたという話もな。だが、勇者が一体何人召喚され、何人が生き残り、どういう行く末を辿たどったのかについては知らん」

「……死んだ勇者もいるのか……」

　現実感が遠ざかる。頭の芯しんが冷たく痺しびれてゆくような感覚があり、響はテーブルに手を突ついて軀を支えた。

「魔族が元の世界に戻もどる手段を握にぎっていると王に言われたが、本当だと思うか？」

「判断のしようがないな。獣人は魔術を使えないから、そういうことについてはよく知らないのだ」

「……そうか……」

　響は項うな垂だれ、掌てのひらで顔を擦こする。腰の後ろに黒猫が身を擦すり寄せ、慰なぐさめるようににゃーと鳴いた。

「悪かったな、何も知らなくて。それが聞きたくて、あたしをここに呼んだんだろ？　役に立たないとわかった以上、あたしはもう必要ないんだろうが、もしあいつらのもとへ返す気なら──」

「酷ひどい目に遭あわされるとわかっているのに、そんなことはしない」

　張り詰つめっ放しだったナダの表情がようやく緩ゆるんだ。

「……あんた、いい子だね」

　ナダが大皿を押し退のける。大皿に押された他の皿もかちゃかちゃと音を立ててずれてゆき、テーブルの上が開けた。

　男のもののように骨張った手が太ふと腿ももに置かれたのを感じ、響は顔を押さえていた手を外す。

「……？」

「あんたみたいな可愛かわいい子、好きだよ」

　意味ありげに笑いかけられ、響は首を傾かしげる。

　黒猫がシャーと全身の毛を逆立てた。

　視界が反転する。

「あれ？」

　気がつくと響は天てん井じようを仰あおいでいた。テーブルからはみ出した膝ひざから下がぶらぶらと揺ゆれている。立ち上がったナダが響の軀の両脇に手を突き、響の顔を覗のぞき込んだ。

「ふふ」

「……ええと──もしかして僕は襲われているのか？」

「御ご名めい答とう。ご要望に応こたえられなかった詫わびだ。奴ど隷れいらしく、ご奉ほう仕ししてやろうかと思ってな」

　いやそれ、自分がしたいだけなのでは。

　どうやって逃のがれよう。

　眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んだ時だった。黒猫がナダに飛びかかった。

「にゃー！」

「くろにゃん？」

「うわっ、何だい何だい、このちんまい毛玉は……っと、んん……？」

　素晴らしい反射神経でキャッチしたナダが、子猫に顔を近づけくんくんと鼻を鳴らす。

「おやおやこれはこれは、はは、そういうことかい……」

　ナダはにんまりと笑えむと、黒猫を響の腹の上に下ろし、身を起こした。

「ナダ……？」

「猫が怒おこるから、あんたに手を出すのは止やめる」

「……それはどうも……」

「その代わり、協力しな。あたしは森に帰りたいんだ」

　ナダの目は響ではなく黒猫を映している。

「ええと、解放するよう命じればいいのか……？」

「そう簡単にはいかないさ。賭かけてもいいが、あんたの視界から出たら最後、あいつらはあたしに剣けんを向ける」

「ああ……」

　ナダから見た人族とは、そういう存在なのだ。

「じゃあ、僕が安全な場所まで送ってゆくか、武官たちにナダを追わないよう命じるか……いっそ、彼らを撒まいて逃にげたらどうだろう。街を抜ぬけさえすればもう森だ。あそこまで行けば逃げ切れる」

「何回も試してみたが、城門の守りは堅かたいし、城じよう壁へきはあの高さだ。あんたみたいに特別な力でもなければ脱だつ出しゆつは不可能さ」

　残った皿からもう一つまみ料理を摘まむと、ナダはソファへと歩み寄った。どすんと腰を下ろすと軀からだを回転させて、自分の腕うでを枕まくらに横たわる。筋肉質な足は肘かけに投げ出し、足首を重ね合わせた。このソファをベッドにするつもりなのだ。

　響は黒猫を抱だいたまま寝しん室しつへと移動した。響は響で考えねばならないことがあった。ベッドに腰を下ろして、ぽすんと上半身を倒たおすと、黒猫がひんやりとした鼻先を顔に押しつけてくる。

「まさか女の人に襲おそわれるなんて経験をする日がくるとはね。くろにゃんが怒ってくれてよかったよ。本気で来られたら僕には抗こうしきれなかったかもしれない」

　勇者の力があるとはいえ、その気になったナダには勝てない気がした。全身を覆おおう女性らしからぬ筋肉のせいだけではない。多分ナダは響とは比べものにならないほどの場数を踏ふんでいる。膂りよ力りよくだけではいなされ、いいようにされてしまいそうだ。

　据すえ膳ぜんラッキーとは思えない。

　響は女性に興味がないからだ。

　幼い頃ころからそうだった。アプローチされても困こん惑わくするだけだ。

「彼女は森に帰す。何となくさっきの、冗談でなかったような気がするしね。また襲われたらと思うとちょっと怖こわいから」

　子猫のただでさえ悪い目つきがますます悪くなる。

　背中を撫なでてやろうとして、響は手の下で小さな軀が膨ふくれ上がってゆくのに気づいた。

「ん？　んん……？」

　ちっぽけな子猫が見る間に凜り々りしい黒くろ髪かみの男と化す。

「まさか……くろにゃん……？」

　名前を呼ぶと、男が顔を上げた。

　金色の瞳ひとみを見た刹せつ那な、胸を刺さし貫つらぬかれたような気がした。

　なんて綺き麗れいな男なんだろう。

　落ちかけのペインティングも、ボロボロの服も何らこの男の美しさを損ねられるものではない。怒ったような顔でじいっと見つめられ、壊こわれかけの心臓がばくばくと鼓こ動どうを速める。

　おまけに距きよ離りが近い。

　動けないまま、至近距離で見つめ合っていると、男がつと視線を外した。

「……そのくろにゃんというのはやめろ」

　すっと身を乗り出し、子こ猫ねこそのものの仕草で響の肩かた口ぐちにぐりぐりと頭を擦りつけてくる。

「ええと……」

　むすっとした顔に似合わない甘えた仕草。

　これは嫌きらわれているのだろうか。好かれているのだろうか。判断に迷う。

　最後に真っ赤になった響の頰ほおを舌を伸のばしてちろりと舐めると、男はベッドから身を乗り出した。隠かくしてあった魔ま術じゆつ書を一冊引っ張り出し、ぱらぱらとページをめくる。目当てのページが見つかったのか途と中ちゆうで手を止めると、男は響に本を広げたまま差し出した。

「これを使え」

「何……？　銀の魔道具に魔術を封ふうじ込める方法について……？　うん？　この銀細工を何とか入手できれば、ナダに僕の力を分け与あたえることができるのか……？」

　男がこくりと頷うなずく。

　続いてぐいと頭が突き出された。

　これはくろにゃんが希まれに見せる、撫でろ褒ほめろポーズだ。

「これは……ううん────いいのかな……」

　響は恐る恐る艶つややかな黒髪に覆われた頭に触ふれた。黒い三角の耳がぱたぱた動き、怒っているようだった男の顔がほんのすこしだけ緩む。

　──可愛い。

「うっ」

　きゅん、と。甘あま酸ずっぱい痛みが心臓に走った。

「……？」

　響は片手で胸を押さえる。この痛みは何だろうと思いながら。　>>>♥




　　　　＋　＋　＋




　例によって黒猫がどこからともなく持ってきた銀の首くび飾かざりに魔術書に書いてあった通りの術を施ほどこすのはそう難しい作業ではなかった。首飾りを渡わたすとナダはきょとんとしたが、使い方を教えると獰どう猛もうに笑った。

「──恩に着る」

　簡素なワンピースがその場で脱ぬぎ捨てられる。響はぎょっとしたが、毎日の労働で培つちかわれたナダの肉体は神こう々ごうしいばかりに美しかった。その美は雄おすを誘さそおうとする種類のものではなく、響はどぎまぎすることなく、彫ちよう刻こくでも眺ながめているかのような気分でナダと対たい峙じすることができた。

　もとより女性には興味がない。

　ナダが長いしっぽを一ひと振ふりすると変へん貌ぼうが始まる。

　──雌め獅じ子しだ……。

　房ふさのついた長いしっぽ、丸っこい耳、動物園で見たのとまるで同じ姿の獣けものが目の前にいる。

　ほんの少し前まで人だったのに、地に四し肢しを突つき歩く獣へと変わったナダには百ひやく獣じゆうの王の風格すらあった。

　一度響の足に頭を擦すり寄せると、雌獅子は身を翻ひるがえし、夜の中へと走り出す。

　突とつ然ぜん屋根の上に現れ、放たれた矢のように疾しつ走そうする一匹ぴきの獣に、城は騒そう然ぜんとなった。

「獣人だ！　獣人がいるぞ！」

「城の奴ど隷れいだ！　誰だれか捕つかまえてくれ！」

「捕とらえられないなら殺せ！」

　どんなに速く走っても城は広大だ。獣が城壁に辿たどり着く頃には、篝かがり火びが赤々と燃え、武官たちが弓を構えている。

　いかな獣人といえど、見上げるような高さの城壁を飛び越こえられるわけがない。高をくくった武官たちは門の周りを固めている。だが──。

　屋根の端はしへと近づいた獣は、スピードを落とすどころか上げた。城壁に近づくにつれ、首にかけられた首飾りが青く発光し始める。

「な……なんだ、あれは。まさか──」

　獣がしなやかな軀をたわめ強く踏み込むと、どごんと音を立てて足場にされた屋根が陥かん没ぼつした。翼つばさがあるのではないかと見み紛まがうほどの跳ちよう躍やくを武官たちはなす術すべなく見上げる。

　赤みがかった月の中に浮うかび上がったシルエットは畏い怖ふを覚えるほどに美しく、力に溢あふれていた。

　矢が何本か放たれたが当たることはなく、雌獅子は悠ゆう々ゆうと城壁を越えてゆく。追う武官たちの馬の蹄ひづめが夜の街に響ひびき渡ったものの、ついに勝かち鬨どきが上がることはなかった。




　　　　＋　＋　＋




「勇者殿どの、話がある。人ひと払ばらい願いたい」

　そう言ってディディが部屋へと押しかけて来たのは、翌日の午後、もう遅おそい時間だった。前日から城を留守にしていたらしい。帰城してすぐ話を聞いて、駆かけつけたというところだろう。

「ああ、あなたが来なければ僕が押しかけるところだった。こちらへ。──茶はいらない。しばらく奥の部屋へは誰も通すな」

　自主練の時と同じだ。

　侍じ女じよたちを追い出すと、ディディがぶつぶつと呪じゆ文もんを唱えながら分厚いカーテンを引く。部屋が夜のように暗くなった代わりにこちらを窺うかがう気配が遠くなり、ふっと肩の力が抜ぬけた。準備を終えたディディが振り向くと同時に、唇くちびるが開かれる。

「昨夜、勇者殿が引き取った獣人奴隷が逃とう亡ぼうしたと聞いた」

「ディディ、くろにゃんが人に変身したんだ」

　見事に言葉が重なった。

　うっとかたまり見つめ合った後、二人は同時にソファの上でくつろいでいた子猫へと目を遣やる。

「クロム！　君、勇者殿に正体を明かしたのか」

　取り澄すました顔を崩くずしたディディに詰つめ寄られ、子猫は鬱うつ陶とうしそうにそっぽを向くと人へと姿を変えた。

「余計なことを言うな。それからくろにゃんはやめろと言っただろう」

「あ、ごめん。つい」

「なら、なぜ勇者殿の前でその姿に」

「貞てい操そうの危機だったのだから仕方ない」

「ていそう？　何の話だ？　いやその前に獣人奴隷だ！　青い光を放ったと聞いたが、一体」

「やっぱり、あなたもくろにゃんが人になれることを知っていたんだな？　何で教えてくれなかったんだ？　滅め茶ちや苦く茶ちやびっくりしたんだぞ」

　会話が交こう錯さくする。お互たがいに聞きたいことがありすぎて、相手が話し終わるのを待っていられない。

「……っ、いいか、クロムを死なせたくなかったら、このことは誰にも言うな」

「黒髪だからか？　それとも魔族みたいだから？　でも、くろにゃんは猫の獣人なんだろう？」

「だからくろにゃんは」

「猫の獣人!?」

　何にそんなに驚おどろいたのか、ディディの声のトーンが上がる。何か言おうとするディディを、クロムの声が押し退のけた。

「俺は獣人ではなくただの獣だと思われているから見み逃のがされているだけだ。知っての通り、獣人は蔑べつ視しされている。ましてや俺は黒髪だ。この城の者たちに見つかったらきっと嬲なぶり殺しにされる」

「……」

　ディディの灰色の目がじっとクロムを映している。そしてクロムはディディを見ようとしない。変な感じだ。

「ずっと癒いやしの術をかけてやらずにいたのも、だからだったのか？」

「あー」

　何か返事をしようとするディディの言葉をまたしてもクロムが攫さらう。

「獣人に高額のお布ふ施せを払ってまで癒しの術をかける者などこの国にはいない。引き受ける癒し手がいるとも思えない」

　視線を遣ると、ディディも頷いた。

「まあ、そうだ……」

　何だか歯切れが悪いものの、とにかくクロムがただの子猫ではないことは、他人に知られてはならない秘密だったらしい。

「もし、くろにゃんを匿かくまっていたことが明るみに出れば、ディディの立場はどうなるんだ？」

　クロムが溜息をついた。

　そんなことをすれば、クロムがまず危険に晒さらされることくらいわかる。本当にするわけないのに、ディディはただでさえ血色の悪い顔を紙のように白くした。

「頼たのむからやめてくれ」

　響は優位を確信する。

　今だ。

　監かん視しの耳じ目もくをくらませる魔ま術じゆつはまだ効いている。今ならこの男は絶対に噓うそをつかない。

　腹の奥底から喜き悦えつにも似た感情が湧わき出してくる。

「じゃあ、本当のことを教えてくれ。僕はどうやったら元の世界に戻もどれるんだ？　本当に魔族さえ倒たおせば帰れるのか？」

　やっとだ、やっと手にできる。元の世界に──いや、弟がまだ存在する可能性のある世界に戻る方法を。些さ事じに煩わずらわされず、弟のことだけを考え、捜さがしていられる場所に。

　ディディが何か言おうとした刹せつ那な、クロムが口を挟はさんだ。

「教えるかわりに俺も一つ聞きたいことがある。──ヤマセンというのは、誰だ？」

　────え？

　ノックの音がした。

「勇者さま。お食事の準備が整いました。王がお待ちです」

　時間切れだ。
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　金と宝石をふんだんに用いたシャンデリアが頭上で輝かがやき、天てん井じように描えがかれた女め神がみがあでやかに微笑ほほえみかけてくる豪ごう奢しやな部屋の中、響は磨みがき上げられた銀器が並ぶテーブルを挟んで王と向かい合い、一見なごやかに夕食を楽しんでいた。

「譲ゆずったばかりの奴隷を逃にがしたそうだな」

「申し訳ない。僕の世界には獣人という存在はいなかったから、まさか獣に変身できるとは思わなくて」

「王都でも獣人奴隷は貴重なのだ。あれ一匹を捕らえるために、一体何人が犠ぎ牲せいになったことか」

　手の中でナイフの柄えが厭いやな音を立てたのに気がつき、響は慌あわてて力を抜く。視界の端が青く染まっていた。怒いかりのあまり勇者の力で、ナイフを握にぎり潰つぶすところだったのだ。

　王が独り言のように呟つぶやく。

「様々なタイプの美しい侍女たちに絹の服、国中から取り寄せた美食に装そう飾しよく品……貴き殿でんの心は、何を与あたえても動かぬのだな」

　異様な空気を感じ取り、響はひびの入ったナイフを置いた。見回してみるが、使用人が数人控ひかえているだけで、いつもと何ら変わりない。

「王？」

「武官の多くが、獣けもの人びとが青い光を放つのを見たと言っている。なぜだ？」

「さあ。ああでも青い光が女神さまの恩おん寵ちようの印だと言うのなら、あの獣人も女神のしもべだったのかも」

「女神さまがケダモノなんぞに目をかけられるものか！」

　王がいきなり声を荒あらげ、酒しゆ杯はいをテーブルに叩たたきつけた。

　びくっと肩を揺ゆらし、響は顔を顰しかめる。

　──何だ……？

「のう、勇者殿。我われらは女神さまから力を賜たまわった貴殿を丁てい重ちように遇ぐうしてきたつもりだ。いまだ魔族の一いつ匹ぴきも屠ほふらず、実戦訓練ですらまともに受けてくださらないにもかかわらず」

「王には深く感謝しているよ。こんな素す晴ばらしい世界に連れて来てくれたのだからな」

「では、そろそろ我らの努力に報むくいてくれぬか」

　どこかざらついた王の声に、響は小さく溜ため息いきをついた。

　早くこの退たい屈くつな会食を終えたい。部屋に戻って自分の帰りを待っているであろう黒くろ猫ねこを思う存分愛めでたい。だが、酒のグラスに手を伸のばそうとして響は違い和わ感かんに気づいた。

「王、軀からだが動かないんだが」

　手が鉛なまり製にでもなったかのように重い上、指が痺しびれている。立ち上がろうと思っても、下か肢しはぴくりとも動かない。言うことを聞くのは口だけだ。

　戸と惑まどう響の様子を舐なめるように見ていた王の口元が綻ほころんだ。

「そういう魔術をかけるよう、命じたからな。勇者の力も振るえまい」

　王が席を立ち、近づいてくる。響の椅い子すの背せ凭もたれと肘ひじかけを摑つかみ、ぐいと向きを変えると、王は響の膝ひざの間に割り入り、跪ひざまずいた。かさついた手が頰ほおに添そえられる。

「若いな……。前々から思っていたのだが、勇者殿どのは実に綺き麗れいな膚はだをしている……」

　うっとりとした眼まな差ざしに、全身がそそけ立った。

「何をする気だ」

「できれば自主的に協力して欲しかったんだがね。女には手を出さない、仕込んだ薬は口にしないではいささか強ごう引いんな手を使わざるをえん。光栄に思え、これから我が手でその身に誰だれが主あるじか刻み込んでやる。もしまた逆らおうとすれば鮮あざやかに苦痛と恥ち辱じよくが蘇よみがえるよう、じっくりとな」

　太ふと腿ももの内側に頰ほお擦ずりされ、鳥膚立つ。王の指がレースアップブーツの紐ひもを摘つまみ、ゆっくりと引っ張った。はらりと結び目がほどけると、片足だけブーツを脱ぬがせ、膝裏を押し上げる。浮ういた爪つま先さきに王の舌が纏まとわりついてくると、響は強く奥歯を嚙かみ締しめた。

　気持ち悪い。

　まるでなめくじのようだ。やわらかく濡ぬれた感かん触しよくが足の指の間を這はいずってゆく。

「おや、震ふるえているのか？」

　響の指を甘噛みしながら、王がくぐもった声で笑う。

「当代の勇者殿は我わが儘ままで実に扱あつかいづらかったが、見目だけは愛らしいな。いたぶりがいがあるというものだ……」

　王がぐうっと伸びあがる。キスしようとしているのだと気づいた響はきつく目を瞑つむった。

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。

　たかが唇くちびるが接触するだけのことだ。ジジイの唇ではなく、にゃんこのデコだと思えばいい。

　いい、のに。

　響は身震いした。渾こん身しんの力で身を縛しばる見えない力から逃のがれようとする。だが、軀はぴくりとも動かない。胸きよう郭かくの中で心臓ががんがんと飛び跳はね、血が沸ふつ騰とうしそうになる。

　いやだ。いやだ、いやだ、いやだ……！

　あの時と同じだった。

　膚にかかる吐と息いきが、他人の体温が、気持ち悪くて耐たえられそうにない。

　気配が近づく。

　もう駄だ目めだと思った時、一人の男の姿が脳のう裏りを過よぎった。乱れた黒くろ髪かみの下に金の双そう眸ぼうを覗のぞかせた、若い男だ。

　助けてと頭の中で叫さけんだ時だった。

　どん、という乱暴な音がした。

　王が音の聞こえてきた方をちらりと一いち瞥べつする。

「黙だまらせろ」

　控えていた使用人が一礼して、対処に向かった。王が響に向き直り、今しも唇が触ふれ合おうかと思った刹那、破は壊かい音が炸さく裂れつした。

「────え」

　開いた目の前に王の顔があったのは一いつ瞬しゆんのみだった。すぐにボロボロの黒い服を着た猫耳の男が入れ替かわり、動けない響を見下ろして眉まゆを顰ひそめる。

「くろにゃん……？」

　どさりという重い音に眼球だけを横に動かすと、王が鼻を押さえ床ゆかに這いつくばっているのが視界の端はしに見えた。

　殴なぐったのだ。クロムが。

　こんなことをして大丈夫なのだろうかという恐おそれと痛快な気分が同時に湧わき上がってくる。

　クロムは屈かがみ込むと、響を担かつぎ上げて部屋を出た。なぜ武官が駆かけつけてこないのだろうと思っていたら、廊ろう下かは死し屍し累るい々るいだった。血こそ流れていないものの、廊下のあちこちにばたばたとむくつけき大男たちが倒れている。

　クロムは最初表廊下を歩いていたが、素早く周囲を見回し誰にも見られていないとわかると使用人用の隠かくし通路へと移動した。音もなく走り、響がまだ立ち入ったことのない区画に達する。

　この辺りはあまり利用されていないらしい。荒こう涼りようとした雰ふん囲い気きの廊下をしばらく行くと、クロムは壊こわれかけた潜くぐり戸を抜ぬけ、石造りの暗い螺ら旋せん階段を上った。

　長い階段を上り切った先には小部屋があった。四方にある小さな窓の形には見覚えがある。ここは城の四よ隅すみに突つき出ている小さな塔とうの一つなのだ。

　クロムは壁かべ際ぎわに一つだけ置かれていたベッドに響をどさりと下ろした。ほっとしたのも束つかの間、きつく抱だき締められ、響はかたまる。

　え？

　ええ────？

「ええっとあの……くろにゃん……？」

「魔ま術じゆつ書に載のっていただろう。ああいった魔術をかけられた時の対処法が」

「ええー、ちゃんと覚えて活用しろって？　僕がまだ癒いやしの術しか実際に使ったことないの、知っているだろう？」

「うるさい。口答えするな」

　抱き締められたまま、響は天てん井じようを見上げた。

　──どうしてクロムは怒おこっているんだろう。被ひ害がい者しやは僕なのに。

「もしかして、心配してくれたわけ？」

　思いついたまま口にすると、じろりと睨にらまれる。

　図星らしい。

「助けてくれて、ありがとう」

　怒っているクロムが何だか可愛かわいく感じられて背中を撫なでてやると、大きな黒猫は馬ば鹿かがと小さく吐はき捨てた。

　頭を摑まれ、ただでさえ近い距きよ離りが詰つめられる。きょとんとしている響の視界に、整った顔が大写しになり、唇にやわらかなものがあたった。

「んっ、んん────？」

　目を開けたまま響は考える。

　自分はクロムにキスされているのではないだろうか？

　存分に響の唇を味わうと、クロムは顔を上げ、ちろりと唇を舐めた。野性味のある仕草に雄おすの色気を感じる。

　とはいえ響にはわけがわからない。だってこの男はくろにゃんだ。ずっと愛でていた子猫ちゃん。

「え……、と、何で、キス、なんて……？」

　首を傾かしげると、手が取られた。するりと指に何かが嵌はめられる。

　琥こ珀はく色いろの石が嵌め込まれた銀の指輪だ。

「これって……」

　頰と頰がすりりとあわされる。それからクロムが指輪の嵌まった指にキスした。

　愛いとおしげに。　>>>♥

　そういえば自分は結けつ婚こん式を見た時、この男に話さなかっただろうか。元の世界では愛の証あかしに指輪を交こう換かんするのだと。

「くろにゃんって……もしかして僕が好きなのか……？」

　金色の瞳ひとみが響を映し、唇が再び優やさしく重ね合わされる。この時響を刺さし貫つらぬいたのは、甘い痺れだった。

　変だ……。

　キスは生理的に受けつけないほど気持ち悪いものだったはずなのに。どうして全然厭いやじゃないんだろう。

　軽くついばむようなキスが続く。

　クロムに触れられている部分から己おのれが蕩とろけ、再編成されてゆく。今までとは違ちがう自分に。

　これも、魔術なのだろうか。

　──魔術なんかじゃない。きっとクロムだから。ここにいるのが、ほかならぬこの男だからだ。

　でも、どうして？

　響はこの男についてろくに知らない。

　知っていたのは顔だけ。

　黒くろ猫ねこの姿をしていた時のこの男がとても可愛らしく、そっけないようでいて響のことを気にしてくれていたということだけ。

　ああそれから欲しかった魔術書をくれたし、子猫の姿と体温で響の淋さびしさを埋うめてくれた。女獣けもの人びとから響の貞てい操そうを守るために使うべき術を教えてくれもしたけれど、それだけだ。

「……んん？　それだけ？」

　響は薄うす目めを開けてすぐ目前にある男の顔を眺ながめる。

　……指輪なんて突とつ然ぜんどうしてと思ったけれど、もしかしたら全然突然ではなかったのかもしれない。響が気づいていなかっただけで、伏ふく線せんは結構あからさまに張られていたのかも。

　それなら。

　自分を好きで、欲しいと望んでくれているのなら、このまま──。

　その時、ふっと楓の面おも影かげが脳裏を横切った。

　いまだ弟は行方ゆくえ不明のまま、捜さがしてやれてもいないのに、こんなことをしていていいか……？

　──響は、完かん璧ぺきだから……。

　小さく息を吞のむと、響は顔を背そむけた。同時に案外厚みのある胸を押す。

「だめ、だ、クロム……っ！」

　離はなれられたと思った刹せつ那な、二の腕うでにクロムの指が食い込んだ。

「……っ」

　痛みに顔が歪ゆがむ。恐る恐る窺うかがうと、クロムは唇を引き結び怒ったような顔をしていた。

　強ごう引いんにキスしてきたのはクロムだ。悪いのはクロムのはずなのに、怒っているような傷ついた顔を見たら心が竦すくんだ。

「ご、ごめん……」

　金色の瞳が揺ゆれ、伏ふせられる。

「いや。悪かった」

　腕に食い込んでいた指がほどかれた。それから左手の手首が取られる。さっき嵌められたばかりの指輪を抜かれそうになり、響はとっさに掌てのひらを握にぎり込んだ。

　クロムが戸と惑まどったように瞬またたき、響の顔を見る。響は背中を押されるように唇を開いた。

「あ……あの……っ。気持ちは、嬉うれしかった。でも、あんまり急で、頭がついてゆかないっていうか、僕は弟を捜さないといけないし、その」

　零こぼれ落ちた言葉はとりとめがなさ過ぎて、自分でも何を言いたいのかよくわからない。クロムもそうなのだろう。耳をパタパタと動かす。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、しばらく響の言葉を嚙かみ締しめ吟ぎん味みした末、クロムが言った。

「……要するに俺は諦あきらめなくていいんだな？」

　かあっと顔に熱が上った。それが返事だった。

　真っ赤になった響を、クロムがぎゅうっと抱き締める。すりすりとうなじに鼻先が擦こすりつけられた。この男は待ってくれる気でいるのだ。

　どうしてだろう。じわりと目め尻じりに涙なみだが浮うかぶ。目を伏せ響もクロムの背中に手を回した。

　いつまでもこの男にこうして抱き締められていたい。何もかも委ゆだねてしまえたらどんなにいいだろうと思いながら。
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　翌朝、響は昨夜と同じ塔とうの中で目覚めた。小窓から差し込む朝日の中、細かい埃ほこりがきらきら光っている。静かに身を起こすと、響は自分の腰こしに抱き着くようにして寝ね入いっている男を見下ろした。

　ボロボロの上着は脱ぬぎ捨てられ、細身ながらしっかりと筋肉のついた腕が、肩かた口ぐちから剝むき出しになっている。黒いシャツもあちこちほつれ、傷いたんでいたが、クロムにはよく似合っていた。

　いい男だ、と思う。思えば初めてその姿を見た瞬しゆん間かんから、響はこの男の存在が気になってならなかった。

　多分、好みなのだ。こういうタイプが。自分は。

「ヤマセンもタイプなはずだったんだけどなあ……」

　ヤマセンは響が初めてつき合った男だった。高校の時の担任教師で、黒いフレームの眼鏡をかけた知的な風ふう貌ぼうがいいと思っていた。

　はふ、と溜ため息いきをつくと、響はずるずるとクロムの腕の中から抜ぬけ出した。枕元にもらったのと同じ魔ま術じゆつ書があったので引っ張り出す。読みながら口の中でぶつぶつと呪じゆ文もんの発音を試ためしていると、クロムがもそもそ動きだした。目が覚めたらしい。眠ねむそうに目元を擦っているので頭を撫でてやると、きりりとした顔立ちが緩ゆるむ。

「おはよ」

　二本の腕が伸のびてきて、響を抱かかえ込む。頰ほおと頰が擦り合わされ、ふわっとクロムのにおいが鼻をくすぐった。そうしたら胸が締めつけられるように痛くなった。

　──多分、自分は好きなのだろう、この男が。

　でも、響は偽にせ者ものの勇者だ。帰る方法が見つかれば弟を捜しに帰る。クロムの気持ちを受け入れたところでそれは期間限定。すぐさよならすることになる……。

　まだふにゃっとしている猫耳にキスすると、響はベッドから抜け出した。何だか城内が騒さわがしい。

「小窓から覗のぞくくらいなら、武官たちに見つかることもないよな」

　爪つま先さき立ちで窓を覗いてみて、よく見えないのに気がつき服の袖そでで拭ぬぐう。改めて覗くと、まず響と同じように窓から外を覗く人々の姿が目に映った。地上や城じよう壁へきの上を走ってゆく武官や文官の姿が見える。それから──。

「あそこか」

　ちょっとしたビルほどもある巨きよ大だいな城門の前に粟あわ粒つぶのような人々が集まっていた。目を凝こらすと視界が青く染まり、望遠鏡でも覗き込んだかのように景色が引き寄せられる。

　武官や文官が十と重え二十はた重えに囲む城門の真下には、二つの人影があった。一人はまたしても獣人だ。黒いので黒くろ髪かみに紛まぎれてわかりにくいが、丸っこい耳があるし、服の裾すそから長いしっぽの先が覗いている。

　だが、獣人は奴ど隷れいではないようだった。着ているものからして違う。首には幾いく重えにもエスニック調の首くび飾かざりをかけているし、服も新しそうだ。

　そして一いつ緒しよにいる連れは。

「楓!?」

　響は小さなガラス窓に額をぴったりと押しつけた。

　埃避よけの布で頭まですっぽり覆おおってしまっているせいで顔は見えないが、間違いない。双ふた子ごの直感だ。

　なぜここに楓がいるのだろう。

　膚はだの下がざわざわする。

　いや、とりあえずそんなことはどうでもいい。

　響は窓を押し開いた。いささか小さすぎるスペースに無む理り矢や理り軀からだをねじ込む。肩さえ通ればこっちのものだ。窓まど枠わくをぐっと押して上半身を押し出し、空へと身を投げる。

　どんなアトラクションでも敵かなわないスリル満点の落下感。だが、響は怪け我がをしたりしない。猫ねこのように空中で体勢を整え、足から石いし畳だたみの上に着地する。

　どごん、という衝しよう撃げき音と共に足あし下もとが陥かん没ぼつし、四方八方にひびが走った。とんでもない高さから飛び下りてきた響に、人族たちの驚きよう愕がくの眼まな差ざしが集中する。

「勇者殿どの……!?」

　片かた膝ひざと両手を地に着け背中を丸くした体勢のまま顔を上げると、響は城門の方へと目をやった。まだ遠く、見えるはずがないのに、楓と目が合ったような気がした。

　すっくと立ちあがり、響は歩き始める。続いて飛び下りてきた子猫が、てててと後に続いた。

　途と中ちゆうでガンダルが進路を遮さえぎり立ちはだかる。

「待たれよ、勇者殿」

「退どけ、ガンダル。僕は城門に用がある」

　目を細め厳いかつい顔を睨にらみ上げると、ガンダルはなぜか一歩下がった。

「城門には現在、鎖くさりのついていない獣人がいて危険だ。今はひとまず部屋に戻もどられて──」

「いいから退け。勇者である僕に危険など存在しない」

　穏おだやかに言ったつもりなのに、ガンダルのこめかみを脂あぶら汗あせが伝い落ちる。

「……煩うるさいっ、とにかくここは通さぬ。誰だれか、勇者殿を連れて行け！」

　お得意の大声で威い嚇かくし、数を恃たのんで言うことを聞かせようとするガンダルに、響の中で何かが切れた。

「──────邪じや魔まするなッ！」

　片手を外へと振ふるうだけで、視界からガンダルの姿が消えた。触ふれてもいないのに凄すさまじい勢いで吹ふっ飛んでいき、壁かべを破は壊かいして止まる。

「ぐ、う……っ」

　駆かけ寄った武官たちに助け起こされる鬱うつ陶とうしい男を冷ややかに一いち瞥べつすると、響は高く頭を掲かかげ、城門を見み遣やった。

　響を止めようと大勢が駆けてくる。なぜだか彼らは響を楓と会わせたくないらしい。だが、邪魔はさせない。

「楓！」

　声を張り、弟の名を呼ぶ。

　聞こえたのだろう。楓が埃避けの布を取った。

「響……」

　ようやく露あらわになった楓の顔を見た文官が、驚愕する。

「勇者、さま……？」

　楓と響は一いち卵らん性せいの双子、同じ顔をしている。自分たちが今まさに引き留めようとしている男と同じ顔が現れたのだ、わけがわからないに違ちがいない。

　──実に愉ゆ快かいな気分だ。

　響は大おお股またに楓へと歩み寄る。走っているわけでもないのに景色がぐんぐん背後へ流れてゆき、あっという間に城門の前へと着いた響は、楓の少し手前で足を止めた。

「楓……」

　ずっと捜さがし求めていた弟を、頭のてっぺんから爪先まで見下ろす。それから眉間に皺を寄せた。

「……楓、なんで女ものの服を着ているんだ？」

　楓は足首まであるワンピースのような服の上に小さな鞄かばんを斜めがけにしていた。

　何を言われたのかわからない様子で首を傾かしげる。

「おんなもの？」

　我が弟ながら、仕草が可愛かわいい。

　それから弟ははっとしたように隣となりに立つ獣けもの人びとを見上げた。獣人がさっと顔を背そむける。

「えっ、噓うそ。本当に？　ヴァルト、イマノ、ホント？　カエデ、ジョソウ、シテタ？　ミンナ、オンナ、オモッテル？」

　楓の喋しやべり方が途中から妙みようにたどたどしくなり、獣人のなかなか精せい悍かんな横顔に脂汗が浮ういた。

　響は踏ふみ込むと同時に獣人の胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「確かに楓は可愛いし、違い和わ感かんなく似合っているけど……僕の弟に何してくれてるわけ？」

　獣人の方が随ずい分ぶんと背が高いからあまり様にならないが、響には勇者の力がある。青い光が腕うでを覆うと、獣人の爪先は今にも石畳から浮かび上がりそうになった。そのまま絞しめあげてやるつもりだったのに楓が止めに入る。

「やめて、響！」

　楓が響に対してこうもはっきり意思表示するのは珍めずらしい。だがそれ以上に、楓の声に含ふくまれた何かが響の神経を逆さか撫なでした。

　んん──？

　まじまじと双子の弟の顔を見つめる響の手首を獣人が摑み、途切れ途切れに弁解する。

「仕方が、なかったのだ。多くの同どう胞ほうを殺され、〝夜の彼方かなた〟の民たみはすっかり人族嫌ぎらいになってしまった。女ならともかく、男を保護するのは難しい」

「楓を守るためだったってこと？」

　手を離はなすと、獣人は胸元を押さえ咳せき込んだ。

「ダイジョブ、ヴァルト。もう、いきなり酷ひどいよ、響。ヴァルトはこの世界に放ほうり出された僕を助けてくれた恩人なんだよ。それなのに……」

　怒おこる顔でさえ楓は可愛らしい。響はくるっと軀の向きを変えると、色んな疑問はひとまず脇わきに置き、ぷりぷり怒っている弟を抱だき締しめた。

「ごめんごめん、謝るから怒るなよ。それにしても本当に……元気そうでよかった」

　額と額がこつんとぶつかる。楓ははっとしたようだった。

「響はどうしてここに……？」

「勇者としてここの王様に召しよう喚かんされた」

　そう言うと、楓はふっと目を泳がせた。何かが引っかかる。

「そっか……ナダに聞いて、まさかとは思ったんだけど……」

「ナダ？　彼女は無事に逃にげおおせたのか」

「うん。響にすごく感謝していた。ナダが教えてくれたんだ。僕にそっくりの勇者が城にいるって。だから僕、確かめなきゃって思って」

「それで、会いに来てくれたのか……！」

　ようやく追いついた子猫が、ぎゅうぎゅうと楓を抱き締める響を見て全身の毛を逆立てた。引き剝はがそうと服の裾をくわえて引っ張り始めるが、ちっぽけな子猫に人一人動かせるものではない。

「ちょ、苦しいよ、響」

「ごめん。でも、嬉うれしくて。大変だったんじゃないか？　何せここは異世界だし」

「大だい丈じよう夫ぶ。ヴァルトもいてくれたし。それに、ここでは僕はチートっていうか……」

「チート？」

「ええとあの……僕も勇者、みたいなんだ」

　照れくさそうな告白が、響の中に鐘かねの音のように響ひびき渡る。

　楓も勇者？

　そうだ。なぜ顔を見た瞬しゆん間かんに気づかなかったのだろう。

　楓が消えたのは響より先だった。楓と響は似ている。もし勇者召喚に何らかの条件がありそこに自分が当てはまるなら、楓も当てはまるはずだと以前響は考えた。その通り、楓こそが真の勇者だったのだ。そして響は、消えた楓の代用品として召喚された……。

　何だろう、この胸に澱よどむもやもやは。

　子猫はまだブーツを引っ搔かいている。

「ええとあの、響……？　そろそろ、離してくれない……？」　>>>♥

　楓がもぞもぞし始めた。人目が気になるのだろう。いつの間にか周囲を囲む人族の数が増え、抱ほう擁ようしあう双子を凝ぎよう視ししている。

　だが、響にとって彼らは一山いくらのカボチャだ。構わず抱き着いていると、いきなり腕の中にあった楓の軀からだが消えた。獣人が後ろから引っ張ったのだ。

「何をする。楓を返せ」

　当然獣人の手を振り解ほどいて戻って来ると思ったのに、楓は躊躇ためらっている。獣人に逆らうのが怖こわいのだろうか。

　響の目が据すわる。睨みつけても獣人は怯ひるみもしない。それどころか睨み返され、頭に血が上った。

「楓、こっちに、来るんだ」

「えっ、……あ」

　響が拳こぶしを握にぎると、獣人もぐるると唸うなり始める。楓はおろおろと二人の顔を見比べ、結局青い光を放ち始めた響の腕にしがみついた。

「ぼ、暴力は、駄だ目め」

　響の目が半眼になる。楓の腕を振り解くより前に、しわがれた声がかけられた。

「勇者さま」

　やけに権けん威いを感じさせる衣い裳しようを着た老人が武官たちを従えやってきて、楓の前で跪ひざまずく。

「ずっと御おん身みを心配し、お捜ししておりました。こちらへおいでください。王がお待ちです」

　楓の表情を複雑な影かげが過よぎった。

「やっぱり。僕をこの世界に引きずり込んだのは、この国だったんだ……」

　老人が立つと同時に人ひと垣がきが割れ、道ができた。だが、楓は人と話すのが苦手だ。てっきり尻しり込ごみするかと思いきや、楓はヴァルトと響を振ふり返り、決然と頷うなずいた。

　こんな顔をする楓を響は知らない。

　しばらく見ない間に成長したということなのだろう、嬉しいことのはずなのに、楓の堂々とした姿は響を愕がく然ぜんとさせた。

「にー」

　足あし下もとで鳴く子こ猫ねこを拾い上げる。ほとんど無意識に抱き締めると、小さな舌にさりさりと顎あごを舐なめられ、目の奥が熱くなった。

　改めて思い知る。自分がこの子猫の存在にどれだけ慰なぐさめられてきたのかを。

　歩き出した老人に楓が続く。新しい勇者サマの前で自分に手を出そうとするほど彼らも馬ば鹿かではないだろうと判断し、響も歩みを進めた。獣人もまた警けい戒かい気味にしっぽをしならせながらついてくる。

　城内に入り、飾かざり立てられた広間や広い廊ろう下かを抜けた。突つき当たりにある大きな両開きの扉とびらを開けようとしたところで、響と獣人の進路を槍やりが遮さえぎる。

「ここから先は勇者さま、お一人で」

　楓は言下に要よう請せいを却きやつ下かした。

「ダメ。ヴァルト、イッショ、イク」

「しかし獣人を王の前に連れてゆくわけには」

　楓の表情がみるみるうちに冷たくなった。

「ダメナラ、イカナイ。カエデ、ベツニオウ、ヨウ、ナイ」

「勇者さま……！」

　老人はまさか勇者がそんなことを言うとは思わなかったらしい。顔を歪ゆがめた。

　響も口を挟はさむ。

「僕も楓だけで王と会わせる気はないな。魔ま術じゆつで自由を奪うばっていかがわしい真似まねをしようとするような男だ。目を離したら大事な弟に何をするかわかりやしない」

　楓の王に対する評価はマイナスにまで下がったようだった。

「何それ。ここの王様ってそんなことするような人なわけ？　あっ、自由を奪われたのって、まさか響!?」

「善意の人が助けてくれたから無事だったけど、いなかったらどうなっていたことか」

　皮肉られ、老人が能面のような無表情になる。奥から走ってきた文官が、老人に何やら耳打ちした。老人に代わって一行の先頭に立つ。

「皆みなさまもご一いつ緒しよにどうぞ」

「どーも」

　重々しく軋きしみつつ、両開きの扉が開かれる。正面に据えられた王座にふんぞり返っていた王は楓と響の顔を見ると目を細めた。横に控ひかえていた男が口上を述べ始める。

「勇者よ、額ぬかずくがいい。ここにあられるのがこのディルバ王国の王である。そなたを召喚したのは他ほかでもない──」

「ソウイウノ、イイデス」

　さわりすら終わらないうちに遮ると、楓は目の前の男を見据える。

「ボク、ダイジナオネガイ、アッテキマシタ」

　願い、と聞いて、王が点数を稼かせぐチャンスだとでも思ったのか、身を乗り出す。

「ほう、何だ。言ってみるがよい」

「ケモノビトヘノコウゲキ、ヤメテ。ドレイ、ゼンインカイホウ。ウバッタモノ、カエシテ。ヒトゾクトオナジ、ジンケン、アタエテ」

　王は驚おどろいたようだったが、唇くちびるを皮肉に歪めて安やす請うけ合いした。

「いいぞ。他ならぬ勇者殿どのの望みだ。その代わり勇者殿にも、魔族に対する戦いくさに加勢していただきたい」

「ソレガ、タダシイコト、ナラ。デモスベテハ、オウガ、ボクノノゾミ、スベテカナエタノチ」

「何？　すべて叶かなえた後、だと？」

　適当に誤ご魔ま化かして約束を反ほ故ごにするつもりだったのか、王の表情が苦々しいものに変わる。

「強ごう奪だつした装そう飾しよく品や銀、それから攫さらわれた獣ケモノ人ビト、すべてが戻もどったという報告が仲間から届かないことには楓は動かん」

　それまで黙だまっていたヴァルトが口を開くと、王は物もの凄すごい形相で睨にらみつけた。

「……っ、そんな悠ゆう長ちようなことをしていては人族が魔族に滅ほろぼされてしまう。どうか勇者よ──」

「ユウチョウ、ナイ。ケモノビトタチ、カゾクウバワレテ、ズットクルシンデル。スベテカナエテカラ、ゼッタイ！」

　むっつりと唇を引き結んだ王の代わりに、いつの間にか影のように部屋の隅に控えていた老人が前に出た。

「お疲つかれであろう。部屋を用意させた。精せい一いつ杯ぱいもてなさせていただくゆえ、ひとまず休まれるがよろしい」

　今度は美しい女が一行を部屋まで案内する。到とう着ちやくすると部屋の中まで入ってこようとしたが、響は容よう赦しやなく外へと追い出した。女が見聞きしたことを逐ちく一いち王に報告するであろうことは容易に予想がついたからだ。

　扉を閉めて鍵かぎをかけてしまうと、響は豪ごう華かすぎる部屋の様子に戸と惑まどいきょろきょろしている楓へと歩み寄った。

「楓、おいで。ソファに座って話を聞かせてくれないか？　いなくなってしまってから今までどうしていたのか。獣人のこととかも」

　落ち着かせてやろうと腰こしに片かた腕うでを回す。そうしたらまたしてもべりっと剝はがされた。今度は楓ではなく響がだ。おまけに後ろからがっちり抱かかえ込まれ、肩かたに顎を乗せられる。

「クロム……おまえか」

　慣れっこになってしまっていた響は、抱だき込まれたままソファに腰かけた。クロムは抱き着いた腕を解かないままもぞもぞ動き、響を自分の足の間におさめる。ぴったりとひっついて金色の双そう眸ぼうで威い嚇かくしてくる猫耳男に、楓とヴァルトも微び妙みような顔になった。

「ええとあの……響、その人は？」

「気にするな。猫だ。ちょっと大きいだけの」

　本当に猫にするように頭を撫なでてやる様子を見せられ、何か言いたそうな顔をしつつ二人も向かいに二つ置かれた一人がけのソファにつく。

　話し合っているうちに判明したのは、まず楓がディルバ王国の召しよう喚かんの儀ぎによって、こちらの世界に引きずり込まれてしまったこと、でも、響と違ちがい楓は『悪いもの』を感じ取り、途と中ちゆうで彼らの術を拒きよ絶ぜつした結果、遠く離はなれた場所に降り立ってしまい、獣人たちに保護されたということだった。

　ディルバ王はせっかく召喚した勇者を失ったものの、すぐに二度目の召喚の儀を決行し、今度は響が呼び出された。

「向こうの世界での捜そう索さくは全部無む駄だだったってわけだ。まさか別の世界に召喚されているとはね」

「人族は獣人をケダモノ扱あつかいしているんだ。僕がヴァルトに保護されてからも何回も襲しゆう撃げきしてきた。僕も撃退に手を貸したんだけど、そのせいで『勇者』が獣人たちのもとにいるってバレちゃったみたいで、人族の攻こう勢せいがしつこくて。どうにかして止められないかって思ってた時にナダが──何？」

　響がにやっと笑った。いや、笑おうとした。

「いやー、しばらく見ないうちに、随ずい分ぶん大人になったなって思って」

　でも、できあがったのは笑顔のできそこないだった。

「おとな……」

　楓が狼狽うろたえたようにちらっとヴァルトに目を遣やる。顔が赤くなっていることに気づいた響は引っかかるものを覚え、んん？　と首を捻ひねった。

　何に引っかかったのか自分でもよくわからないまま、今度はヴァルトに水を向ける。

「ヴァルトさんだっけ？　楓のこと、ずっと僕の代わりに守ってくれてたんだろう？　今までのこと、ヴァルトさんの口からも聞きたいな。酒はいけるクチ？　今夜、一杯どう？　この国、飯はまずいけど、酒は結構イケるのがあって──…」

　みしりと腰骨が軋んだ。しっかりと回されたクロムの腕が響の腹を締しめあげている。

「な……な、何でヴァルトだけ誘さそうの？」

　楓もヴァルトの肩を摑つかんで、上うわ擦ずった声を上げる。響は首を傾かしげた。

「楓は酒なんか飲めないだろう？」

「飲めるよっ」

「おまえは軀からだが弱いんだから、無理するな」

　いつもならここで目を伏ふせる楓が、視線をうろうろ忙いそがしくさまよわせながらも引き下がろうとしない。

　──何か、変だな。

　手を突つっ張ってクロムの腕を緩ゆるめつつ、響は注意深く楓を観察する。

「楓？　何だ？　僕と彼が話すと困ることでもあるのか？」

「ない、けど」

「けど？」

　追つい及きゆうされて答えた楓はなぜか酷ひどくつらそうな顔をしていた。

　どこか猛たけ々だけしい雰ふん囲い気きを湛たたえていた獣人がすっと楓の手を握る。まるでいつもしていることであるかのように、自然に。……愛いとしげに。

　一方で楓は一いつ瞬しゆんびくっと軀を竦すくませたものの厭いやがる様子は一いつ切さいなかった。むしろ甘やかな空気に響の中の兄の本能とでもいうべきものが刺し激げきされ、響は身を乗り出して獣人の手を叩はたき落とす。

「何をする」

「それは僕の台詞せりふだ。何で僕の可愛かわいい弟の手を握る」

　これまでずっと傍そばにいて楓を守ってきたのは自分だ。姿を消した時には一番に心配して、クロムに求愛された時も、楓が大変なのに色いろ恋こいにうつつを抜ぬかしてはいられないと思って──。

　怒いかりゲージの急きゆう上じよう昇しようを敏びん感かんに感知した楓がちょんと響の袖そでを摑んだ。

「あの……あのね、響。僕、ヴァルトとその……おつきあい、してるんだ」

「────あ？」

　我われながらびっくりするくらいどすの利きいた声が出た。

　可愛くて純真無む垢くな楓がこんな野や蛮ばんそうな男を好きになる訳がなかったからだ。

「おまえ！　楓が世間知らずなのをいいことにたぶらかしたな……!?」

「響!?」

　いきなりヴァルトに摑みかかった響に、楓が悲鳴を上げる。だが、摑みかかられたヴァルトはといえば可愛くないことにまったく動じなかった。

「たぶらかしてなどいない。楓を愛している。だから求愛した」

　見下ろしてくる眼まな差ざしの揺ゆるぎなさに、胸の痛みが酷くなる。

　自分でも何がそんなに厭なのかわからないけれど、こんな展開、受け入れられない。

「許さない」

「響？　どうして？」

「わかっているのか？　ここは僕たちの世界じゃないんだ。もし帰る方法が見つかったなら──」

「見つかったなら？」

　伏し目がちな印象ばかりが残る楓が、まっすぐに響の顔を見上げている。静せい謐ひつな眼差しでわかった。弟はもうこの男を選んでいて、元の世界に戻もどる気などないのだと。

　なるほど、そうか。

　なんて納なつ得とくできるわけない。

「おまえのせいだな。おまえのせいで楓は……っ」

　テーブル越ごしにヴァルトを殴なぐりつけようとした響の拳こぶしを楓が抱え込む。

「やめてってば！　何でそんな風にヴァルトに突っかかるんだよ。響だってその猫ねこの獣人といい仲なんだろう！」

「いい仲なんかじゃない！」

　勢いで言ってしまってからはっとしてクロムを振ふり返ると、黒猫は耳をぴたりと伏せてじーっと響を見つめていた。

　物もの凄すごい圧を感じる。

　でも、いい仲などではないのは本当の事だった。響はクロムに嬉しいと言っただけで、それ以上の言げん質ちは与あたえていない。好きだけれど、楓を捜さがしに帰るつもりだったからだ。たとえ二度と会えなくなるとしても。

　でも、楓は響のことなど考えもしなかった。

　──本当は知っていた。楓にとって自分は、むしろいない方がいい存在だってことくらい。楓がこんな風になったのは、多分、響のせいなのだから。

「──いい仲なんかじゃ、ないんだ」

　何でと楓が言いかけ、ぎしりとソファが鳴った。

「えっ」

　軀が浮うき思わずもがこうとしたら、更さらに視点が高くなる。クロムが響を肩かたに担かつぎ上げたのだ。

「何をする、クロム！　下ろせ！　下ろせってば！」

「断る」

　楓が見ているのに。大事な弟に手を出したヴァルトに言ってやりたいことがまだまだあるのに。

　クロムはすたすたと窓からテラスへと出ると、手て摺すりをひょいと飛び越こえた。

「わああ！」

　猫の時と同じだ。音もなく屋根を伝い、適当なところで廊ろう下かへ入る。隠かくし通路を経由して塔とうの部屋へと戻ると、響はようやくベッドの上に下ろされた。跳はね起きて抗こう議ぎしたいのはやまやまだったが、自分で移動するのと他人に運ばれるのとでは訳が違う。目も眩くらむような高みで散々に揺さぶられたのだ。腰こしが抜けてしまってなかなか起き上がれない。

「いきなり人ひと攫さらいみたいなことするな。いい仲なんかじゃないって言ったのがそんなに頭にきた？」

　腹立ちまぎれに挑ちよう発はつ的な言葉を浴びせてみるが、クロムは眉まゆ一筋動かさなかった。

「まだいい仲でないのは事実だ。怒おこったりしない」

「じゃあ何で攫ったりした」

「おまえの弟はいい大人だ。頭を冷やせ」

　響は強く奥歯を嚙かみ締めた。そんなこと、わかってる。

「僕をブラコンだと思っているんだろう。子供でもない弟に干かん渉しようしすぎだって。でも、楓は駄だ目めなんだ。ちゃんと僕が見張っていてやらないと」

　クロムが僅わずかに首を傾かたむける。

「それはおまえの願望ではないのか？」

「違ちがう」

　響は手を突いて起き上がると、寝しん台だいの上で胡坐あぐらを搔かいた。

　この男に理解できるだろうか。楓と響の置かれた歪いびつな家族関係が。

「物心ついた時にはもう、母のお気に入りは僕で、弟はそうじゃなかった」

「ふん」

　響ほど要領がよくなかったから。軀が弱くて手間のかかる子だったから。やたらと叱しかられるせいでおどおどと大人の顔色を窺うかがう、可愛くない子になってしまったから。

　母が二人に注ぐ愛情には誰だれの目から見ても歴然たる差があった。

　買い物に連れてゆくのは響だけで、楓は留守番。でも、幼い頃ころの響はそれがおかしいとはちっとも思わず、楓には内ない緒しよだよと母が連れて行ってくれる甘かん味み処どころでのひと時を楽しみにしていた。楓よりずっといい子だからそのご褒ほう美びよ、なんて言われて得意になっていたのだ。

　僕はいい子で楓は悪い子。だから僕だけおいしいものを食べられて、楓は食べられないんだ。

　父も響びいきでこの思い込みを助長した。

　何だかおかしいと気づいたのは小学校に上がった頃。いじめという言葉を知ってからのように思う。

　子供たちは教育される。お友達が厭がることをしてはいけない。仲間外れにするのも駄目。誰にでも親切にしてあげるのがいい子だと。

　響が思うに、仲良くなどとわざわざ教えるのは人間が本来心の中に残ざん虐ぎやくな獣けものを飼っているからだ。他者を踏ふみつけにする時、仄ほの暗ぐらい悦よろこびを覚えない者などいない。厭なことがあって、むしゃくしゃした気分の時にはなおさらだ。

　楓は母のストレスのはけ口だった。

　きちんと食事は与えられたし暴力を振るわれることもない。ただ、響を特別扱あつかいし、過か剰じようなまでに褒ほめ称たたえただけ。それから、楓の努力の成果については取るに足らないつまらないもののように黙もく殺さつしただけ。

　母のしていることはまるでいじめだった。クラスの中でも幼く、調子に乗った馬ば鹿かたちがやっているのと同じ。

　やめさせるべきではないかと思ったが、母の機き嫌げんを損そこねるのが怖こわくてなかなか行動に移せずにいた頃、楓がいなくなるという小事件が起こった。

　夕暮れが迫せまり、目に見えるものすべてが赤みがかっていた。

　他ほかにも三人友達がいて、夢中になって遊んでいるうちに楓がいなくなった。仲間内でも楓の立ち位置はみそっかすで、誰も気に留めていなかったのだ。

　焦あせった響は面めん倒どうがる友人たちにも頼たのんで楓を捜した。楓は案外あっさり見つかった。公園のトイレの後ろで、知らない男と話していたのだ。

　響の頭の中を過よぎったのは、最近送られてきた注意喚かん起きのメールだった。学区内に男の子に声をかける不ふ審しん者が出しゆつ没ぼつする。知らない人に声をかけられたら周囲の大人に助けを求めるように、という。

　トイレの裏につれこむという時点でもう怪あやしいのに、男と楓の距きよ離りはやけに近かった。

　響がショックだったのは、公園の境界を示すフェンスに追い詰つめられつつあるというのに、楓が笑っていたということだ。

　ほんわりとした無防備な笑え顔がおは、響を慄りつ然ぜんとさせた。

「楓は多分、話しかけられたのが嬉うれしかったんだ」

　その頃、わざわざ楓に構う者など皆かい無むだった。

　もっとも近しく頼たよるべき存在であるはずの母は楓にそっけない。すっかり内気な子になってしまっていた楓はいつも俯うつむいていてあまり喋しやべらない上に服装にも気を遣つかわない、しょっちゅう寝ね癖ぐせをぴょこんとおっ立てて平気でいる子になってしまっていた。一応、遊び仲間のグループに入ってはいるが、その立ち位置は完全に響のおまけだ。弟の一番の友達って誰だったっけと考え、響は愕がく然ぜんとした。誰の顔も思い浮かばなかったからだ。響が弟のことなどうっちゃって、学校生活を満まん喫きつしている間に弟は独り孤こ立りつしてしまっていた。

「不審者は追っ払ぱらって楓には厳重注意したけど、イマイチわかってない感じだった。気になって観察していたら、楓の奴、話しかけてきた人には誰にでもふにゃっと笑うんだ。あの時と同じように。嬉しそうに」

　微笑ほほえむ弟は何とも人ひと恋こいしそうだった。その年ねん齢れいに似合わぬ寂せき寥りようは、あらゆる人を引きつけた。

　誰だって淋さびしいのだ。

　弟の笑顔はそういう、皆みなが裡うちに抱かかえている、認めて欲しい、愛して欲しいという気持ちを刺し激げきする。見ればわかってしまうのだ。楓はきっと求めれば誰の手だって喜んで取り、ピュアな気持ちを返してくれると。

　冷れい酷こくで面倒くさがりの響が、双ふた子ごと言えど所しよ詮せんは他人、気にする必要などないと嘯うそぶく。でも、いい人でありたいと願う響は、目を背そむけることを許さなかった。

　楓は弟だ。変な輩やからに引っかかって傷つくのを黙だまって見ているわけにはいかない。

　そもそも楓があんな風に笑うようになってしまったのは響の責任でもある。響は何も気づかず、守ってもやらなかった。すぐ隣となりにいて何もかもを見ていたにもかかわらずだ。

　でも、楓にたかろうとする蠅はえを追い払うのは容易ではなかった。楓は純じゆん粋すいで人を疑うということを知らない。響が何を言っても信じず、警けい戒かいしようとしないのだ。

「僕は楓を守らなければならない。これは楓をあんな風にしてしまった僕の責務だ」

「そういうことか」

　ぽすんっと頭に何かが乗せられる。見上げると、クロムの手だった。くしゃくしゃと髪かみを搔き回され、響はちょっと泣きそうになる。

　優やさしくされる資格など響にはない。これは罪ほろぼしなのだから。

「だが、あれはもう大人だ。放ほうっておいてやれ。でないと嫌きらわれるぞ」

　響はそっぽを向いた。

「もともと弟には好かれていない。楓は僕の前だと、おずおずとしか笑わないんだ。いつも何かを堪たえているような張り詰めた顔をしている」

　双子なのに、気がつけば響たちの間には壁かべがあった。楓は決してその内側に立ち入らせてくれない。今までのことを考えれば自じ業ごう自得だけれど。

「それでむきになっているのか」

「……むきになんて……っ」

「響、どんなに心を砕くだいたところで、弟はもうおまえを必要としていないんだ」

　響は息を詰めた。胸をえぐられるような痛みを覚える。

　きっとクロムを睨にらみつけるも、金色の目が物もの憂うげに揺ゆらめくのを見たら、何も言えなくて。

「認めたくないのはわかるが、吞のみ込め」

　響は両手で耳を塞ふさぎ、前のめりになって叫さけんだ。

「うるさい！　うるさい、うるさい！」

　もう何も聞きたくないのに、クロムが響の両手首を摑つかんで耳から引っぺがす。

「響。おまえを必要としている者は他にいる」

　耳元に顔を寄せて囁ささやかれ、響は首を振ふった。

「どこにそんな奴がいるって言うんだ」

　一見要領がいいように見えるものの、響は何一つまともにできていない。傷ついて内に籠こもってゆく弟には気づいてやることすらできなかったし、異世界に召しよう喚かんされた後だって立ち竦すくんでいただけだ。色々考えていたけれど、全部間違いだったし何の役にも立たなかった。こんな自分を必要としている者などいるわけない。

　クロムが、軀からだを丸めてしまおうとする響の髪を鼻先で搔き分けるようにしてキスする。

「俺だ。弟でなく俺を見てくれ。おまえが弟ばかりをかまうせいで、俺は死にそうな気分だ」

「……楓に嫉しつ妬としてるってことか？　馬鹿じゃないのか？」

「……うるさい」

　秀しゆう麗れいな眉み間けんに皺しわを寄せると、クロムはぐいと摑んでいた手首を引き寄せた。バランスを崩くずして倒たおれ込む響の軀を受け止め、抱だき締しめる。

　ぎゅーっと全身を包み込まれ、響は心中で罵ののしった。

　何怒おこってんだ。楓は弟だぞ？　子供じゃあるまいし嫉妬するな。俺を見ろなんて駄だ々だをこねるのはやめろ。

　──でも、駄々をこねているのは、僕も同じだ。

　響は唇くちびるを引き結んだ。クロムの背に両手を回し、抱き締め返す。

　今朝開けたままの窓から流れ込む風が髪を揺らす。視界の端はしで、クロムのしっぽが嬉しそうにぴたんぴたんベッドを叩たたいた。

　とげとげしていた気持ちが、クロムの体温によってバターみたいに溶とけ崩れてゆく。

　……やっぱり、いつまでもこうしていたい。

　クロムの背に回していた左手を上げ、響はもらった指輪を眺ながめる。

　どれだけそうしていただろう。ぎしりと音を立てて塔とうの扉とびらが開いた。

「ああ、やっと見つけた。こんなところにいたのか」

　響は慌あわてて離はなれようとしたが、クロムが離してくれない。しっぽまで手首に巻きつけられてしまい仕方なく抱き竦められたまま迎むかえたのは、魔ま術じゆつ師しのディディだ。両手を床に突つきよっこらしょと軀を引き上げて一番上の段に尻しりを乗せた魔術師は、肩かたで息をしていた。ぐるりと部屋の中を見回し、ぴったりとくっついている二人の上で視線を留めると、大おお仰ぎような溜ため息いきをつく。

「どこで何をしているかと思えば」

「邪じや魔まをするな。何か用か」

「食事の時間だ。私の部屋で獣けもの人びとの長おさと君の弟が待っている。話し合わねばならないことも残っているのだろう？」

　響はクロムの顔を見上げた。

「行かないと」

　がっちりと響のほっそりとした軀を抱え込んでいた腕うでが不承不承解ほどかれる。

　三人は連れだって長い階段を下りて行った。

　隠かくし通路を歩いている間、クロムは人の姿を取っていたが、表廊ろう下かへと曲がると小さな黒くろ猫ねこの姿へと変へん化げして響の足へと飛びついてきた。服に爪つめを立てて肩へとよじ登る。

　やがて魔術師の部屋の扉が見えてきたものの、その周辺には武具で身を包んだ武官たちがたむろしており物々しい雰ふん囲い気きだった。魔術師がやってきたのに気づいた武官の一人が肩を怒いからせて威い圧あつする。

「ディディ殿どの。中に勇者殿がおられるのであろう？　どうか我われらも中にお通しください」

「断る」

　にべもない返答に武官たちが殺気立つ。

「ディディ殿、どうやら貴き殿でんはご自分の立場がわかっておられぬようだ」

　魔術師は脅おどしなど聞こえなかったかのように武官たちの間に分け入ると、ドアノブに手をかけた。捻ひねってもいないのに重々しい金属音が生じ、鍵かぎが開く。

「勇者殿はもとよりディルバをよく思っておらぬ。さらなる不興を買ってもかまわぬのなら、好きにするといい」

　淡たん々たんと言い放つと、魔術師は無造作に扉を開け放った。肩に黒猫を乗せた響も続く。

　武官たちが押し入ってくるかと思ったが、扉は静かに閉まり、再び自動的に鍵のかかる音がした。

「さて、勇者殿。君はこちらだ」

　マイペースに奥へと進んだ魔術師が古びた木の扉を開き、横へと軀を寄せる。中を覗のぞくより先に溢あふれ出てきた懐なつかしいにおいに、響の腹がぐうと鳴った。

　これは……このにおいは……！

　猫がすたんっと響の肩から飛び下り、小走りに部屋の中へと駆かけ込んでゆく。続いて部屋に入った響は生なま唾つばを吞み込んだ。

　そこは、小さいけれど、竈かまども水場も備えたキッチンになっていた。中央に置かれた大きなダイニングテーブルの上には大小様々な皿が並び、料理が湯気を上げている。ハンバーグにほうれん草のソテー、マッシュポテトにピクルスに、チーズとトマトたっぷりのドリア……！

「楓、これは……」

　調理器具を洗っていた楓はちらっと響を見ると目を逸そらした。

「響が食べたいかと思って。この世界の料理って、あんまり僕たちの好みには合わないし」

　響はこくこくと頷うなずいた。この世界に来てから日々の食事はストレスでしかなかった。

「他ほかにも食べたいものがあれば、リクエストを受けつけるよ。その代わり、仲直り、してくれる……？」

　弟が、尊い。感激のあまり、響は泣きそうになってしまった。

「もちろんだ」

「ヴァルトに言われて反省したんだ。いきなり男で、しかも人でもない相手を紹しよう介かいされたらびっくりして当然だって。でも、ヴァルトはずっと一生一いつ緒しよにいたいって思うくらいいい奴やつなんだ。そのことは響にも理解して欲しいって思ってる」

　気き恥はずかしそうに言う弟は可愛かわいい。可愛いが、それとこれとは話が別である。

「楓。悪いけどそいつは、おまえにとって全然特別な奴じゃない。おまえが知らなかっただけで、大たい概がいの奴はおまえに優やさしいし、そいつと同じようにおまえに下心を抱いだいている」

　悪いのは響だ。響は弟が大事なあまり、弟に近づこうとする蠅はえたちを弟の視界に入る前に殲せん滅めつしてきた。そのせいで、楓は知らないのだ。己おのれがどれだけ魅み力りよく的な存在であるかを。

　その結果、たまたま響──つまり邪魔に入る人間がいない場所で楓に接せつ触しよくできた者が大きなアドバンテージを得ることになった。もし他の誰だれかがそこにいたなら、その誰かが楓に優しくして、惚ほれられることになったに違ちがいない。

「そんなことない。ヴァルトみたいな人、今までいなかった」

　楓の瞳ひとみは曇くもりない。あの獣人が自分の特別な存在であるのだと信じている。どうやったらそうではないと理解させることができるのだろう。

「いや、本当はいたんだよ。いっぱい」

「いないってば。皆みな、僕のことなんて眼中になかった。響の方だよ。誰もが下心をもって優しくしようとしていたのは」

「違うって。僕なんかより楓の方がずっと可愛くてピュアだし」

「何言ってんの？　響の方が綺き麗れいで社交的でいつだって皆の注目を集めてた！」

「……何の話をしているんだ、君たちは。折せつ角かくの料理が冷めるぞ」

　げんなりした顔のディディに嘴くちばしを入れられ、響は楓と顔を見合わせた。確かに傍はたから見ればとんだナルシストの喧けん嘩かだ。口を挟はさめなかったのであろうヴァルトは困ったような顔をしているし、クロムに至ってはいつの間にか椅い子すの上に立って前まえ肢あしをテーブルに乗せ、すんすん料理のにおいを嗅かいでいる。

「とりあえず、食べようか」

「ん」

　気まずい気分で席に着き、いただきますをした。

　湯気の立つ料理を目にし、そのかおりを胸に吸い込んだ途と端たん、響の頭の中はずっと希求していた楓の手料理でいっぱいになる。

　ナイフを入れると、ハンバーグからじゅわっと肉にく汁じゆうが溢れてきた。一切れ口に入れて嚙かみ締めると、夢にまで見た味が口の中いっぱいに広がる。

　ちょっと前までハンバーグなんて全然特別な存在ではなかった。その気になればいつでも食べられるものだったのに、どうして自分は涙なみだぐんでいるんだろう。

　同じ香こう辛しん料りようは揃そろえられなかったのだろう。ほんの少しだけ風味が違うが、ちょうどいい塩気と濃のう厚こうな肉の味に舌が歓かん喜きしている。

「クロムも食べるだろ？」

　フォークに刺さして差し出してみたら、小さな子猫はすんすんと匂においを嗅いでから食いついた。食べやすいよう小さくしてやったつもりだったのだがそれでも大きかったのだろう、別の皿に一いつ旦たん下ろし、はぐはぐと夢中になって食べ始める。

　この世界に引きずり込まれ失ったすべてのものを思いつつ響はハンバーグを味わい、合間合間に肉汁を吸ったマッシュポテトを口に運んだ。この至福の時が永遠に続けばいいのにと思いながら。

「む、これは……ちょっと味が薄うすいが、うまいな」

　向かいの席では魔術師も料理にがっついている。ヴァルトは大変むかつくことに食べ慣れているのかどっしりと構えているが、しっぽが嬉うれしそうにうねっている。

　次はクロムに何を食べさせてやろうかとテーブルの上を見み渡わたした時だった。轟ごう音おんと共に城が揺ゆれた。

「わっ!?」

「何……？」

　背中に何かが当たる。ハンバーグを頰ほお張ばったまま振ふり返ると、壁かべがなくなっていた。

「────は？」

　響と楓の黒瞳が青い光を帯びる。拡大鏡を覗いたかのように遠くの景色が一気に迫せまってきた。

　真っ青な空に男が一人浮ういている。

「翼つばさがある……あれも獣人なのか……？」

　ヴァルトが鋭するどい光を放つ紫むらさき水ずい晶しようの瞳を細めた。

「いや。あれは魔族だ」

「あれが」

　響たちが滅ほろぼすことを求められている存在。

　響はこの距きよ離りでは豆まめ粒つぶほどの大きさにしか見えない男を凝ぎよう視しした。

　寒い国の軍服のような服を着た男の背には蝙蝠こうもりのような羽が生えていた。頭の両側には奇き妙みような形の突とつ起きが二つある。

「黒くろ髪かみに二本のねじれた角、蝙蝠の羽……。実際に見るのは初めてだが、間違いない」

　男が手を翳かざすと巨きよ大だいな光球が生じた。真昼でもまばゆく輝かがやいて見える光の球は幻げん想そう的なほどに美しかったが、着地点にあったものが何であれ轟音を立て崩ほう落らくしてゆくのを見ればのんびり眺ながめてなどいられない。

　魔ま族ぞくは下から飛んでくる炎ほのおの矢や魔術の数々をちょこまかと避よけていたが、その軀からだは最初から傷だらけだった。片目をどうかしたのか血に汚よごれた眼帯を装着しているし、あちこち破れた黒い服の下にも包帯が覗いている。

　半はん壊かいした魔術師の部屋の扉とびらを、誰かが外から激しく叩たたき始めた。

「勇者さま！　勇者さま、魔族の襲しゆう来らいです！　我われ々われではとても歯が立ちません。どうか、お助けください、勇者さま……！」

　助けてくれと言われても、あんな高い場所にいる相手に何をしろと言うのだろう。

　そうしている間にも次々と放たれる光球に城が破壊されてゆく。

　楓がヴァルトの顔を見上げた。

「ドウスルベキ、オモウ？」

「……今現在、この城が一方的な襲しゆう撃げきを受けているのは確かだ。放ほうっておけば犠ぎ牲せい者しやが出るだろう」

「タスケルキ？　ココニイルノ、ホボ、ヒトゾク」

　獣けもの人びとは人族にろくな扱あつかいを受けていない。ざまあみろと笑ってもいいくらいなのに。

「武官しかいないなら捨て置くところだが、ただの使用人や奴ど隷れいもここにはいる。彼らが傷つけられるかもしれないのに看過することはできない」

「ワカッタ」

　楓が肩かたから斜ななめがけにしていた小さな鞄かばんに手を突つっ込む。

　鞄から両手を広げたより長い弓がするりと出てきたのに、響は目を瞠みはった。

「にゃー」

　テーブルの上を走って横切ろうとしたクロムがディディに捕つかまえられ、もがく。

　楓が矢をつがえた。

「ヴァルト、ムチャ、ダメ」

「ああ。人族のために死ぬ気はない」

　ヴァルトが服を脱ぬぐ。逞たくましい上半身が剝むき出しになるやいなや変へん貌ぼうが始まった。ただでさえ野性味に溢あふれていた男が黒くろ獅じ子しと化し、ぐるると唸うなる。

「イク、マス」

　矢が放たれた。

　通っていた弓きゆう道どう場ではいつもへっぴり腰ごしを注意されていたのに、楓の構えは堂に入っていた。放たれた瞬しゆん間かんに響にもわかる。この矢は当たると。

　青いオーラに包まれた矢は光の速さで城を蹂じゆう躙りんしていた魔族へと迫り、翼を貫つらぬいた。黒獅子が壁の大穴から飛び出し、魔族の落下地点目がけて一直線に駆かけてゆく。

　魔族がどんな力を持っているのかは知らないが、ああ大きな獣けものに組みつかれてはひとたまりもないに違いない。ほっとしたのも束つかの間、黒くろ猫ねこが呪のろわれそうな声を上げた。

「ふぎ……ぎにゃああああ……っ！」

「くっ」

　指を嚙まれたディディが子猫を放り出す。受け身も取れないまま床ゆかへと落ちた黒猫は、素す早ばやく起き上がると走り出した。壁に空いた穴へと。全速力で。

「くろにゃん!?」

　青空に飛び出した黒猫のシルエットが影かげ絵えのように浮かび上がる。

　だが、ちっぽけな猫のシルエットはみるみるうちに膨ふくれ上がり姿を変えた。スレンダーな若い男の姿へ。

　更さらにクロムは変貌する。

　まるで、黒い花が開いてゆくようだった。猫耳としっぽが消え、猫の獣人の背を割るようにして畳たたまれていた皮ひ膜まくが開いてゆく。開ききった黒い羽は巨大で何とも禍まが々まがしかったが、同時に荘そう厳ごんと言っていいほど美しかった。

　乱れた黒髪の下、金色の瞳ひとみが強い光を放つ。

「何ということだ。やはり自力で私の術を解けたのではないか……！」

　ディディは崩くずれかけた壁に手を突いて身を乗り出し、遠ざかってゆくクロムの背をくいいるように見つめた。

「ディディ？　くろにゃんのあの姿は一体……？　くろにゃんは猫の獣人じゃなかったのか？」

　ディディは振り向くと質問した響を睨にらみつけた。

「猫の獣人など存在しない。あれがクロムの本来の姿だ。クロムは魔族なのだ」

　力強く羽ばたくと、クロムは小さく羽を畳み礫つぶてのように急降下していった。取っ組み合い転げ回っている黒獅子と魔族の傍そばに着地すると、黒獅子のたてがみを摑つかみ魔族から引っぺがす。

「お、皇子……！」

　半ば千切れかかった羽を引きずり片かた腕うでをだらんと垂らした魔族が、クロムを認め目を見開いた。

「皇子……？」

　響はディディの肩を摑んだ。

「どういうことだ？　くろにゃんは魔族の皇子なのか!?」

　クロムが魔族を背に庇かばい、飛来した矢を片手で摑み取る。

「アウル。おまえ一人か」　>>>♥

「は、はい……っ。ご無事だったのですね。てっきり先の戦いで亡なくなられたのかと」

　涙なみだぐむ魔族はまるで人のようだった。

「実際、死ぬところだった。しかし俺が見ていないからと言って馬ば鹿かなことをするな、アウル。老母を残して死ぬ気か」

「そんなことはありません！　……けど、召しよう喚かんに失敗したと思われていた勇者が獣人の森で発見されたと聞きました。城にいるのと合流される前に叩かなければますます同どう胞ほうが血を流すことになります。それに俺は先の戦いで皇子をお守りできませんでした。仇かたきをとらない事には皇こう帝てい陛下に顔向けできないと思って……」

「そんなことをさせるためにおまえを取り立てたわけではない。俺の意に添そおうと思うなら、生き残れ。そして守れ。一族の者たちを」

「……うぐっ」

　戦いの場だというのに大泣きし始めた魔族に溜ため息いきをつくと、クロムは毅き然ぜんと背筋を伸のばし、周囲を見渡した。クロムたちがいるのは城の中央に位置する低く平らな屋根を持つ建物の上だった。先の攻こう撃げきであちこち崩れているが、運よく無事だった階段から武官たちが小虫のように湧わき出てくる。円えん陣じんを組みじりじり近づきつつある人族を、クロムは冷たく一いち瞥べつした。

「殺せ！　確実に息の根を止めるのだ！　首級を取ったものには王から褒ほう美びが出るぞ！」

　ガンダルの激げき励れいに、おお！　と武官たちが応こたえる。

　クロムが片手を翳す。魔術を行使しようとするような仕草を見せるも、何も起こらない。魔術を使えなくする術があるのかもしれない。

　片手を下ろして小さな溜息をつくと、クロムが顔を上げた。

「あ……」

　目が合う。クロムの唇くちびるが動き、言葉を綴つづった。

『魔族は帰き還かんの宝玉など持たない。人族の言葉を信じるな。もし帰れるとするならば、それは──』

　だが、言い終わるより早く人ひと垣がきが割れ、ユリアナが姿を現した。ほっそりとした手が振ふり上げられ、呪じゆ文もんが紡つむがれる。

　膚はだが、ちりちりした。大気になんとも形容しがたい力が満ちてゆき、対たい峙じする獣人と魔族の上に、光る魔法陣が浮うかび上がる。大がかりな魔術が展開されつつあるらしい。胸むな騒さわぎを覚え、響は片手で胸元を押さえた。

　ヴァルトが敏びん捷しように身を翻ひるがえしたものの、魔法陣の下から抜ぬけ出るより早く、赤い光が視界を灼やく。

「おおおおおお……！」

「ヴァルト！」

　楓が悲鳴を上げる。赤い光に包まれた恋こい人びとまでもが苦しみ悶もだえ始めたからだ。

　──人族にとって獣人はケダモノ。どうなってもかまわないということか……！

　クロムは悲鳴を上げて暴れる魔族に覆おおい被かぶさり庇っている。だが、苦痛を感じていないわけではないのは明らかだった。丸めた背中が段々と沈しずんでゆく。今にも潰つぶれてしまいそうだ。

　深く息を吸い込んで、止めて。

　響は駆けだした。すぐあとに楓が続いたのが気配でわかった。

　思い切り床を蹴けると、視界の端はしが青く染まる。耳元で風が鳴り、クロムたちの姿がみるみるうちに大きくなった。数度城じよう壁へきを蹴って飛ひ距きよ離りを伸ばし魔法陣のぎりぎり外に降り立つと、武官たちがどっと沸わく。

「おおおおお、勇者さま！」

　何を勘かん違ちがいしているのだろうと響は思う。響に人族に加勢するつもりなど欠片かけらもない。

　武官たちに背を向け、響はクロムたちと向かい合う。術を発動すると、青い光が人々の目を灼いた。

　武官たちの熱ねつ狂きようが最高潮に達する。だが、青い光が収まった時に人族の目に映ったのは嬲なぶり殺された死し骸がいではなく、千切れかけていた羽も傷ついた目も元通り回復し、眼帯をかなぐり捨てた魔ま族ぞくの姿だった。光る魔法陣も消えている。

「勇者さま!?　なぜ癒いやしの術を」

「そやつこそ人族を滅ほろぼそうとしている魔族ですぞ!?」

「殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　野や蛮ばんな声が上がる。響が何か言うより早く、楓が武官たちを睥へい睨げいした。

「コロサナイ」

「何ですと!?」

「ヒトゾク、イウコト、シンヨウ、デキナイ。ヒトゾク、ナニヒトツワルイコト、シテナイ、ケモノビトニヒドイ、コト、ヘイキデイウ。スル。マゾク、ホントウニワルイカ、マゾクノイイブンキイテカラ、キメル」

　人族は傲ごう慢まんだ。己おのれの利ばかり追い求め、理ことわりをねじまげる。

　怒ど号ごうが城を揺ゆるがした。だが、城の中でももっとも高くもっとも美しく整えられたテラスに王が現れると、武官たちは即そく座ざに口を閉とざす。先刻までの喧けん騒そうが噓うそのような静けさが怖こわい。

　王の声が城壁に反はん響きようする。

「おまえも人族であろう？　なぜそのようなヒト擬もどきの肩かたを持つ。なぜ人族のためにその力を振るおうとしない」

「単純に、おまえたちのこれまでの振る舞まいが最低だったからじゃないか？」

　勇者として異世界から召喚されて、戦うことを求められた。本人の意思など欠片も考こう慮りよされることなく。与あたえられたすべては、言うことを聞いてもらわんがため。

　非道なはずの魔族の方がずっと心があった。

　クロムは可愛かわいらしい姿と仕草で響を慰なぐさめてくれたし、必要としていた本を調達してくれた。

　響自身を欲ほつするようになっても、王のように力ずくで我が物にしようとはせず、指輪をくれた。ぶっきらぼうに示される好意に響はどれほど慰められたことだろう。

　王が呆あきれたように首を振った。

「まったく、勇者ならば魔族にも対たい抗こうできると聞いたのに……」

　片手が振られる。

　クロムが響を抱だき寄せ、仲間の魔族共々翼つばさで囲い込んだのと同時に、鳥膚が立った。

　視界の端にうっすらと見えていた青が消える。はっとして双ふた子ごの弟を振り返ると、糸の切れた人形のようにくずおれるところだった。ヴァルトもさっきまでは起きようと努力していたのに、今は意識すらないようだ。

「昨日、響がかけられたのと同じ魔術だ」

　クロムに小声で囁ささやかれ、響は怒いかりがふつふつと沸き立つのを覚えた。

　無力化されたのを見て取った武官たちが楓に向かってどっと押し寄せてくる。

　楓を助けなければ。

　クロムの手を振り解ほどき、翼の中から飛び出した途と端たん、覚えのある脱だつ力りよく感に襲おそわれ響は膝ひざを突ついた。

　なるほど、確かにあの時と同じだった。与えられた力が封ふうじられれば、ほっそりとした響たちなど非力なものだ。武官たちにはかなわない。

「でも残念。僕は今朝、魔術書に目を通したんだ……」

　実じつ践せんするのは初めてだが、失敗する気はない。記き憶おくを手た繰ぐり寄せ呪文を唱え始めるとユリアナの顔色が変わる。憎にく々にくしげに睨にらみつけられ、やっぱりこの娘むすめは王に命じられたから誘ゆう惑わくしようとしていただけなのだなと確信する。身を守るためとはいえ、誰だれも彼も疑ってかかる自分は心が狭せまいのではないかと密ひそかに気にしていたのだが、響の直感は正しかったらしい。

　青い光が迸ほとばしる。

　その日、ディルバの王城は半はん壊かいした。
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　周囲の建物がゆっくりと崩くずれ落ちてゆく。人族は慌あわてふためき土つち塊くれと化してゆく城から逃にげていった。武官たちのほとんどは崩ほう壊かいした屋根と共に瓦が礫れきの中に埋うまっている。

「くろにゃん！　くろにゃん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　もうもうと立ち上る土つち埃ぼこりのせいで視界が悪い。

『響？　今、何を言った？』

「え？　何？」

　何か言っているのはわかるのに何を言っているのかがわからず、響は戸と惑まどった。煙けぶるシルエットが振り向き、響の耳たぶに触ふれる。

「わ」

　ぱしゅんと砕くだける感覚があった。耳じ殻かくにつけていた魔道具だ。

　ユリアナが何かしたのか、纏まとっていた魔力がなくなっていた。そのせいで言葉がわからなくなってしまったらしい。

「どうしよ……」

　蒼あお褪ざめる響の手をクロムの手が包む。

「あ……」

　──大丈夫。導いてくれる。この人が。

　クロムはまず失神している楓を抱き上げると、伸のびている黒くろ獅じ子しを見下ろし眉まゆを顰ひそめた。アウルが持ち上げようと試みるがだらりとした獣けものは大きすぎて持ち上がらない。

『これを運ぶのは無理です。ぼやぼやしていると御おん身みが危険に晒さらされる。ひとまず目くらましの術をかけて離脱を』

　アウルとクロムが何やらやり取りしているのをぼんやり眺ながめていると、土埃の向こうに長身の影かげが現れた。

『仲間を置いてゆこうとするとは嘆なげかわしい』

「ディディ!?」

『手伝おう』

　ローブの袖そで口ぐちで鼻を覆った魔術師が近づいてきてフードを取り、服の中から首くび飾かざりを引っ張り出す。──いや、首飾りではなく魔道具なのだろうか。小さな骨や牙きばが束ねてある。

　ディディは小さな牙を一つ抜ぬき出しキスすると、黒獅子の額に押し当てた。呪じゆ文もんを唱えると、黒獅子がクロムそっくりの小さな黒くろ猫ねこに変へん化げする。

『いいのか？』

『この土つち煙けむりだ。誰も見ておらんよ。それに君たちとは取引したいことがある』

　意識がなくぐんにゃりしている子猫を、ディディは片手ですくいあげた。クロムは肩を竦すくめると、響の手を引く。

『行くぞ。こっちだ』

　言葉はわからないものの響はクロムの手を握にぎり返した。小走りに移動を始める。

　まず向かったのは城の地下だった。じめじめとした石いし壁かべに囲まれた空間は、大混乱の地上とは反対に人ひと気けがなく静まりかえっている。目を覚まさない楓と子猫を床ゆかに寝ねかせると、クロムたちは大きな羽を仕舞った。クロムは角も消し、元の猫耳としっぽつきの姿に戻もどる。

　何やら話し合った結果、まずアウルがどこかに消えた。ディディとクロムもどこかへ行こうとするので、響は慌てて服を摑つかんで引き留める。

「くろにゃん、どこへ行くんだよ」

　──僕を置いて。

　言葉がわからなくなってしまったせいで何をしようとしているのかがまるでわからないのが、不安を誘さそう。

　クロムは振ふり向いて響の顔を見ると、表情を緩ゆるめた。ぎゅっと抱き締しめられ、ぽんぽんと背中が叩たたかれる。

『大丈夫だ。すぐ戻る』

「僕は子供じゃないんだけどな」

　思わず憎まれ口を叩いてしまうが、クロムに抱き締められると張り詰めていた心も軀もほどけてゆくような気がした。

　肩から力が抜けたのがわかったのだろう。クロムは響を壁かべ際ぎわに座らせ、楓の頭を膝の上に乗せた。

「人事不省組と留守番してろってことか……」

　最後にすり、と頰ほおを寄せ、クロムが立ち上がる。今度は響は引き留めようとはせず、二人を見送った。

　石壁に囲まれた静かな空間にぴちょんぴちょんと水の滴したたる音が反響する。

　あんまり手持ち無ぶ沙さ汰たなので、楓に癒しの術をかけてみる。他ほかに何かいい魔ま術じゆつがあるのかもしれないが、響が知っているのはこれだけだ。

　怪け我がをしているわけではないせいか何の手て応ごたえもないが、三回目で楓の睫まつ毛げが震ふるえ始めた。

「ん……おは、よ……？」

「おはよう」

　不安から解放された反動でテンションが上がる。

「よかった。気分はどうだ？　どこか痛いところはない？」

「うん……」

　楓は肘ひじを突いて少し頭を持ち上げると、ぐるりと周囲を見回した。

「ヴァルトは？」

　目覚めてすぐ獣けもの人びとを求める弟の姿に、ちくりと胸が痛む。楓にとって一番大事なのはもう、あの獣人なのだ。

「大丈夫、いるよ。魔術で子猫に変身させられてるけどね」

　響は傍かたわらでくうくうと寝入っている子猫の軀をわしゃわしゃ撫なでた。

「その子？　くろにゃんさんじゃないの？」

　起き上がった楓は寒そうに膝を抱かかえる。

「僕……急に軀が痺しびれたようになっちゃったんだけど、響は平気だったんだ？」

「昨日、あの魔法をかけられて、対処法を調べたばかりだったからね」

　楓が目を瞠みはった。

「やっぱり響は凄すごいね。魔法を使えるなんて」

　面おも映はゆくて響は首を振る。

「楓の方が凄いよ。僕は弓を使うことなんか思いつきもしなかったし、勇者の力もなかなか使えるようにならなかった。あれってやっぱり、僕が補欠だったからなのかな」

「あ……僕が逃げたから響まで召しよう喚かんされちゃったんだよね。ごめん……」

　響は慌てて両手を振った。

「いいよ。召喚されたおかげで楓と再会できたんだし。この世界に来られなかったら永遠に楓の行方ゆくえを捜さがし続けていたのかと思うと、ぞっとする」

「僕のこと、捜してくれていたんだ……」

「当然だろう？　大事な弟がいなくなったんだ」

　楓の視線が落ちた。初うい々ういしい桃もも色いろの唇くちびるが震える。

「ごめん……」

「だから、謝らなくていいって」

「でも。僕は響がいなくてほっとしていた」

「え？」

　何を言われたのか、すぐにはわからなかった。

「ええっと………………何で？」

「ほら、僕は冴さえないっていうか、誰だれにも好かれない、友達一人いないような奴やつだったでしょう？　でも、響は綺き麗れいで皆みんなに好かれる。ヴァルトのことを好きになったけど、響がいたら……ヴァルトと会ってしまったら、ヴァルトも響のこと、好きになってしまうんじゃないかって思って」

「そんなこと……」

「ないなんて言わせない。響がいると誰も僕を見ない」

　がつんと、頭を殴なぐられたようなショックを覚えた。

　楓のことを守っているつもりだった。でも、そのせいで響は楓に、自分はまるで魅み力りよくのない人間だと思い込ませてしまったのだろうか。

「ごめん、変なこと言って。響が悪いとか、そういうことを言うつもりはないんだ。ぼ、僕が、駄だ目めな奴だからこうなったってことはわかってる」

「楓」

「でも、一つだけお願い。ヴァルトを僕から取らないで。好きなんだ、彼のことが。もしヴァルトまで響のことを好きになってしまったら──」

「取らないよ……」

　ずきずきと頭の芯しんが脈打ち、視界が歪ゆがむ。

　でも泣きそうになっているのは響だけではなかった。楓もまた、目に涙なみだを溜ためて響を見つめていた。本当に恐おそれているのだ。あの獣人を、響に取られてしまいやしないかと。

「彼は楓のものだ。絶対に、取ったりしない。約束する」

　背中に片手を回してやると、楓が肩かたにもたれかかってきた。それから響たちは二人きり、黙だまって並んで座っていた。クロムたちが戻ってくるまでずっと。
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　様々な物資を調達したクロムたちが戻って来たのでヴァルトにも癒しの術をかけてやった。意識を取り戻して己おのれが小さな黒猫になってしまったのに気がついたヴァルトが紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみをまんまるにして驚おどろき慌あわてるさまは、ちょっと面白かった。

　アウルの帰りは待たず、荷を分ぶん割かつして負い、出発する。なぜかディディも一いつ緒しよだ。

　ディディの先導で、緊きん急きゆう時用の地下通路を抜けて城の外へ出た。歩いている間ずっとクロムは響の手を握っていてくれた。なんだか気き恥はずかしかったけれど、響は握られた手を振り解ほどかなかった。

　道中、皆が交かわす会話がまるで理解できない。別に仲間外れにされているわけでもないのに、酷ひどい疎そ外がい感を覚える。

　驚いたことに楓は彼らの言葉を喋しやべることができた。魔道具が生きている間、時々やけにたどたどしい喋り方をするなと思っていたが、まだマスターしきれていない現地語を使っていたせいだったらしい。

　──やっぱり僕は全然完かん璧ぺきなんかじゃない。

　黙もく々もくと歩いていると、ヴァルトと歩いていた楓が横に並んだ。

「響、皆が何を言っているのかわかんないんだよね？」

「……そう、だけど」

「今、僕たちは大教会に向かってるんだ。勇者召喚のために王が立てた請せい願がんは偽いつわりだらけだから、真実を明かせば女め神がみさまが味方についてくれるかもしれないんだって」

　楓は城に来た時と同じように布をかぶっている。ヴァルトとクロムも布をかぶって耳としっぽを隠し、街を抜けてゆく。

「先に別れたアウルさんは空を飛べる分速く移動できるから、王都の南にある村にいるディディさんの妹さん夫ふう婦ふたちの奪だつ取しゆに向かってる。彼らを人ひと質じちに取られたからディディさんは王に従い、勇者召喚の儀ぎを執とり行ったんだって。城の崩ほう壊かいの報が届く前なら油断しているだろうし、アウルさんは魔術が得意だから、きっとうまくゆくって」

「そっか……」

　ディディ一人だけ他の人族とは何か違ちがったのは、だからだったのだ。早くもゼイゼイ息を切らせている魔術師を振り返り、響は作戦の成功を祈いのる。

「術に使っていたのはね、カランコエっていう、ディディさんの飼かい猫ねこの牙きばなんだって。いい子で、王の手の者に殺された後も力を貸してくれているんだって……」

　言葉が途と切ぎれたので目を向けると、楓は鼻の頭を真っ赤にしていた。

「楓、泣くなよ」

「だって、カランコエが……可哀かわい想そうで……」

　会ったこともない猫のためにぐすっと鼻を鳴らしている弟は、やっぱりすごく可愛かわいい。

　でも、クロムも可愛かった。

　あんまり楓と喋っているとぐいぐい手を引っ張ってくるのだ。

「ふふ」

　まったく理解できない言葉を操あやつるクロムはちょっと遠く見えて淋さびしいような気がした時もあったけれど。

　赤くなり始めた空の下、響は地面を踏ふみしめ前へと進む。
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　魔ま術じゆつ師しの妹夫婦とは王城を囲む街を出てすぐ森の中で合流できた。一行は街かい道どうを避さけ、森の中を大教会に向かった。女神信しん仰こうの総本山である大教会は、聖地である『大地の涙』と呼ばれる湖のほとりにあるらしい。

　体力がない魔術師と、魔術師よりは大分頑がん強きようではあるが勇者や獣けもの人びととは比べるべくもない妹夫婦に合わせたため随ずい分ぶんと時間がかかったが、まさか響たちが大教会に向かうとは思わなかったらしい。様子を見に飛び立ったクロムの忠臣、アウルによると、追っ手は魔族や獣人のいる地域へと向かっており、響たちの旅路が邪じや魔まされる恐れはほとんどないようだ。

　ほぼ一昼夜歩き続け、辿たどり着いた大教会はまるで一つの街のようだった。

　街にあったのとは比べものにならない壮そう麗れいな伽が藍らんが聳そびえ立ち、周囲を何棟とうもの建物が囲んでいる。商店や農園らしいものまである。

『神職や癒いやし手の教育機関、それから王による干かん渉しようを許さないための兵力のほとんどがここに置かれているからな。魔術の研究機関もだ』

　魔術師の解説を楓の通訳で聞きながら、街を囲む高い城じよう壁へきに一か所だけ刻まれた門へと近づく。武装した僧そう兵へいたちは響たちを目にすると、次々に膝ひざを突ついた。

「ええと……？」

『お待ち申し上げておりました、勇者さま』

　まるで待っていたかのように、女性が現れる。どこの姫ひめかと思うほど美しく、豊かな金きん髪ぱつを背に垂らした女性は、魅力的な肢し体たいをいかにも格の高そうな神職の装しよう束ぞくで包んでいた。

『わたくしは一の使徒。ナナとお呼びください。大教会は勇者さまご一行を歓かん迎げいいたします』

『ボクタチガココニクル、シッテタ？』

　楓の質問に、ナナはにっこり微笑ほほえんだ。

『はい。昨日、女神さまが夢に降臨され、お告げをくださいましたの。歓待するようにって』

『オツゲ……』

　人ならざる力を振ふるうたび溢あふれる青い光は女神の恩おん寵ちようを示しているのだと言い聞かされてはいたものの、『女神』という存在をどこか絵空事のように思っていた響と楓は戸と惑まどう。だが、この世界の住民にとっては当然のことらしい。魔術師はさらりとナナの言葉を聞き流すと用件を切り出した。

『女神さまに奏上したき儀がある』

『まあ。では、まずはお部屋にご案内いたしましょう。すぐに準備に取りかかりますが、平時の女神さまは微睡まどろんでいるような状態にあります。形を結び降臨されるまでどれだけ時間がかかるかわかりません。時には一ひと月つきもかかることすらありますから、ごゆるりとお過ごしください。準備が整いましたらすぐにお知らせしますね』

　城壁の中へと招き入れられる。中には僧兵や学生、神職らしい人々の往来があったが、響たちに気がつくとすぐさま膝を突き頭を下げた。落ち着かない気分で人々の間を通り過ぎた一行が案内されたのは、大教会の裏手近くにある小振りの館やかただった。

『長旅でお疲つかれでしょう？　控ひかえの間より先には申しつけられない限り立ち入らないよう命じておりますので、おくつろぎください。必要なものがありましたらなんなりとどうぞ。僻へき地ちゆえ手に入りにくいものもございますが、できる限りのことをさせていただきますわ』

『かたじけない』

　玄げん関かんを入ってすぐのところにある小さな部屋が控えの間らしい。神職の装束を着た男女が待機している。

　冬は冷えるのだろう、各部屋に暖だん炉ろがあり、館の裏手には薪まきが積まれていた。充じゆう実じつした炊すい事じ場ばもあり、パントリーには種々の食料がたっぷり詰つめ込まれている。一階には使用人用らしい簡素な寝しん室しつが、二階には倍もの大きさの寝台が据すえられた落ち着いた雰ふん囲い気きの寝室が幾いくつも用意されていた。

　楓が早さつ速そく炊事場に立ち、食事の用意を始める。響も手伝おうとしたもののすぐ手を切ってしまい戦力外通告を突きつけられた。悄しよう然ぜんとしているとクロムがやってきて手を引っ張る。他ほかにすることもないしついてゆくと、食堂のテーブルの隅すみに座らされ左手を取られた。ずっと嵌はめていた指輪が外される。

「指輪、どうするんだ……？」

　テーブルの上には既すでに種々の道具が並べられていた。クロムが呪じゆ文もんを唱え始めると、食堂の空気が力で満たされる。

　詠えい唱しようを続けながらクロムは、指輪の内側と外側に複雑な文様を刻んでいった。真しん剣けんな表情で作業に没ぼつ頭とうする男を響はぼーっと眺ながめる。これは何をしているんだろう？

　やがてクロムが一息つき、ふっと指輪を吹ふいて削けずり屑くずを飛ばした。作業が終わったのだ。

　最後に指輪に接せつ吻ぷんし、口の中で短い文言を唱えると、クロムは再び指輪を響の指に嵌めてくれた。

「これで言葉がわかるようになったはずだが、どうだ？」

「あ……っ」

　クロムは響のために魔道具を作ってくれたのだ。

「わかる。わかるよ。……ありがとう、クロム」

　深い思いを込めて礼を言うと、クロムがすっと身を乗り出した。いつものように頰ほおが擦こすり合わされる。猫の仕草で。

「響ってば、いい仲なんかじゃないって言ってたくせに、指輪なんてもらってるんだ」

　できあがった料理を運んできた楓がむくれた声を上げる。響はこれ見よがしに指輪にキスしてみせた。

「羨うらやましいなら、楓もヴァルトにねだってみれば？」

「ええ!?」

　部屋にはヴァルトもいて、離はなれた場所からクロムのすることを見ていた。目が合うと、楓はふんわりと頰を紅潮させる。

　テーブルの上を片づけながらクロムが独り言のように言う。

「響たちの世界では、婚こん姻いんの印に指輪を贈おくるそうだ。つがいがいるという目印に」

「ほう。それはいいことを聞いた」

　ハーブを添そえてローストしたチキンに、種々の野菜と共に煮にた大きな魚。トマトやタマネギが入ったスパニッシュオムレツに甘いピーカンナッツを散らしたサラダを山ほど。それから教会が差し入れてくれた蜂はち蜜みつ酒。

　パンはこちらの世界のものだが、スープにつけて食べる分には問題ない。

　響の代わりに手伝いに入っていたディディの妹が次々に料理を運びテーブルの上を埋うめてゆく。料理がすっかり揃そろうと、蜂蜜酒で乾かん杯ぱいだ。

「女め神がみさまに」

　ディディがそう言って蜂蜜酒の入った陶とう器きのカップを掲かかげる。皆みなが唱和するので響も真似まねしてカップを呷あおると、この世界に来てからすっかり馴な染じんだ味が喉のどを滑すべり落ちていった。城にいた時は酔っぱらうわけにはいかず舐なめる程度にしか飲めなかったが、大教会のお膝元なら安全である。好きなだけ飲めるという解放感を嚙み締める。

「以前も思ったが……うまいな」

　皆、楓が作った料理に夢中だ。

「そうだろう？　楓はすごく器用なんだ。センスもいい」

「向こうの世界にはこっちよりいいレシピがいっぱいあったから……それだけだよ」

　魚の身はふっくらとやわらかく、味がよく染みている。少し塩気が強いが、そこがまたいい。煮に汁じるをパンに染み込ませて食べたら最高だ。

　チキンはナイフが必要ないくらいやわらかい。歯を立てればハーブのいい香かおりと肉のうまみが口いっぱいに広がる。

　うまい料理に酒が進む。

　特にヴァルトはアルコールに強いらしい。浴びるように飲んでいるが顔色一つ変わらない。

　ある程度酒が回った頃ころ、ヴァルトがクロムの隣となりへと席を移動した。

「旅の間はゆっくり話す暇ひまもなかったが、俺は『夜の彼方かなた』のジーリ、ヴァルトだ。魔族に会うのは初めてだが、人族に苦しめられてきたのは獣人も魔族も同じはず。手を結びたいと思っている」

「……魔皇の第二皇子。クロムだ」

　酔よっぱらいつつもアウルがさっとやってきて二人のカップに酒を注いだ。カップを軽く打ち合わせると、二人は一息に酒を飲み干す。

　ヴァルトの方が体格がよく、すらりとした長身を誇ほこるクロムより背も高い。

「クロム殿どのはなぜ、人族の城に」

「戦いくさで死にかけていたところをディディに拾われた」

　ディディが魚の大皿に手を伸のばし、大きなパンに煮汁を染み込ませる。

「魔族の皇子だとは知らなかったがな。元々魔術師は亜あ人じんへの偏へん見けんが少ないのだ。質の良い銀は獣人を通さねば手に入らぬし、魔族は──魔術に長たけているからな」

　響もパンをちぎった。一ひと抱かかえもあった魚はもう骨ばかりになっている。遠えん慮りよしていたらおいしいものを食べ損そこねそうだ。

「勇者殿とは、どういうきっかけで」

　ヴァルトの質問に答える前に、クロムはもう一杯蜂蜜酒を空けた。随ずい分ぶんとペースが早い。クロムがどれほど飲めるのか知らないが、飲み過ぎではなかろうか。

「見物しに行ったのだ。当代の勇者は随分と我わが儘ままだと言うが、どれほどのものかと」

「ほう」

「ヒビキ、ガ、ワガママ？」

　楓の背筋がしゃきっと伸びる。響を侮ぶ辱じよくする気なら許さないと言わんばかりの気き概がいを込めて。

「ああ。だが、すぐわかった。すべては演技だ。響はディルバ王の奸かん計けいに気づき、牽けん制せいしようとしていた。だから俺はこの勇者を見守ることにした。敵対せずに済むならそれに越こしたことはないからな。それに、右も左もわからない異世界で、必死にもがき考える響を見るのは──面おも白しろかった」

　今度は響がカトラリーを置いた。

「面白い!?」

「ああ」

　甘く細められたクロムの双そう眸ぼうは、面白さというより愛いとおしさを嚙かみ締しめているように見える。

「本当なら倒たおすべき敵である俺を本当の子こ猫ねこだと思い込み、癒いやしの術を覚えようと必死になったり、猫の獣けもの人びとなんてものがいるんだと勝手に決めつけたり、世界征せい服ふくを目指してみたり」

　響は真っ赤になった。

「あんなの、冗じよう談だんに決まってるだろう」

　クロムの口元にうっすらと笑えみが浮うかぶ。

「──色々と妙みような誤解をしたものの、おまえは決して道を違たがえなかった。ディルバ王の言うことを諾だく々だくと信じたりせず、血の試練を拒きよ否ひして──そういうところに、惹ひかれた」

　ああまた蜂蜜酒が飲み干される。

「ところでずっと聞きたかったことがある。ヤマセンとは誰だれだ」

　いきなり投げ落とされた響は凍こおりついた。代わりに何も知らない楓がのんきに答える。

「ガッコノセンセ。ヤマダ、センセイ」

「響の恋こい人びとか？」

　楓は笑った。

「チガウ。ヤマセン、ヒトマワリモ、トシウエ」

「だが、ヤマセンと呼ぶ声が艶つやめいていた。単なる教師相手にあんな声を出すわけない」

　冷たい汗あせが湧わいてくる。金色の双眸が、酷ひどく危険な光を湛たたえた。

　響が顔を引き攣つらせているのに気がついた楓も訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「響？」

「実は、ヤマセンとは、高二の時からつき合っていた……」

　圧に耐たえられず告白すると、楓が目を剝むく。

「ええっ？　僕それ知らないんだけど」

「言えなかったんだ。相手は同性で、教師だし」

　それに、別に好きなわけじゃなかった。周囲にいる者の中で一番大人で見た目も良かっただけ。それから自分を欲ほつしているのに気づいたからつき合ってみただけだ。

　──なんて言ったら楓はびっくりするに違いない。楓は響よりずっとピュアだから。

　悪い選せん択たくだったとは今も思っていない。運命の王子さまなんて現実には存在しないし、周りの連中だって好きだからというよりは彼女が欲しいからという理由で手の届く範はん囲いから適当に相手を選んでいた。ましてや響は女性に興味がない。同じ性的指向の持ち主など、この機会を逃のがしたら次いつ出会えるか知れない。

　ヤマセンはいい奴やつだった。誤算だったのは、いざ次の段階へ進もうとした時、自分がヤマセンを受け入れられなかったということだ。

　王にキスされそうになった時と同じだった。

　大だい丈じよう夫ぶだと思っていたのに、嫌けん悪お感かんが込み上げてきて、どうしても駄だ目め。

　でも、そこまで明かすつもりはない。

「もう過去の話だよ。高校卒業と同時にさよなら言ったし」

　でも、ヤマセンは納なつ得とくできなかったらしい。しつこく電話をかけてきたし、メールも止やまなかった。召しよう喚かんされた時もヤマセンに待ち伏ぶせされ車の中に引きずり込まれそうになって逃にげていたところだったのだ。──これも言うつもりはないけれど。

「全然気づかなかった……」

「ごめんってば」

　愕がく然ぜんとしている楓を慰なぐさめに行きたいのに、腰こしを抱だかれ反対側へと引きずられる。おまけに肩かた口ぐちにぐりぐりと頭を擦りつけられた。ぴこんぴこんと跳はねる耳が頰に当たってくすぐったい。

「……クロム殿のその耳としっぽは、カランコエ殿のものなのだろう？　もう魔族ということを隠かくす必要はないのに、術を解かないのか？」

　ヴァルトの問いにクロムは返事をしなかった。ただぎゅっと響を抱き締める。

「見たところ随分とカランコエ殿の魂たましいに影えい響きようを受けてしまっているようだ。後々のために早めに解いておいた方がいいと思うぞ」

　酔っているのだろうか、クロムは。いつにも増して引っつき虫になってしまった男をくっつけたまま、響は食事を続行する。チキンは骨だけ残してきれいに食べ尽つくされた。ふんわりと焼き上げられたオムレツは、トマトの酸味がアクセントになっていて食べ終わるのが惜おしいくらいだ。蜂はち蜜みつ酒が入っていた壺つぼも空になる。

「ごちそうさま！　本当においしかったわ。後片づけは私たちに任せてちょうだい。あなた」

　ディディの妹が立ち上がって皿を重ね始める。促うながされた夫も慌あわてて手伝い始めた。

　ヴァルトが大きく伸びをする。

「そろそろ寝ねるか」

「それじゃあ部屋割り、どうしようか」

　幾いくつもあった寝しん室しつはどれもいい感じだった。響は久しぶりに楓と寝るつもりだった。楓と寝たいというよりも、楓とヴァルトが同室になるのは絶対に阻そ止ししたい気持ちの方が強い。楓の気持ちを聞いて引き離はなすのは諦あきらめたが、同じ屋根の下、弟があの大おお柄がらな獣人と同どう衾きんすることを想像しただけでわーっと叫さけびたいような気分になる。

　あみだくじがいいか、じゃんけんがいいか。提案しようとした時だった。後ろからひょいと軀からだを持ち上げられた。

「それならもう決まっている」

　クロムだ。響を片かた腕うでで抱き上げ、どこかへ連れてゆこうとしている。はっとして見た先では、楓がヴァルトに腰を抱かれていた。

「厭いやだ、下ろせ。今日、僕は楓と寝るっ」

　響の抗こう議ぎは聞き流された。手を突つっ張って下りようとするが、うまくいかない。そうしている間にもクロムは食堂の扉とびらを通り抜ぬけようとしている。

「おい、ヴァルト！　言っとくが、僕はおまえを認めたわけじゃないんだからなっ。弟を泣かせたら許さない。絶対に絶対に幸せにしろよっ」

　──後で思えば、響は結構酔っていたのかもしれない。

　せめてと思って喚わめいている途と中ちゆうで二人の姿は見えなくなった。クロムは機嫌よくしっぽを振ふりつつ廊ろう下かを歩いてゆく。階段を上って入った寝室は大きなベッドが一つしかなく、響は焦あせった。

「おい、ちょ、クロム……!?」

　遠慮がちにもがく響をベッドの上に下ろすと、クロムも膝ひざを乗り上げた。脚を跨またがれた響はおずおずとクロムを見上げる。

　なんだか雰ふん囲い気きがいつもと違ちがう。

「話がある」

　頭一つ分高い位置からじっと見つめられる圧に響は押し潰つぶされそうになった。

　何だろう。何を話したいと言うのだろう。寝台の上で。

　急にクロムの体格のよさが意識される。

　何だか怖こわいような気分に陥おちいり目を逸そらそうとしたのと同時にクロムが動いた。

　すっと身を屈かがめ、頰ほおと頰が擦こすり合わされる。ぱたぱたしている耳が膚はだに当たってこそばゆい。

「なっ、何!?」

　思わず身を引こうとしたものの、いつの間にか骨張った手に両肩を摑つかまれていた。動けない響の耳の下のあたりのにおいがふんふん嗅かがれる。

「ちょっ、こら、くすぐったいぞ」

　身をよじると、クロムが小さく口を開いた。肉色の舌が、響の首筋を舐なめ上げる。

「あ……」

　何かがぞくりと身の裡うちを駆かけ抜けた。喘あえぐ響を見下ろし、クロムが唇くちびるの端はしを引き上げる。

「可愛かわいいな」

「はあ!?」

　一気に熱くなった顔に、響はますます度を失った。

「何言ってんだよ。可愛いっていうのは楓みたいなのを言うんであって、僕ごとき……」

　すっと顎あごがすくいあげられた。すぐ間近からまじまじと見つめられ、響は思わず息を詰つめる。

「響は可愛い。楓より、ずっと」

　笑みを消した生き真ま面じ目めな顔で告げられ、響は──どうしたらいいのかわからなくなってしまった。

　顔は熱いし、全身が心臓になってしまったよう。指先まで脈打っている。

「響。キスしたい」　>>>♥

　何でそんなことを言うんだよ！

　思わずそう叫びそうになり、響はきつく唇を引き結んだ。

　魔ま族ぞくは皆みなそうなのだろうか、それともクロムがおかしいのだろうか。最近まで会話できなかったから知らなかったが、クロムは随ずい分ぶんと朴ぼく訥とつな性質の持ち主らしい。

　目を伏せるどころか睨にらみつけてくる響に困ったように小さく首を傾かしげると、クロムは響の唇をちろりと舐めた。

「響」

　さりさり、さりさり。

　クロムの舌は熱く、やわらかく濡ぬれている。でもその動きはミルクを求める子こ猫ねこのように他愛なく、無心だ。それなのに。

　──どうしよう。勃たって、しまう……。

　下半身に熱が集まりつつあるのを覚え、響は何だか泣きたい気分になってしまった。

　軀がえっちなことをしたいと訴うつたえている。この男にもっと触ふれられたい。コイビト同士でなければしないようなことをしたいと。

　先生や王にされそうになった時、あんなに厭だと思ったのが噓うそみたいだ。

　我が慢まんできなくなり、響は目を伏せた。小さく唇を開くと、がっちりと顎を固定される。

　それから、舌が。

　──あ……。

　ぬる、と粘ねん膜まくの上を滑すべり入ってきたのを感じた瞬しゆん間かん、腰が跳ねそうになった。響は焦る。何これすごく気持ちいい……！

　思いの外深くまで入ってきたやわらかなものが、響の口の中を探さぐる。上顎の裏のざらざらした部分を舐め上げたり、歯は茎ぐきをなぞったり、縮こまった舌をつけ根からくすぐったり……。

「んっ、ん────……」

　自分の口の中が、こんなに敏びん感かんだとは知らなかった。

　思わずクロムの服を握にぎり締しめ縋すがると、腰の後ろに手が回され引き寄せられる。密着してしまった下半身を離そうと、響は小さくもがいた。こんなにぴったりと押し当てられたら、性器が硬かたくなり始めていることがクロムにわかってしまうと思ったのだ。

　でも。

「ん……っ!?」

　自分のより高い位置に、クロムの熱情を感じ取ってしまい、響は震ふるえた。

　クロムのそれは響のより硬く、はっきりと隆りゆう起きしていた。クロムも欲情しているのだ。

　ああ……。

　蕩とろけてしまう。心も軀も。

　口の中でクロムの舌がするりと蠢うごめいた刹せつ那な、腰こしまで響ひびくものを覚え、響は両腕をクロムの首に回した。性器が熱い。膝に力が入らない。

「ん……っ、んう、う、ふ……っ」

　クロムがくちづけの深さを変えるたび、甘えたような声が漏もれてしまうのが恥はずかしい。

「響……」

　キスをほどくと、クロムは響を押し倒した。己おのれも寝台の上に上り、両りよう脇わきに手を突く。

「俺の気持ちはもう知っているな」

　淡たん々たんと確かく認にんされ、逆に響の方がそわそわした。

「あっ、う、まあ……」

「響は、もし元の世界に帰る方法が見つかったら帰るつもりか？」

　ここでそれを聞くかと思ったが、クロムの真しん剣けんな顔を見た響は思い直した。もし帰ると答えたなら、これは一時の戯たわむれとなる。

「帰る方法があるのか？」

「女め神がみさまにお会いした時に頼たのめば、きっと」

「ん？　女神と会えるのか!?」

　お祈いのりをするとか神しん託たくを受けるとか、そういうことのためにここに来たのだろうと思っていた響は驚おどろいた。同時に少し淋さびしい気持ちにもなる。

「そうか。僕は帰れるかもしれないんだ」

「帰るな」

　響はシーツの上、クロムを見上げた。

　この男は今、何て言った？

「……帰らないでくれ、響」

　真剣に言い募つのられ、心臓がきゅうっと苦しくなる。

「何を言っているんだよ。僕は魔族を滅ほろぼすために召しよう喚かんされた勇者だぞ？　この世界にはいない方が魔族も安あん泰たいなんじゃないか？」

「響は俺などいらないのか？」

　へたりと黒猫の耳が寝ねる。うっすらと眉み間けんに皺しわを寄せ訴える男を、響は不覚にも可愛いと思ってしまった。

「何の義務も負わぬ身であるなら追いかければいいが、俺は皇子だ。人族との戦いくさの最中だというのに消えるわけにはいかない。……帰らないでくれ」

　ここで響は思い出す。この男が魔族の皇子であることを。

　──僕は、今、凄すごいことされてるんじゃないか……？

「ディルバ王には、襲おそってくる魔族から助けてくれ的なことを言われたけど、本当のところはどうなっているんだ？」

　クロムの表情が変わった。

「……我われ々われは人族の暴ぼう虐ぎやくから仲間を守ろうとしているだけだ」

　唇がめくり上がり、牙きばが覗のぞいている。いつもの無表情が噓のように鮮あざやかな憤ふん怒ぬの表情から、響は目を離はなせない。

「人族は何のために魔族にちょっかいを出すんだ？」

　金色の瞳ひとみがぎらぎらとした光を放った。

「魔族は人族より遥はるかに多くの魔力を持つ。魔力は血と共に全身を巡めぐっている。人族はこれを、勇者召喚を始めとする大がかりな魔術に使う」

　ということは、隠かくし通路の存在を響に教えてくれたあの血は──。

　響は身震いした。

　何て恐おそろしいことを考えるのだろう、あの王は。手加減などせず、城ごと粉々にしてやればよかった。

「人族の欲は深い。放ほうっておけば際限なく仲間を攫さらってゆく。俺は同どう胞ほうを守らなくてはならない。でも、響も失いたくない」

「勇者の力があれば、戦いも有利に運ぶだろうしね」

「響を戦場に行かせる気はないぞ」

「え」

　響は目を見開き、上に覆おおい被かぶさる男の顔を見上げる。

「響はいかなる生き物も傷つけたくないのだろう？」

　でも、それでは一体何のためにクロムは響にいて欲しいのだろう。

「それじゃあ僕は何の役にも立たない」

「役に立つから帰るなと言ったわけではない。傍そばにいて欲しいんだ」

　とくりと胸が鳴った。

　それってつまり。単純に、純じゆん粋すいに。

「好きだ」

「でっ、でも、僕は勇者だ……！」

　クロムはよくても、他ほかの魔ま族ぞくたちはどう思うだろう。アウルはクロムの手前か厭いやそうな顔を見せなかったが、皆が皆そうであるわけがない。勇者という存在に嫌悪感を示す者は必ずいる。そういうこともこの男は考えて、その上で『好き』だと言ってくれているのだろうか。

　──それって、相当の覚かく悟ごがいることじゃないか？

　クロムの耳がぱたぱた動き、肘ひじが折れる。元々吐と息いきを感じるほど近かった距きよ離りがなくなり、とっさに横を向いた響の髪かみに鼻先が埋うずめられた。

「それがどうした。俺のものになれ、響」

　また下腹部が重なる。押し当てられた熱ねつ塊かいに息を吞のんだ響のシャツを、クロムの手が引っ張ってズボンから抜ぬいた。直接膚はだに触れられた響は手足をばたつかせようとして、シーツの上に押さえ込まれてしまう。

「ごっ、ゴーインだぞ！」

「厭なら逃にげろ」

　また唇くちびるが塞ふさがれ、舌がねじ込まれる。深く、熱く、くちづけられ、響は膝ひざを立てた。

　──キスで黙だまらせようとするなんて、ずるい……！

　口の中の粘膜から腰まで直接神経が繫つながっているみたいだった。

　ぬるりと粘膜を擦こすり合わされるたび、猥みだりがましい官能が搔かき立てられる。熱くいきり勃たってしまったアレが本能の赴おもむくままこの男と淫らな行こう為いに耽ふけりたいと主張してやまない。

　獣けものじみた衝しよう動どうに理性が突つき崩くずされそうだった。こんなにもシたいと思ったのは初めてだ。

　無意識に腰をしゃくりあげてしまう。クロムに下半身を擦りつけてしまってから、響ははっとした。

　──何をしているんだ、僕は……！

　気づかないでくれればいいのに、クロムはキスをほどき、まじまじと顔を覗き込んできた。唇の端はしが緩ゆるく上がっているのを見た途と端たん、かーっと頭に血が上る。

「は……は……は、離せっ、ばかっ」

　いきなりジタバタともがきはじめた響に、クロムは目を見開いたものの逃がしてくれるほど甘くはなかった。片かた腕うででしっかりと腰を抱き込んでズボンを下着ごと太ふと腿ももまで引き下ろすと、もう一方の手で響の既すでに興奮しきっていたペニスを扱しごき始める。

「あ……、や、厭……っ、あ、ああ……っ」

　指が長くてどこか優美さを漂ただよわせながらも男らしく大きなクロムの手が、充じゆう血けつし先端を淫いん液えきで濡ぬらしている自分のモノを煽あおっているのだと思うだけで、頭の芯しんが灼やけそうだった。

　キスだけで張り詰つめてしまっていた響のモノは簡単に限界を迎むかえようとしている。クロムにもそれがわかっているのだろう。金色の目が抑おさえ切れない喜き悦えつを湛たたえ、響のモノを映している。

　ああもう出る、出てしまう。クロムが見ている前で、出して、しまう……。

「ひい……ん……っ」

　手の甲こうをきつく口元に押しつけ、響は仰のけ反った。尿によう道どうを熱い液体がせり上がってゆくのがはっきりと感じられた。

　響も若い男だ。何度となくそこを慰なぐさめ、放ったことがある。

　でも、射精とはこんなにも気持ちいいものだったろうか。

　下半身が蕩とろけそうだった。前だけでなく後ろまで、ひく、ひくと痙けい攣れんしている。意識が朦もう朧ろうとして、だらしなく開いた膝を閉じることすら思いつかない。ただただ快楽の余よ韻いんを嚙かみ締しめる。

「可愛かわいい……」

　片膝が担かつぎ上げられ、膝が大きく割り開かれる。白い液体に塗まみれた指先に感じやすい足の間をぬるりとなぞられ、響はまた腰こしをひくつかせた。

「や……」

　達したばかりで、自分でも驚くほど感じやすくなっているペニスを、双そう球きゆうを悪戯いたずらされる。指先がぬるぬるとよく滑すべるせいだろうか。それとも羽根でくすぐるようなごくソフトな触さわり方のせいだろうか。甘やかな快楽に響は簡単に陥かん落らくした。

「ん、ン……っ、あ、そこ。そこ、や……っ、は、ん……っ」

　気持ちいい。

　蕩けた表情に、クロムも目元を緩める。再びぬるみ始めた鈴すず口ぐちにクロムの親指の腹が当てられたのを感じ、響は唇を嚙んだ。

　まずい。そこはとりわけ感じやすいのに。

　すりり、と指の腹で擦り上げられる。ひくくっと腰が震ふるえた刹せつ那な、尻しりににゅくっと何かがねじ込まれた。

　────！

　不快な異物感に桃もも色いろの雲の上から突き落とされたような衝しよう撃げきを覚え、響はきっとクロムを睨にらみつける。

「なに、す……っ」

「慣らす。力を抜け」

『力を抜け』なんて、簡単に言ってくれる。内臓が搔き回される不快感に脂あぶら汗あせまで浮ういてきたのに。

「や、だ。ぬ、け……っ」

「痛い、のか……？」

「それ以前に、勝手に人の尻に指突っ込むな……！」

　男同士の行為だとそこを使うことくらい、響だって知っている。先生とつき合っていた時だって、漠ばく然ぜんといつかはそういうことをするのだと思っていた。だが、現実に直面してみると、想像していたのとまるで違ちがった。

　指の感覚が生々しい。内臓をいじくりまわされるということ自体怖こわい。

　無理だと思った。いつかはする日もくるかもしれないが、それは今日じゃない。今はとにかく無理！

　クロムは優やさしい。厭だと言えば抜いてくれると思ったのに。

「俺には抱だかれたくないか」

　怒おこったような声に軀が竦すくむ。

「俺っていうか、誰だれだって────あ、あっ！」

　さらに蕾つぼみをこじ開けられる感覚に、響は言葉を息を吞んだ。抜いてくれと言っているのに、さらに指を突っ込まれたのだ。

「や、あ……っ」

　長い指が奥まで入ってくる。

　内ない壁へきをやわらかく揉もむように、指先が蠢うごめく。

「て、めっ、やだって、ってんの、にぃ……っ」

　両手を突っ張ってクロムの胸を押すが、クロムもまたしっかりと響の腰を抱かかえ込んで離はなさない。

　響が生白い尻と太腿を露あらわにしているのに対し、クロムはいまだ黒衣を纏まとったままだ。

　──なんで僕だけ膚を晒さらして……っ。

　恥はずかしいようないたたまれないような気持ちが湧わき上がってくる。拳こぶしを握にぎり締め、殴なぐろうとすると、クロムはぐっと伸のびあがった。

　唇が塞がれる。

　三度目のキスは荒あら々あらしく、貪むさぼるようだった。先刻ほど甘やかに感じ入ることはできない。その代わりに。

　────あ……？

　尻の中が熱くなってきた。

　苦しいのは苦しい。

　恐きよう怖ふも依い然ぜんある。

　だが、クロムの指に或ある一点を押し込まれると、えも言われぬ感じがする。

　──あ、また……。

　にゅくく、と刺し激げきされ、甘やかな痺しびれがじいんと下腹部に広がった。びくりと手足が跳はねそうになる。

　──ここが僕の感じる場所なのか……？

　ここをクロムのアレで突かれたらどんな感じがするのだろうと思った時だった。もう一本、指がねじ込まれた。

「──────っ！」

　一本の時は余よ裕ゆうがあった。二本でも、まあ、何とか耐たえることができた。でも、三本も入れられたら、響の蕾はぎちぎちだった。はらわたが破られてしまいそうで怖い。でも、それ以上に問題だったのは、先刻まではごく優しく押される程度だったソコがぐうっと圧あつ迫ぱくされてしまうことだった。

「ん、ん────っ」

　強すぎる刺激に、響はのたうつ。とてもじっとなどしていられない。

　抵てい抗こうされているのだと思ったのだろう。クロムの拘こう束そくが強くなった。乱暴に尻の中を抉えぐられる。

「んっ、んっ、んん────！」

　やめて欲しいと言いたくても、口を塞ふさがれていては無理だ。

　気持ちよすぎて、死ぬ……っ。

　足の指がきゅうっとシーツを巻き込む。腰が浮き、蕾がクロムの指を締めつける。

　──と、クロムがいきなり顔を上げ、指を引き抜ぬいた。

「くそっ。もう我が慢まんできん。響を抱く。絶対にヤマセンなどという奴やつのもとには帰さない」

　膝ひざに纏わりついていたズボンと下着が邪じや魔まだとばかりに引き毟むしられる。膝裏が押し上げられ、あられもない格好を取らされている間、響は抵抗もせず呆ぼう然ぜんとクロムの顔を見上げていた。

　──ヤマセン？　別にもう恋こい人びとでも何でもないんだけど、気にしていたのか？　もしかして急に乱暴になったのは、ヤマセンにはさせていたのに自分は拒きよ否ひされたと思ったから？　僕がまだヤマセンのことを好きだと思って、嫉しつ妬として──？

　────可愛い。

「あ……っ」

　熱いものが蕾に押しつけられる。圧を感じると同時に入り口が大きく押し開かれるのを感じ、響は喘あえいだ。

　クロムが、入ってくる。

　圧迫感は指以上だ。でも、クロムが自分に感じてくれている欲の具現だと思うと愛いとおしくなくもない。

　ゆっくり腰を進めるクロムの背後で、長いしっぽがうねっている。張り詰つめた動きにクロム自身の緊きん張ちようを感じ取った響の口元が綻ほころんだ。

「くろ、にゃん……」

　小さな声で名前を呼ぶと、すりりと頰ほお擦ずりされる。

「好きだ」

　酷ひどく苦しそうな呟つぶやきがじんと胸に沁しみ入った。この男は強ごう引いんにことに及およんだことを心苦しく思っているのだ。

　可愛いだけじゃない。優しい男。

　根元まで響の中に収めたクロムが小さく息を吐はき、こめかみにくちづける。古傷の残る膚はだは汗ばんでおり、触れるととても熱い。

「あの」

　響はクロムの可愛さを更さらに堪たん能のうするため、鎌かまをかけることにした。

「お願いだ、優しくしてくれ。こんなことをするのは、初めてなんだ」

　クロムの猫ねこ耳みみとしっぽがぴんと立った。

「……初めて、だと？　前の恋人とは……」

「してない。できなかったんだ。怖くて」

　天鵞絨ビロードのような黒い毛がぶわっと逆立ったのが、はっきりとわかった。

「だから……」

「優しくする」

　頰に触ふれる指が震ふるえている。響の胸の内はこの可愛かわいい男への愛しさでいっぱいになった。

　初めてがクロムとでよかった。クロムが好きだ。

　律動が始まる。響の軀からだを気き遣づかっているがゆえだろう、様子を窺うかがうような優しい動きに、響は苦痛を感じずに済んだ。

　まるで海の波に揺ゆられているようだと思う。

「ん……もう少し奥、来て。……っ、そう、そこ。そこ、凄すごく、いい……」

　気持ちいい場所をいっぱい突ついてもらう。

　悪魔みたいな姿をしているのに、響が恋した魔族は優しくて……初めてなのに響は気を遣やるほど感じ入ることができた。
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「お待たせいたしました。女め神がみさまの準備が整いました。大教会へお越こしください」

　ナナが響たちが滞たい在ざいする館やかたを訪おとずれそう言ったのは、大教会に到とう着ちやくして十日目のことだった。

　楓が整えてくれた食しよく卓たくを囲み舌した鼓つづみを打っていた響は、口の中のものを吞のみ込むと表情を引き締しめる。とうとうすべてのことに決着をつけられるかもしれない日が来たのだ。

　大急ぎで身なりを整えて大教会へと向かう。見上げるような高さのある壮そう麗れいな扉とびらを潜くぐると、広大な空間には床ゆかに固定されたベンチが並んでおり、中央を赤い絨じゆう毯たんを敷しいた通路が貫つらぬいていた。通路の突き当たりにある花が飾かざられた大きな祭さい壇だんに、十歳にもならないような幼女が座って足をぶらぶらさせている。

　あんなことをして不敬にあたらないのだろうかと心配になったけれど、一行を左手側のベンチへと案内するナナに気にする様子はない。

「こちらで少々お待ちください」

　そう言いおいてナナが消えてしばらく後、再び大教会の入り口を潜る人々がいた。

「あっ」

　魔術師が小さな声を上げる。やってきたのはディルバ王一行だった。向こうも響たちがいるとは思っていなかったのだろう、殺気立つ。武官の何人かが肩かたを怒いからせこちらにやってこようとしたが、案内役の神職によって止められた。険悪なやりとりの末、王たちは響たちがいるのとは反対の右手側のベンチに落ち着く。

　途と中ちゆうから退たい屈くつそうに祭壇の上に寝ねそべり始めていた幼女が神職に声をかけられて起き上がった。

「十年も経たたぬうちに三み度たびも起こされるとは前代未み聞もんじゃな。なんぞ我われに申し立ての儀ぎがあると聞いたが、なんじゃ」

　王城の食堂の天井に描かれていた女神像と全然違うが、どうやらこのいかにもいとけない子が女神らしい。

　大きな桃もも色いろの花で飾られた長い髪かみは銀色、くりくりとした青い色の瞳ひとみを持つ幼女の声こわ音ねは舌足らずでありながら尊大だ。ディルバ王側で誰かが立ち上がったが、神職に制された。

　響が立ち上がり、祭壇の前へと進み出て跪ひざまずく。

「僕は響。ディルバ王国によって召しよう喚かんされた勇者です。双ふた子ごの弟の楓も同じく、意に反して異世界から連れて来られました」

「む」

　幼女が決まり悪そうな上目遣いになった。

「す、すまぬの。召喚対象は我の力と相あい性しようがよい者から無む作さく為いに選ばれることになっておるのじゃ……」　>>>♥

「召喚そのものに対しても言いたいことがありますが、今回は、僕たちを召喚するにあたって女神さまに虚きよ偽ぎの申し立てが行われたということを知っていただきたくて参上しました」

「何じゃと？」

　王側の陣じん営えいから怒ど号ごうが沸わく。大声を上げて告発を搔かき消そうという子供っぽさの透すける行為に、響は呆あきれた。

「どのような虚偽じゃ。申してみよ」

　幼女は祭壇の上、腹ばいになって頰ほお杖づえを突いた。

「ディルバ王は魔族によって人族の生存が脅おびやかされていると言ったようですが、実際に危害を加えているのはディルバ王国の方です。魔族は武官たちによる組織的なかどわかしに抵抗しようとしているだけで罪はありません」

「なんじゃ、そうなのか？」

　幼女が両手を突っ張って上半身を持ち上げる。神さまなのにすべてを把は握あくしているわけではないのだろうか。

「魔族だけでなく獣けもの人びともまた人族によって迫はく害がいされています。これ以上いたましい犠ぎ牲せい者しやが出ないよう、どうか女神さまにお力ちから添ぞえ願いたい」

「ほう、ほう。ちょっと待て。今、調べるからな」

　祭壇の縁ふちに座り、足を垂らした幼女が宙を見つめる。その瞳が、揺れた。

　響の膚が粟あわ立だつ。

　まるでバグを起こした機械仕かけの人形のようだった。凍こおりついたあどけない顔の中、目だけが動いている。

　しばらく経つと、幼女はまた唐とう突とつに動き出した。

「なるほど、おぬしの言う通りじゃ。こら、ディルバ王。おぬしはなんと酷むごい仕打ちをしてくれたのじゃ！」

「女神さま、騙だまされてはなりません！　獣人は我らが必要とする銀を秘ひ匿とくし、決して渡わたそうとしないのです。我らとて仕方なく……」

　幼女がきょとんと目を瞠みはる。

「むむ、そうなのか？」

　それまで黙だまって腕うでを組んで座っていたヴァルトが、ベンチから立ち上がって咆ほう哮こうした。

「ふざけるな。交こう渉しように応じようとしなかったのは貴様らであろう。一体どれだけの者が理り不ふ尽じんにも人族に襲おそわれ、銀と命を奪うばわれてきたと思っている！　奴ど隷れいに堕おとされた者についてはどう言い訳する気だ！」

「奴隷じゃと!?」

　女神さまの瞳がまた中空へと向けられる。

　ぞっとするような振しん動どうが繰くり返された。あまりに高速であるために青い瞳がぶれて見える。

　しばらく後、幼女はまた生気を取り戻もどし、頰を膨ふくらませた。

「なんと、獣人の申し立ての方が正しいではないか！」

「女神さま！」

　ディルバ王の陣営が不満そうな声を上げるが、幼女は耳を貸さず、祭壇の上で地団太を踏ふむ。

「女神さま、ではない！　おぬしらの申し立てを聞き入れた我が馬ば鹿かみたいではないか！　神に噓うそをつくのは大罪なんじゃぞ！　奴隷は解放し、奪った財は返せ。ディルバ王国の者は今後一いつ切さい獣人と魔ま族ぞくに手出ししてはならん！　人族と同等に扱あつかうのじゃ」

「もし言いつけを破ったら、どうなさいますか？」

　ナナが穏おだやかに問いかけつつ、幼女の裁定を書きつけてゆく。

「そうじゃのう。うむ、破った数だけ慰い謝しや料りようとして、王の宝ほう物もつを没ぼつ収しゆうするのはどうじゃ」

「何だと!?」

　響が召喚された時や、楓が王城に現れた時も場を仕切っていた、偉えらそうな老人が何とか罰ばつを軽減してもらおうと足搔あがく。

「獣人や魔族への手出しは、王命によるものだけではありませぬ。すべてを王が贖あがなうのは理不尽ではござらぬか？」

　幼女は腰こしに手をあて、ふんすと鼻息荒あらく言い放った。

「たわけが。下々にまで命令を浸しん透とうさせ守らせるのが王というものであろう。これは、罰じゃ。亜あ人じんたちへの贖しよく罪ざいだと思ってきりきり励はげめ。言うておくが、宝物庫に入れなければ没収されぬわけではないぞ。王にとって宝と思われるものは何でも没収対象じゃ！　人でも、物でも、土地でもな」

　──うまく、収まりそうだ。

　響はほっと胸を撫なで下ろす。

　それにしても、何という世界だろう。神が実在し、直接話をすることができるとは！

　無神論者が当たり前にいるような世界からやってきた響にとって目の前で繰り広げられる光景はまるで夢物語だ。

　幼女にしか見えない女神は、裁定を下すと祭壇から飛び下りた。跪いたままの響の前にちょこんとしゃがみ込む。

「必要もないのに召喚してすまなかったのう。おぬしさえよければ元の世界に戻してやるぞ。どうする？」

　ぴんと空気が張り詰つめる。響は目の前の幼女をまじまじと見つめた。

　不意打ちされたような気分だった。ずっと帰るつもりで方法を探していたはずなのに、どう返事をしようか迷う。

　元の世界こそが、響のあるべき世界だ。この世界はとにかく食事がまずくて、楓がいなければまともなものにありつけないし、その楓はヴァルトという獣人と恋こい仲なかのようでいつまで一いつ緒しよにいてくれるかわからない。物ぶつ騒そうで、わからないことだらけで、女神だの魔法だのといったものまであって、とても平へい穏おんには暮らせそうにないけれど。

　──でも、向こうの世界に彼はいない。

　響がちらりと背後を窺うかがうと、クロムが食い入るような目で響を見ていた。

　与あたえられた館やかたで過ごした十日間で、響はクロムがどんなに優やさしいか、クロムに愛されるとどんなに幸せな気分になるか知った。魔族の皇子サマのくせにクロムが自分に深く気持ちを傾かたむけてくれていることも。

　この世界にはコンビニもファミレスもなくて不便だ。元の世界を自分はこれからも恋しく思い続けるだろう。でも、クロムに代わる存在など、どこをどう探したところでいるわけないから。

　──クロムの、傍そばに。

「迷っておるなら保留にしてもよいぞ」

「あ、ではそれで」

　だがまあ、選せん択たく肢しは多い方がいい。響は女め神がみさまの提案に即そく答とうした。
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　大教会を辞すとアウルだけが一足先に魔族の国に戻り、響たちは獣人たちの暮らす街、『夜の彼方かなた』へと向かった。楓は当然のようにそこに帰ろうとするし、響もまた、楓が暮らしてきた街がどんな場所か知っておきたかったからだ。

　──まだ、この獣人との仲を認めたわけじゃないけど。

　往おう生じよう際ぎわ悪く足搔いてはいるが、十日も同じ館で暮らし響もさすがにわかっている。大切な双子の弟が既すでに獣人とわりない仲であることくらい。

　──うう……っ。

　三日目、まだ宵よいの口に弟を訪ねて、扉とびら越ごしにあらぬ気配を察知してしまった響は膝ひざが崩くずれるほどのショックを覚えた。クロムが見つけて運んでくれなかったら、朝までその場でへたり込んでいたに違ちがいない。

　可愛かわいい楓があんなごっつい体格の獣人にいいようにされているのかと思うと悔くやしいやら可哀かわい想そうやらで響は口も利きけなくなってしまったが、クロムにベッドに引きずり込まれあらぬ部分をいいこいいこされているうちに、怒いかりはうやむやになってしまった。

　いや、違う。楓もまた、響がクロムに抱だかれる時と同じ幸福をあの男から得ているのかもしれないと思ったら、怒おこれなくなってしまったのだ。

『夜の彼方』まではまだ遠いらしい。深い森の中を進む。木の根や岩で足あし下もとが悪くよろめくと、手を摑つかまれた。

「クロム……？」

　涼すずしい顔で平然と手を引いてくれる。別に男同士で手を繫つないでいるからといってとやかく言うような者はここにはいないけれど、堂々とした態度には恐おそれ入る。

　──城でもこんな風に、しれっと手を差し伸のべてくれたんだよな……。

　ふっと顔を綻ほころばせ、手を繫いだまま歩く。森の中を歩くのは大変だったが、途と中ちゆうでヴァルトが呼び寄せた獣けもの人びとたちが待っていて、獅し子しの姿に変へん化げし背中に乗せてくれた。足場が悪く苦く闘とうさせられた森を飛ぶように走り、目立たない位置に開口していた洞どう窟くつに走り込む。迷めい路ろのような洞窟内部は、もし自分で歩かねばならないとなったらどれだけかかるかわからないほど広大だったが、獅子たちは危なげなく正しい道を通り抜ぬけ、深い谷に抱いだかれた隠かくれ里へと響たちを誘いざなってくれた。

　洞窟の入り口では、獅子の子たちが待ち構えていて、楓を乗せたままのヴァルトが陽光の下へと走り出るなり飛びついてくる。

「じーり！」

「じーり、じーり、かえで！　かえってくるの、おそーい。いあ、まちくたびれちゃった」

「ジーリ。この子たち、お父さんが帰ってくるのを今日か明日あしたかとずーっとここで待っていたんですよ」

　楓が背から下りるなり、両手で足りないほどの獅子の子たちにじゃれつかれ、黒獅子がごろんと横になる。もふもふにもふもふを重ねたような光景には実に心癒いやされるものがあったが、響ははっとした。

「お父さん!?　おまえ、子持ちだったのか!?」

　詰め寄ろうとする響の腹に、すかさずクロムの腕うでが回される。

「違うよ、響。ヴァルトは孤こ児じを引き取っているんだ。ここにいる子たちに、本当にヴァルトの血を引いている子はいないから。殴なぐる必要全然ないからね」

「……本当に？」

　孤児だと言われても響の目に獅子たちは、多少毛色が違う以外は皆みなそっくりに見える。本当だろうかと渋しぶい目で巨きよ大だいな毛玉を観察していると、ズボンを引っ張られた。

「……かえでがふたりいる……」

　目を丸くした獅子が二匹ひき、響の足下にぺたんと座り込んで目を丸くしている。一匹の前まえ肢あしの爪つめが響のズボンの裾すそに引っかかっていた。

　呟つぶやきを聞きつけた他ほかの獅子の子たちも響の存在に気がつき、楓と交こう互ごに見比べる。

「ほんとだ。かえでだ」

「かえでがふたりいるっ。どーして？」

「ふたりともいあたちのらーだお母さんになるの？」

　ずいっと前に出て、獅子の子たちの疑問に答えたのはクロムだった。

「ならない」
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『夜の彼方』には一週間ほど逗とう留りゆうした。魔ま術じゆつ師しディディと妹夫ふう婦ふは、ディルバ王国に戻もどるとどんな目に遭あわされるかわからないということで、当分の間『夜の彼方』の世話になることにしたらしい。幸い『夜の彼方』には世話になっている人族の魔術師が他にもいて、彼らは抵てい抗こうなく受け入れられることができそうだった。

　いい選択だと思う。『夜の彼方』は僻へき地ちにある割には快適だ。風ふ呂ろはかけ流しの温泉だし気候は温暖。一家族ごとに与えられた家は作りこそ簡易だが不足はない。

「はー、いいお風呂だった」

　明日には『夜の彼方』を発たつという夜、風呂を使わせてもらい毛皮を敷しき詰めた獣けものの巣のような寝ね床どこに腰こしかけて髪かみを拭ふいていると、クロムもやってきて後ろから響を抱き込んだ。響の肩かたに顎あごを乗せ、ごろごろと喉のどを鳴らしながらしっぽの先でしたんしたんと寝しん台だいを打っている。

「いい街だったな。山奥だけど、獣人たちは案外友好的だし。獅子の子は可愛いし。何よりご飯がおいしい」

　楓が覚えている限りのレシピを伝授したらしい。『夜の彼方』で出された食事はすべてがおいしかった。ずっとこの街で暮らしていたいと思ってしまうほどだが、クロムは魔族の皇子だ。そういうわけにはいかない。

　出立時には獣人の代表も同行することになった。クロムにとってはただの帰郷だが、獣人はこれを機に、ほとんど交流がなかった魔族と友ゆう誼ぎを結ぶつもりらしい。

「ところで実家に戻るのにくろにゃんの姿のままでいいのか？」

「……」

「何で黙だまるんだ？」

　片腕でクロムの頭を抱くようにして耳を摘つまむ。黒い天鵞絨ビロードのような毛で覆おおわれた猫ねこ耳みみは癖くせになりそうなほど触さわり心地ごこちがいい。

「俺たちの姿は、おまえたちの世界のアクマとやらと同じなのだろう？」

「だから？」

「厭いやでは、ないのか？」

　響は髪を拭いていた布を放ほうり出した。

「いや？　どうしてだ？　どっちかっていうと、かっこいいと思うけど」

「かっこいい、だと……？」

「うん」

　かつて、魔族を悪魔のように忌いまわしい存在なのかと思いかけた時があった。あの時のことをクロムは覚えていたのだろうか。そして気にしていた？　そのためにずっと猫耳にしっぽという姿でいたのか？

　なんて可愛い男だろう。

　響は軀からだの向きを変え、クロムの首に両腕を回す。

「猫耳のクロムも可愛いけど、クロムの本当の姿もよく見てみたい」

　シャツの裾からクロムの手が滑すべり込んできて、素す膚はだに触ふれた。

「……いいのか？　本当に。本来の姿に戻って」

「もちろん」

　クロムが目を伏ふせる。纏まとっていた術が霧む散さんし……子猫の牙きばがぽろりとシーツの上に落ちた。

「おお」

　響は目を輝かがやかせる。

　猫耳のあった場所には黒光りする角がそそり立っていた。ふさふさとしていたしっぽからはつるりとした質感に変わっている。

「角、触ってもいいか？」

「……ああ」

　響はそっと根元は太く先せん端たんは鋭するどく尖とがった角に触れた。

「へえ、すっごく硬かたいんだね。それに、雄お々おしい。……クロムのアレみたいだ」

　触しよつ覚かくがあるのだろうか、ないのだろうか。どっちでもいい。ふふ、と笑いながら思わせぶりに根元から先端まで指でなぞってみると、腰を摑んでいた腕に力が籠こもった。視界がぐるりと回り、寝床の中央に押し倒たおされる。

　欲の滲にじむ金色の目に見下ろされ、軀の芯しんに火が灯ともる。非人間的なほどに整った顔といい、黒々とした角のシルエットといい、本当に悪魔に襲おそわれているみたいだ。

「クロム……」

　クロムの手が太ふと腿ももを摑む。何気なくその手を見て、響は瞠どう目もくした。爪が長い。気のせいだろうか、ナイフのように鋭そうだ。

　響が何を見ているのか気づいたクロムが薄うすく笑い、人差し指の爪を立てた。ウエストから太腿を撫なで下ろすと、決して薄くないズボンの生き地じが下着ごとすっぱりと切り裂さかれる。

「え……え……っ？」

「誘さそったのは響だ。今からなしはなしだ」

「なしとか、言わないけど……っ」

　襤褸ぼろになったズボンが果物の皮を剝むくように開かれ、露あらわになった局部に、響は普ふ段だんとは違ちがう羞しゆう恥ちを覚えた。

　──何このプレイ……！

　爪が当たらないよう注意深く響のペニスを摘まんだクロムが舌を伸のばす。

　──あ、長い……？

　クロムの舌は明らかに長さを増していた。何だか本当に悪魔っぽい。そんな舌でペニスを舐なめ上げられ、響は身み震ぶるいした。

「あ……」

　よく見れば、犬歯も猫であった時より鋭くなっているようで怖こわい。無意識に腰が逃にげを打とうとするが、クロムは響の太腿を押さえつけると、割れ目から張り詰つめ始めた双そう球きゆう、それから鈴すず口ぐちまでねっとりと舐め回し始めた。

「あ……っ、噓うそ、や、やだ……あ、あ……っ」

　目の前にいるのは確かにクロムなのに、いつもと感じが違う。知らない人に触れられているかのように膚がぴりぴり緊きん張ちようして、クロムの舌使いの一つ一つまで敏びん感かんに感じ取ってしまう。特に蕾つぼみに舌先を突つき立てられくじられると、きゅんと中が収縮した。

「ここがひくひくし始めた。……中に、欲しいのか？」

　折った指の関節で蕾をぐりぐりと押され、響は小さく口を開いて喘あえいだ。

　クロムに優やさしく、だが念入りに仕込まれ、響のソコは欲情すると雄おすを求めて切なくひくつくようになってしまっていた。クロムの目いっぱい張り詰めた剛ごう直ちよくを頰ほお張ばりたがっている。

　それなのにクロムはいつものように準備に取りかかることなく、響の前で尖った爪つめの並んだ指を曲げたり伸ばしたりして見せた。

「とはいえ響の腰は細い。慣らさねば俺のは入らないし、この指では慣らすことができない」

「あ……」

　確かに、今のクロムの爪は凶きよう器きだ。

「だが、この指なら入る……」

　手を取られ、指にキスされて、響は呆ぼう然ぜんとした。もしかしてクロムは自分で後ろを慣らせと言っているのだろうか!?

　そんなの無理だと思う。でも、中はもう熱く疼うずいている。ここでやめたりなんかしたらきっと、気が変になってしまう。

　クロムの手は響のよりずっとごついし、指も長い。あれが入るなら響の指など訳なく入る……ような気がする。

「さあ、響」

　下半身に残っていたズボンの残ざん骸がいが取り除かれ、膝ひざ裏うらが押し上げられる。

「や……っ」

　有う無むを言わさず秘部をさらけ出させると、クロムは割れ目に親指を添そえ、慎つつましやかに閉じていた蕾を押し開いた。

　──なんてことをするんだろう。

　あんまりにも恥はずかしくて唇くちびるが震える。でも、中の疼きは先刻より強くなってきたようだった。勃ぼつ起きしかかっていたペニスも角度を増している。

　──しんじられない。どうして……。

　アソコにクロムの視線を感じる。

　──熱い……。

　弄いじられて感じることをすっかり覚えてしまった肉の狭はざ間まがにゅくにゅくと刺し激げきされたくて、うずうずしている。

　でも、クロムの見ている前で、自分で指を入れて、慰なぐさめるなんて……。

　今にも切れそうな理性の糸を、なんとか結び直そうとした時だった。クロムが足の間に顔を近づけ、ふうっと息を吹ふきかけた。

　若わか鮎あゆのように軀が跳はねる。

　──一いつ瞬しゆん、イくかと思った。イけるような刺激では、全然なかったのに。

　飢き餓が感かんが強くなる。もう我が慢まんできない。

「さあ、指を入れるんだ、響。乱れて、ねだれ。俺が欲しいと」

　響の指先が伸び、きゅっと絞しぼられた蕾の中に滑り込んだ。

「あ……！」

　さっき舐められたせいで、響のソコはねっとりと潤うるんでいた。本来の姿に戻もどったクロムの唾だ液えきは人間のものとは違うようだった。粘ねばりがあって、なかなか乾かわかない。おまけに滑りがいい。

「あ……あ……っ」

　クロムの目前で深く指を埋うずめ、感じる場所を探す。

　己おのれの蕾の中は、思ったよりやわらかく、あたたかかった。肉々しくって淫いん猥わい。ここをクロムのあの剛直が行き来して快感を与あたえてくれるのだと思うだけで、肉が熱く蕩とろけるような気がする。

　きゅうっと爪つま先さきが丸まる。

　気持ちいいけど、何か足りない。指を増やして腰こしをくねらせ、響は己の中に隠かくされた快楽の泉を探求する。

「そうだ……自分で腰を振ふった方が、感じるだろう？」

　クロムの言う通り、自分で腰をしゃくりあげるようにして指を肉の狭間で扱しごき上げる方がいい。

　──でも……。

　自分から足を開き、尻しりを強く締しめながら、響は潤んだ目でクロムを見つめた。

「クロムがしてくれた方がいい……」

　あの長い指で。優しくでも容よう赦しやなく快楽を搔かき出される時ほどの快楽はどうやったって得られない。もっともっと気持ちよくなりたいのに……。

「……ちっ」

　クロムが舌打ちした。

「指を抜ぬけ」

　まだ慣らしが足りないとわかっていたけれど、響ももう待てなかった。やわらかな肉の洞うろから指を引き抜き、クロムの首に縋すがる。黒いシャツを着たままの男がのしかかってきて、待ち望んでいた洞に灼しやく熱ねつの楔くさびが撃うち込まれた。

「あ…………っ！」

　きつい。でも、信じられないほど気持ちいい。

　ばさりという音と共に影かげが落ち、見上げると、クロムの背に巨きよ大だいな黒い羽が広がっていた。

　これが、魔ま族ぞく。

　激しく穿うがたれ、響は苦し気な鼻声を漏もらす。だが、感じているのは苦痛ではない。悦えつ楽らくだ。その証しよう拠こに、クロムの動きと共に揺ゆれている響のペニスは萎なえる様子もない。いっぱいに張り詰め、とろとろと蜜みつを溢あふれさせてさえいる。

「クロっ、クロム、だめ。あ、あ、あ……っ」

　ひとたまりもなかった。責め立てられ、響は蕩ける。白が飛び散り、胸や腹を淫いん蕩とうに汚よごした。きゅうんとクロムを吞のみ込んだ肉が収縮する。

　クロムの眉み間けんに深い皺しわが刻まれ、恐おそろしいくらい膨ふくれ上がった陰いん茎けいが響の中の奥の奥まで犯おかした。響の細腰を摑つかんだままクロムは胸を反らし、思い切り広げた羽をぴるぴると震わせ──。

「あっ、出て……る。なかに、くろむの……いっぱい……」

　響は意識を失った。
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　翌朝の太陽は黄色かった。　>>>♥

「今日出立だってわかっていたのに、どうしておとなしく寝ねなかったわけ、響は」

　楓に冷たい目で見られ、響は頭を搔く。獣けもの人びとに貸たい与よされた家は壁かべが薄うすいとわかっていたのに、つい盛り上がってしまった。楓は昨夜響が何をしていたのかきっと知っている。大変に心苦しいものの、やってしまったものは仕方がない。

　クロムは響に許された以上、もう黒くろ猫ねこになるつもりはないらしい。ねじれた角を頭にいただき、淡たん々たんと旅立ちの準備を進めている。響からクロムへと視線を移した楓はその姿に違い和わ感かんを覚えたらしい。

「クロムさん、くろにゃん辞やめて雰ふん囲い気き変わったね。今日はいつものすりすり、やらないの？」

　猫耳としっぽを持っていた時のクロムは大変な甘ったれだった。いつも響に抱だき着き、頰ほお擦ずりしたりにおいを嗅かいだりしていたのに、今日はまったくそういった素そ振ぶりを見せない。響も今日はやけにクールだなと思っていたのだが、楓が指し摘てきするとクロムは片手で顔を押さえてフリーズした。

「クロム……？」

　ヴァルトがクロムの肩かたを親しげに叩たたき、庇かばう。

「変へん化げの術を使っていた時のことは忘れてやってくれ」

　ふうん、と響は目を細める。

　まあ、いい。懐なついてくれるクロムも可愛かわいかったが、恥じ入るクロムもなかなか乙おつだ。

　魔術師と別れを告げていると、がちゃがちゃと音を立て、一人の獣人がしめやかな一団に加わった。

「すまん、遅おそくなった」

「……ナダ!?」

　ディルバ王城で出会った獣人奴ど隷れいだ。

「元気そうだね。逃とう亡ぼうはスムーズにいったんだ」

「ああ、あの時はありがとう、響。挨あい拶さつにこなければとずっと思っていたんだが遅くなってしまった。覚えねばならない事がなかなかに多くてな」

　ナダは頭に布を巻き、背に大きな荷を背負っていた。外側にくくりつけられた調理道具が歩く度たびにぶつかりあい、賑にぎやかだ。

「ええと、まさかその格かつ好こうは……」

「はは、目を剝むいて。相変わらず可愛い奴やつだ」

　ふは、と笑うと、ナダは胸を張った。

「あたしも一いつ緒しよに魔族に会いに行くんだ。獣人の代表としてな。あたしは人族のこともよく知っているし、『夜の彼方』に戻ってから異世界の料理にハマって、楓が知っているレシピはすっかり覚えた。この料理の腕うでが魔族との親善に役立つとジーリはお考えだ。響も道中、うまいものが食べられた方がいいだろう？　何年もの奴隷生活の間に家もなくなってしまったしな。というわけだから、これからしばらくの間、よろしく頼たのむ」

　女性とは思えないほど逞たくましい腕が響の肩を抱く。おいしいものが食べられるのもナダの元気な姿を見られたのも純じゆん粋すいに嬉うれしい。顔を綻ほころばせたところで、いきなり割って入ってきたクロムが響の肩を摑んでナダから引き剝はがした。

「断る」

「何だい横暴な。あたしが行くのは獣人の総意だ。断られたってついていくよ」

「ヴァルト、この女は駄だ目めだ。皇国に連れていって欲しいなら他ほかの者に変えろ」

　襲おそおうとした前科があるからか、珍めずらしくクロムが頑かたくなだ。背に隠された響は小さく笑うと、クロムの腹に両腕を回し、寄りかかった。

　魔族が統すべる土地まで、人族の足なら一月。もちろん、勇者と獣人と空を飛べる魔族ならもっと速く移動できるが、響はこの世界について知りたいと思っていた。幸い、姿すがた違たがえの魔術を魔術師から習うことができたので、クロムであろうとナダであろうと人族を装よそおわせ旅をすることができる。

　この世界に召しよう喚かんされてから奔ほん流りゆうに押し流されているようだった。帰ることばかりを考えていた響にとってこの世界はよそよそしくいいところなんか一つもないように思えたけれど、楓にとっては違ったらしい。獣人たちの街にいる時の楓の笑え顔がおは健全だ。

　──楓は、変わった。もう楓に僕は必要ない……。

　そう認めるのはひどく淋さびしいことではあったけれど、楓が幸福であるならば、これ以上邪じや魔ましない方がいい。

　──まあ、何をどうしたってヴァルトは気に入らないんだが。

　別れさせることができないなら、離はなれた方がいい。視界に入らなければ腹が立つこともない。

　兄として、一回り器うつわが大きくなったように見える楓に負けるわけにはいかないし。

　響はまだナダとやりあっているクロムの角を摑み、自分の方を向かせる。

「出発しようか」

　それにきっと、クロムと一緒ならどこでだって幸せを摑める。そんな気がした。








あとがき






　こんにちは。あるいは初めまして！　親しん戚せきから大量のじゃがいもと玉ねぎが送られて来てからひたすら肉じゃが[image: →]シチュー[image: →]カレーをヘビロテしている成なる瀬せかのです。毎年恒こう例れいなのでいいレシピあったら教えて欲しいです……初心者向けの……こってりしてないやつ。




　さて、今回のお話は前作『黒くろ獅じ子しパパの恋こいつがい』の主人公、楓かえでの双ふた子ごの兄である響ひびきのお話です。楓にとって響はコンプレックスの源であり憧しよう憬けいの対象。でも、響にとっては？

　双子なので、何でもツーカーな設定にしようかとも思ったのですが、あえて物もの凄すごく通じていないお話にしてみました。家族でずっと一いつ緒しよにいて何でも知っているつもりでも、ふとした瞬しゆん間かんに「おや？」と思うことって案外ありますよね？

　お話の最後近くまで黒くろ猫ねこちゃんだったクロムも、術を解いた後は全然別の顔を見せてくれるようになり、響が惚ほれ直したりするのかもしれません。




　みずかねりょう先生、前作に引き続き挿さし絵えを描かいてくださってありがとうございました！　ぼんやりと頭の中に思い描えがいていたのよりずっと男前なクロムにうっとりです……。

　そして、編集様、校正様を始めとするこの本を作るにあたってご尽じん力りよくくださった皆みな々みな様さま、何より読んで下さった読者様に御お礼れい申し上げます。

　また次の本でもお会いできることを祈いのりつつ。
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